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影執事マルクの手違い





手島史詞
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　ＣＯＭＴＡ
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　第一章　それはあまりに美しい少女で










　使用人の朝は早い。


　ほぼ夜明けと同時に目を覚まし、いつ主あるじと顔を合わせても失礼にならぬよう、まず顔を洗あらって身なりを整える。衣服は晩ばんに眠ねむる前、皺しわにならぬよう丁てい寧ねいに伸のばしておき、皺が寄よっていたなら水ノリを吹ふきかけた上でアイロンがけをして伸ばしておく。


　特に執しつ事じともなれば身なりとともに品ひん性せいも求められる。常つねに完かん璧ぺきなる身だしなみと、紳しん士し的な身み振ぶり素振り。


　マルク＝マルドゥークも少年ながらこの屋や敷しきで執事を務つとめている。


　もちろん執事に例外などあってはならない。マルクも夜が明けるころには目を覚まし身なりを整え、主のいかなる要望にも完璧を以もつて応こたえるため、万ばん全ぜんたる準じゆん備びを始める。


　顔を洗い、シャツとズボン、ネクタイに燕えん尾び服ふく。それらに汚よごれや皺のないことを確たしかめてから着用し、愛用の丸メガネを丁寧に磨みがき上げる。それから厨ちゆう房ぼうへと赴おもむき、かまどに火を入れ湯を沸わかす。湯が沸くまでの間に、朝に使うだろう食器を磨いてしまう。


「ふあぁ……、おはようございます」


　そうしている間に他の使用人も起きてくる。欠あく伸びをかみ殺しながら厨房へ入ってきたのは、あちこちくせっ毛がささくれ立っている黒くろ髪かみの少女だった。肌はだの色は褐かつ色しよくで、瞳ひとみは琥こ珀はく色。まだ十三歳さいだが、侍メイ女ドとして懸けん命めいに働いている。


「おはようございますアイシャ」


「マルクさん、起きるの早いです」


　敗北したようにむくれる少女に、マルクは微び笑しようを送る。


「たまたまですよ。それより、髪を直してらしては？」


　侍女の少女アイシャは、不満そうな表ひよう情じようで自分の髪の毛をくるくるといじる。


「なんでかな？　寝ねる前にもちゃんと梳とかしてるのに、なんで朝になるとこんなにクシャクシャになってるんだろ？」


　なにやらブツブツ言いながら洗せん面めん所じよへ去っていくアイシャの背せ中なかを見送り、マルクは苦く笑しようする。


　一通り食器を磨き終わると、かまどにかけていた湯もよい具合に沸いていた。そろそろ主も目を覚ましているころだろうと見計らい、紅こう茶ちやの準備を始める。この屋敷の主は寛かん容ようで、使用人たちにも自由に紅茶を飲むことを許ゆるしている。


　主の分をはじめ三人分の紅茶を注ぐと、寝ね癖ぐせを直したアイシャがようやく戻もどって来る。もっとも直したというよりは、ヘッドドレスで強ごう引いんに押おさえ込こんだといった様子だが……。


「アイシャ。紅茶が入っていますよ」


「わあぁ。ありがとうマルクさん！」


　紅茶一つで大げさに喜ぶアイシャを、マルクは人差し指を立てて、そっと窘たしなめる。


「まだドミニクさんが寝ていらっしゃいます。声が大きいですよ」


　アイシャは慌あわてたように口を押さえ、それからおとなしく紅茶を啜すすり始めた。マルクもその隣となりに腰こしかけ、朝の紅茶を楽しむ。


　チリンチリン──


　それを見計らったように、小さな鈴すずの音が響ひびいた。


「おや、お呼よびのようですね」


「え、もう？」


「昨日は一日寝ていらっしゃいましたから」


「寝てたって言っても、本抱かかえて歩き回ってましたよ？　具合悪いのに……」


　この屋敷の主は、先日高熱を出して倒たおれたというのに、熱が下がるとすぐに起きて屋敷内をウロウロしていた。それをアイシャに見つけられ、使用人であるはずの彼女からずいぶん叱しかられていた。


　マルクはティーセットをトレイに載のせ、厨房をあとにした。





　使用人の生活区は、地下にある。地下とはいっても地下室とは異ことなり、半分地面に埋うまっているだけで、窓まどはあるし日の光も入る。換かん気きもしやすく、湿しつ気けも溜たまりにくい。特にこの時期には外よりも涼すずしく、生活環かん境きようは快かい適てきな部類だ。


　その地下から石いし造づくりの階かい段だんを上がると、広い玄げん関かんホールに出る。こちらは二階まで吹き抜ぬけになっており、装そう飾しよく細かな絨じゆう毯たんが敷しかれている。


　主の寝しん室しつは二階になっている。マルクは続けて二階へ続く階段へ足をかける。こちらは木もく製せいで、家具職しよく人にんの手による装飾を凝こらされた手すりが光こう沢たくを放っている。階段に添そう壁かべには色あせた絵画が規き則そく正しく並ならべられているのだが、風景画や静物画ばかりで肖しよう像ぞう画がの手合いは見あたらない。


　二階へ到とう着ちやくすると、主の寝室の前に立ち、静かに扉とびらを二度叩たたく。扉には三日月のような形の小さな装飾が彫ほられているが、よく見ると片方だけの翼つばさであるのが分かる。


「お呼びでございましょうか？」


　もちろんいきなり扉を開けるような無ぶ粋すいな真ま似ねは慎つつしむ。やがて入るよう返事があったので、木の葉の装飾が彫られた真しん鍮ちゆう製のドアノブを捻ひねる。


　扉を開けると、まず目につくのは大きな天てん蓋がい付きのベッドだった。月夜を思わす円形の透すかしが入った薄うす紫むらさきのカーテンがかけられており、その向こうに小こ柄がらな影かげが揺ゆれている。


「……執バト事ラーか」


「はい。紅茶をお持ちしました」


　薄紫のカーテンが内側からそっと開かれる。


　そこから姿すがたを見せたのは、主と呼ぶにはあまりに若わかい少女だった。幽かすかな翳かげを揺らす翠すい玉ぎよくの瞳ひとみ。陶とう器きのように白くなめらかな肌はだ。ガラス細工のように端たん整せいかつ線の細い顔立ち。絹きぬ糸いとのように艶つややかな髪は金色なのだが、惜おしいことに肩かたにも掛かからぬ長さで切られてしまっている。


　少女の名はエルミナ。この街の一区画ほどもある広大な敷しき地ちと屋敷の主だ。すでに寝ね間ま着きの上から薄うす手でのシャツを着込んでおり、目のやり場に困こまるようなことはないが、それにしても側そばに寄よればため息が漏もれるような美しい娘むすめだった。


「……用意がいい」


　その声は銀ソ啼ロー鳥ネのように静かながらもよく通る音色なのだが、それを嫌けん悪おするかのごとく寡か黙もくかつ端たん的てきな言葉遣づかい。


　マルクは紅茶を並べようとして、サイドテーブルに火の消えたランタンが置かれていることに気づいた。


「ところでお嬢じよう様さま」


「……なにかね」


「昨さく晩ばんはきちんとお休みになられましたか？」


「……………………きちんと、横になっていた」


　どうやら夜通し本でも読んでいたらしい。アイシャが見たならまたひとしきり叱りつけるところだろう。マルクはその情じよう景けいを想そう像ぞうしてしまい、微び苦く笑しようした。


「もう、起きられますか？」


「……起きる」


「アイシャをお呼びしましょうか？」


　少女は、しばし翠玉の瞳を揺らしていたが、やがて首を横に振ふった。


「……紅茶を飲み終わるころでいい」


「かしこまりました」


　下がっていいと言われるまでは、傍かたわらに控ひかえているのが執事である。


　ティーカップを傾かたむけ、満足そうな吐と息いきを漏らすエルミナは見た目通りの十六歳の娘だ。彼女が抱えているものの一端を知ってしまったマルクとしては、そんな当たり前の姿を見るとホッとしてしまう。


　紅茶を啜すする主の隣となりに佇たたずみ、二杯はい目めの紅茶を注ぐタイミングを見計らっていると、エルミナは不意に顔を上げた。その眼まな差ざしは窓まどの遠く向こうに向けられていた。


　マルクの目にはそちらになにかあるようには見えなかったが、やがて門から人影が紛まぎれ込んできたことが分かった。


　エルミナは静かな声で呟つぶやく。


「……来客だ」


「このような時間にでございますか？」


「……郵ゆう便びんのようだ」


「かしこまりました。受け取りに行って参ります」


　寝しん室しつから下がる間ま際ぎわ、ふと顔を上げるとエルミナの瞳には幽かな翳が揺れていた。





　マルクが玄げん関かんを開けると、そこには少し驚おどろいた顔をした中年の男が立っていた。郵便屋の帽ぼう子しをかぶっており、肩かたから大きな鞄かばんをぶら下げている。


　郵便屋はマルクの姿を見ると、愛あい想そのいい笑えみを浮うかべた。


「屋敷の方で？」


「左様でございます」


「ああ、助かったよ。こんな朝早くにノッカーを鳴らしたもんかどうかと悩なやんでたんだ」


「ご苦労様です。郵便でございますか？」


「ああ、届ヽけヽもヽんヽさヽ」


　愛想のいい笑みを浮かべ、郵便屋は仲良くしたくて堪たまらないといった仕草で右手を差し出す。しかしその手に握にぎられていたのは、一いつ挺ちようの拳けん銃じゆうだった。


　それはほんの瞬またたく間の出来事だった。


　マルクは弾だん倉そうのシリンダーをそっと握ると、そのまま水道の蛇じや口ぐちを捻ひねるように時計回りに捻る。拳銃は弾丸を射しや出しゆつすることなく、郵便屋の手から黄ケレ橘ー実シヤの皮を剝むくようにスルリと抜ぬける。


　郵便屋は人差し指をカクカクと動かすが、そこにあったはずの〝届とどけもん〟はマルクの手の中にあった。


　マルクはシリンダーをスライドさせ、拳銃の検けん分ぶんを始める。


「レンブラント社製せいダブルアクション式回リ転ボ弾ル倉バー拳銃。通つう称しようグレアム。弾倉は六。手入れも行き届いています。口径は37ですね。安定感があり誤ご作さ動どうも少ない。保安官をはじめ広く愛用されている型です。ですが、安全装そう置ちがかかっていませんね」


　郵便屋の笑え顔がおが見る見るうちに凍こおりつく。それでも彼の判はん断だんは迅じん速そくかつ的てき確かくだった。マルクが拳銃の検分をする間に、肩から下がる鞄から新たな拳銃を引き抜く。


　こちらは回リ転ボ弾ル倉バーではなかった。マルクは親しい友に感かん謝しやを示しめすように手を差しだし、郵便屋と握あく手しゆするように拳銃を握る。その親指は撃げき鉄てつの間に滑すべり込こませ、人差し指は引き金の裏うら側がわへ差し込み発はつ砲ぽうを封ふうじている。それから今度はドアノブのように縦たてに捻る。


　二挺目の拳銃も、あっけなく郵便屋の手から抜き取られていた。


「スチームラダー社製単発式装そう飾しよく銃じゆう。通称ワイ・バーン。回リ転ボ弾ル倉バー拳銃の汎はん用よう性せいを前に廃はい版ばんを余よ儀ぎなくされたものの、自分で調合できる特製の弾丸の威い力りよくゆえ、未いまだ現げん役えきを退しりぞかぬ名銃ですね。骨アン董テイ品ークとしてもずいぶんな値ね打うちがあります」


　郵便屋の顔面が蒼そう白はくに変わる。しかしそれでも彼も玄プ人ロだった。乾けん坤こん一いつ擲てきと鞄に手を入れると、抜き出す勢いきおいに任まかせて一気に振ふり切る。その手の中にあったのは大きなナイフだった。


　二挺の拳銃で両手がふさがってしまったマルクは、料理を下げるようにスルリと後ろに一歩下がる。ナイフは燕えん尾び服ふくに触ふれることもなく空振りする。


　郵便屋はすぐさまナイフを構かまえ直すが、そのときにはマルクも片かた足あしをはね上げていた。革かわ製せいのつま先が握り手を直ちよく撃げきし、郵便屋の手からナイフがすっぽ抜ける。


　ナイフが宙ちゆうで踊おどる間に、二挺の拳銃を片手にまとめて持ち直し、それから落下してくるナイフをディーラーがカードを切るように人差し指と親指で挟はさんで受け止める。道どう化け師のジャグリングのごとく流れるような動作だった。


「ほう……。これは個こ人じん的に興きよう味みがありますね。刀とう剣けん鍛か冶じの鬼き才さいモルドレット兄弟による一点細工のナイフ。彼らの作品に駄だ作さくはありえませんが、これは中でも傑けつ作さくと名高い四十番台の名器です」


　ナイフのツカに刻きざまれたシリアル番号は【XLIII】。金を積んだからといって手に入る代しろ物ものではなかった。マルクは感かん歎たんの声を上げると、郵便屋は怖おず怖ずと両手を上げる。


「おや？　これで全すべてですか」


「……さいです」


「受け取りのサインは必要でしょうか？」


「……ないです」


「差出人はどちら様でございましょう？」


「ディーノ・ファミリーのアルバ＝ディーノ氏です」


「ああ、あの方ですか。熱心なことですね」
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　郵ゆう便びん屋や──本名テッド＝ロングフット。本業〝殺し屋〟はこの日、一いつ切さいの商売道具とともに裏社会での信用を失った。その後、行く当てもなく郵便屋の仕事を続けるが、その豊ほう富ふな裏うら知ち識しきのおかげで物知りな郵便屋として隠かくれた有名人となる。





　それはともかく、今はただ怯おびえながら郵便屋は震ふるえる声を絞しぼり出していた。


「く、詳くわしいんすね」


「はあ……、一時期裏うら稼か業ぎように身を置いていたもので……」


　──もっとも、先日返かえり討うちにあって廃はい業ぎようしましたがね……。


　そして、マルクはこの数日の出来事を思い返した。
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　日が傾かたむき始め、空の色が群ぐん青じようから紅ぐ蓮れんへ塗ぬり替かえられていく。煙けむりでくすんだその色はなにかが燃もえているように禍まが々まがしく見えた。そのくすんだ紅蓮の空を翼つばさを広げた大きな影かげが飛び交かっている。


　赫ヴアル鷲チヤスだろう。大ク陸ー先住ラ民ンが神の使いとして崇あがめた霊れい鳥ちようであり、開フロ拓アテ民イナが忌いみ嫌きらう凶きよう鳥ちようでもある。赫ヴアル鷲チヤスが鳴くと開フロ拓アテ民イナに死人が出ると考えられていたのだ。確たしかに鳥としてあれほど巨きよ大だいなものは他にはいない。霊鳥としても凶鳥としても人が畏おそれ敬うやまうだけの要よう素そは十分に持っている。


　開フロ拓アテ民イナからの乱らん獲かくに遭あい、ずいぶん数を減へらしたという話だがこうして夕ゆう暮ぐれになるとどこからともなく姿すがたを現あらわす。今でもこのワイルドバーン大陸を見守るかのように……。


　その黄たそ昏がれの空の下、街を断たち割わるように延のびる鉄道を巨大な鉄の車両が駆かけ抜ぬけていく。石炭の黒い煙が噴ふき上げられ、木もく造ぞうの家々がギシギシと軋きしむ。開拓時代が終わりを告げたにもかかわらず、あの列車は大陸奥おく地ちの未知を求める多くの狩かりゆ人うどたちを運んでくる。


　そんなロックウォールの街まち並なみを見下ろす、一人の男がいた。


　地に触れるほど裾すその長い漆しつ黒こくのコートを着込み、手には同じく黒の革かわ手て袋ぶくろ。頭部には目ま深ぶかにかぶった大きなつば広帽ぼう。肌はだの露ろ出しゆつ面は顎あごから鼻先にかけての僅わずかな部位のみ。まるで吸きゆう血けつ鬼きのごとく日差しを拒きよ絶ぜつする服ふく装そうである。


　男──マルク＝マルドゥークはつば広帽を軽く持ち上げると、ポケットからハンカチを取り出す。


「──暑い……ですね」


　呻うめくような……というよりも、もうぐったりとしたその声は、まだ若わかいものだった。


　つば広帽からのぞいた顔には、笑えみを浮うかべるのが義ぎ務むであるかのように苦く笑しようじみた微び笑しようが浮かんでいるが、それも滴したたる汗あせでぐっしょり濡ぬれている。愛用の丸メガネを外し、滴る汗を懸けん命めいに拭ぬぐうが、薄うすっぺらいハンカチはあまりに非ひ力りきで瞬またたく間に水みず浸びたしとなる。


　諦あきらめてハンカチをポケットにしまおうとして、マルクはそのまま斜ななめに傾いていく。


　どうやら暑さで意い識しきが朦もう朧ろうとしているようだ。危あやうく屋根から転落しそうになったところ、ようやく気がついたらしく慌あわてて体たい勢せいを立て直す。


　それというのも彼はこの気温の中、この恰かつ好こうで丸一日歩き通しだった。その間に流され続けた水分はすでに致ち死し量りように思える。前もって標的の情じよう報ほうを仕入れておこうとの行動だったのだが、完全に裏うら目めに出ている。


　──ああ……、そうです標的です。


　それを思い出して、マルクは気力を振ふり絞って立ち上がる。街並みからやや外れた位置の区画。そこにこのホコリ臭くさい街に恐おそろしく不ふ似に合あいな建けん造ぞう物ぶつが一いつ軒けんあった。


　植物をあしらったらしい装そう飾しよく細かな正アー面ケー門ド。汚よごしてくれと言わんばかりに、白い石で組み立てられた上品な壁かべ。範はん囲いは街の一区画ほどもあり、広大な庭に囲まれて石いし造づくりの屋や敷しきが建っている。国こく籍せきを間ま違ちがえているような上流階級の世界だ。


　改めてその様子を確かく認にんし、マルクは口元を歪ゆがめた。


「これは──異い常じようですね」


　自分の恰好を完全に棚たなに上げつつ、マルクはそんな呟つぶやきを漏もらす。いいや、恰好だけではない。彼は民家の屋根に上っている。よじ登る姿を誰だれにも目もく撃げきされなかったからよかったものの、民家の屋根に佇たたずむその姿は保ほ安あん官かんの目に留まれば即そく座ざに連行されるだろう異常極きわまりない姿だ。


　それはさておき前方の屋敷、観光名所にでもなっていそうな佇たたずまいだが、こちらも確かに異常だった。これほど場違いな屋敷の前を通り過すぎるなら、ついつい目を向けてしまうだろう。だが通行人は誰一人としてその屋敷の前で立ち止まりはしない。


　無む視し、あるいは忌き避ひしているようでもなく、まるで見えていないかのようだ。


　マルクはコートから数日前の伝聞紙を取り出し広げる。これは大陸中で出しゆつ版ぱんされている簡かん素そな印刷物で、大きな紙の両面にめぼしい事件や知らせが記き載さいされている。その中の一いち枚まいには召めし使つかい募ぼ集しゆうの広こう告こくが載のっており、住所は前方の屋敷のものだった。


　召使いを募集しているということは、あの屋敷の住人はまだ住み始めて間もないのだろう。しかし、それ以前に誰が住んでいたのか、そもそもあの屋敷がいつからあそこに建っていたのか、そういった記録はなにも残っていなかった。見つけられたのは、この伝聞紙の数行の記載だけだ。


「少し、探さぐってみますか。……走りなさい〈クフ・リーン〉」


　その呼よびかけにマルクの足あし下もとがザワザワと蠢うごめき始める。蠢いているのは〝影かげ〟だった。コートの延えん長ちようのように伸のびる黒の影は、生き物のように、そしてそれ自体に意い志しがあるかのように蠢き──弾はじけた。


　弾けた影は編あみかけのビロードのように細かく解ほぐれる。木の枝えだのように捻ねじれた輪りん郭かくを描えがき、瞬またたく間に周囲へと駆かけ抜ぬける。無数の屋根を越こえ、家々の壁を彩いろどり、前方の屋敷へと収しゆう束そくする。


　歪いびつな影は屋敷の敷地へ侵しん入にゆうせんと門へ伸びる──が、そこで唐とう突とつに影は途と切ぎれる。なにかに遮さえぎられたというよりは、そこから先が存そん在ざいしないかのように、だ。


　影は門以外の壁へき面めんへも伸びるが、そちらもやはり同じ運命をたどる。やがて、影は密みつ林りんのように屋敷を取り囲むが、その末まつ端たんはやはり屋敷の敷地を境きよう界かい線せんに、ぷっつりと途切れていた。ちょうど、ばらまいた砂さ鉄てつの上に磁じ石しやくでも落としたかのようだ。


「……ふむ。侵入もできませんか」


　感心したようにそう呟くと、四方へ伸びていた影はマルクの足下へと収束する。


　その光景を誰かが空から見ていたなら、恐おそらくそこにいるのが人間だとは考えないだろう。収束した影は確たしかにマルクの足から伸びているが、それは人の形をしていなかった。


　二本の足から伸びる同じく二本の影はいい。問題はない。しかしその先に象かたどられている胴どうの部分は嫌いやに短く、頭に該がい当とうする部分は平らになっている。腕うでの一方も極きよく端たんに短くまるで獣けもののしっぽか何かのようだ。そしてもう一方の腕は二ふた股またに裂さけ、あまつさえその一つにはやはり獣の耳のような突とつ起きが一つ飛び出している。


　それは山プリン犬シツプの形をした影──いや影を依より代しろとした精せい霊れいだった。影は唸うなるように小さく震ふるえる。


「怯おびえているのですか〈クフ・リーン〉？」


　契けい約やく精霊へからかうような声をかけると、影はもう一度身震いするように震える。


「ふ……。どうやら標的はそうとう強力な〝契約者〟のようですね」


　犬の形をした影は、否ひ定ていするように頭部を揺ゆらす。


「そう。どれだけ強力であろうとも、私とあなたの前に敵てきなど…………え？　違ちがう？」


　影は説教でもするように大きく膨ふくれあがる。


「なんですか？　ええ？　……危あぶないから止やめろって？　なにを言ってんですか。依い頼らいは受けちゃったんですから、もう断ことわれませんよ」


　民家の屋根の上で一人、影に向かってしゃべり続けるマルク。夕ゆう暮ぐれの空にその黒コート姿すがたは非ひ常じように目立っている。足下の路地から、通りすがりの女の子がその姿を指さしてなにか言うが、それも母親らしき女じよ性せいに慌あわてて手を引かれていく。


「はあ？　向いてないってどういうことですか。私は今まで失敗したことなんかないはずですよ？　ええ？　人を殺しちゃ駄だ目めだろうって？　精霊のあなたにそんなこと言われる覚えはありません」


　毅き然ぜんとしてマルクは言い放つが、影はふて腐くされたらしく水たまりのように丸くなる。それから丁てい寧ねいに犬の顎あごだけ形作り、大きな欠あく伸びをしてみせる。


　──く……ナメられている！


　マルクは躾しつけのなっていない契約精霊を叱しつ咤たしようとして──





　バサバサバサバサバサバサッ──突とつ然ぜん、怪かい鳥ちように襲おそわれていた。





「──ぎゃああああッ？　と、鳥？　なんで──痛いただだだっだだだだだだっ？」


　マルクの頭をついばみ始めたのは巨きよ大だいな翼つばさを持った怪鳥だった。胴体だけで人間の子こ供どもほども大きさがあり、翼まで含ふくめれば小さな壁のようである。


　それは赫ヴアル鷲チヤスだった。先ほど夕暮れの向こうに見えていたものだろう。この鳥は肉食で瑠ドミ璃ニ猫トンや山プリン犬シツプといった中型の獣を好んで食す。恐おそらく山プリン犬シツプの影を見つけてエサだと勘かん違ちがいしたのだろう。獲え物ものが食い物かどうかすら見分けがつかないほど腹はらを空すかしているようだ。


　もちろん当のマルクにそんな事じ情じようを気き遣づかう余よ裕ゆうはない。


「ひぎゃあっ──ちょ、ちょっと〈クフ・リーン〉！　なにをやってるんですか〈クフ・リーン〉！」


　先ほどの口こう論ろんを根に持っているらしく、影は水たまりのように丸くなったまま返事もしない。やがて怪鳥のくちばしがマルクの帽ぼう子しを咥くわえ、本当にもぎ取りそうになると、ようやく影はけだるそうに欠伸をし、パクリと怪鳥の影を咥えた。


　赫ヴアル鷲チヤスは翼を広げたまま硬こう直ちよくし、マルクはそのくちばしからようやく解とき放たれた。


「……まったく、悪ふざけが過すぎますよ」


　嘆たん息そくしながら帽子と衣服を整え直す。その背はい後ごには未いまだ硬直したままの赫ヴアル鷲チヤス。マルクはそちらに視し線せんを向けると、身み構がまえながら慎しん重ちように語りかける。


「いいですか？　これから放して差し上げますが、もう一度同じことをしたら今度は焼き鳥にしますよ？」


　鳥類相手に人語で話しかけている自分に対し、なにか途と方ほうもない疑ぎ問もんを抱いだきつつも、マルクはそっと影の束そく縛ばくを解く。


　赫ヴアル鷲チヤスは拘こう束そくが解けた瞬しゆん間かん、ボトッと屋根に落下する。しばらく翼をばたつかせた後、勢いきおいよく空へ舞まい上がる。頭上で二回ほど旋せん回かいすると、黄たそ昏がれの空へ消えていった。


　猛もう獣じゆう使いさながらのやりとりに、通行人たちから盛せい大だいな拍はく手しゆが送られる。いつの間にか目立っていたらしい。マルクは通行人から見えないように、ポツンと一人屋根の上で膝ひざを抱かかえる。マルクが芸をしないことが分かると通行人もまた移い動どうを始める。


　ほどなくして通行人達の姿が消え、マルクはようやく気を取り直して立ち上がる。


　ふところから真しん鍮ちゆう製せいの折りたたみ式望遠鏡を取り出し、屋や敷しきへと向ける。広大な庭の中からそれを見つけるのには、わずかに時間がかかった。


　屋敷には標的の契けい約やく者しやが一名。使用人が二名。使用人のうち一名は外出を確かく認にん。現げん在ざいこの屋敷には標的以外に使用人が一名残っている。使用人も契約者である可か能のう性せいが高い。


「──難なん敵てきですね……」


　だがしかし、標的は強力であれば強力なほど、倒したときに名前が上がる。





　──契約者──


　精せい霊れいに対たい価かを捧ささげ、異い能のうの力を手に入れた存在。対価は命という硬貨の中から支払われる。一昔前なら、魔ま術じゆつ師しのように呼よばれていただろう、そんな力の持ち主たち。


　マルクは精霊〈クフ・リーン〉に自分の影を捧げて力を得た契約者だった。おかげで日中はこのような分ぶ厚あついコートで身を包んでいなければ、日の光で火やけ傷どを負ってしまう体たい質しつになっているが……。


　その力を使い、今までマルクが受けてきた依い頼らいは、一言で言うならギャングたちの用よう心じん棒ぼうだった。希まれに自分と同じような契約者を相手に交戦することもあったが、後おくれを取ったことはまだない。


　それゆえマルクも〈黒こく衣い〉の名で呼ばれ、それなりに名を上げてはいたのだが……。





　──人を殺すのが怖こわいのか？──





　今回の雇やとい主に言われた言葉だ。安っぽい挑ちよう発はつだと、頭では分かっている。分かっているのだが、それは的てき確かくにマルクの急所を突ついた一言でもあった。


　用心棒という立場なら、相手を追い返せば、あるいは捕とらえれば勝ったことになる。それゆえマルクは裏うら稼か業ぎように身を置いていながら、人を殺さなければいけないような事じ態たいに直面したことがなかった。


　もちろん、周りではバタバタと人が死んでいる。味方が死ぬこともあれば雇い主が殺すこともある。しかし契約者であるマルクはいちいち相手を殺す必要がなかったのだ。


　人を殺したことがないものは、相手の命を奪うばってしまうと感じたとき確実に迷まよう。それは自分自身にとっても雇い主にとっても、命にかかわる隙すきになる。人を殺したことがある契約者と、人を殺したことがない契約者。どちらが必要とされるかは、考えるまでもない。


　そんなマルクに持ちかけられた依頼が、この屋敷に住んでいる契約者を始末するというものだった。


　契約者──自分と同じく異能の力を持つ存そん在ざい──自分と対等であり、自分の命を奪いうる存在。失敗はすなわち死。しかし危き険けんが大きいほど名前も上がる。


　そのため入念に下調べをしようとし、そして力尽つきかけたりもした。なにやら再ふたたび気が遠くなってきたが、なけなしの気力を振ふり絞しぼって望遠鏡へ意い識しきを集中する。


　──そうです。名を上げるためなら、なんだってやってやります。


　地面に近い窓まどから使用人らしい少女の姿すがたを確認。どうやら厨ちゆう房ぼうらしく、湯気が立っているのが見える。頭の位置から、そこがどうやら地下室のような地面に掘ほられた部屋なのだと分かった。


　そちらは使用人の領りよう域いきだろう。主あるじがいるべき場所といったらどこだろうか。二階に上品なテラスがあることに気づき、そちらに望遠鏡を向け──


「──っ！」


　マルクは思わず声を上げかけた。今さら声を押おし殺したところでなんの意味もないはずなのだが、のぞきをしているという背はい徳とく意識がそうさせるのだろう。


　望遠鏡が捉とらえたのは、艶つややかな金きん髪ぱつをなびかせた一人の少女だった。風に当たっていたのかテラスで椅い子すに腰こしかけている。


「か……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………可か憐れん……です……！」


　マルクは望遠鏡を覗のぞいたまま、固まってしまった。それから、だらしなく顔を緩ゆるませる。


「あの少女は一体誰なのでしょうか」


　今この屋敷には、標的以外に使用人が一名いるだけのはずだ。その使用人は台所にいるのを確認したところだ。こんな美少女がいるなどという情じよう報ほうはなかった。


「いいえ、待ちなさい。使用人でないのならば、まさかこの娘むすめが標的だということなのですか？」


　レンズの向こうの少女はガラス細工のようになめらかな肌はだ。翠すい玉ぎよくの色をした瞳ひとみ。流れる金髪は夕日に照らされ、風に揺ゆれるたびに奇き跡せきのような光を振りまいていた。惜おしいことに、その髪かみは肩かたにも掛かからぬ短さで切られている。伸のばせばさぞや映はえるだろうに……。


　標的──つまり、この少女を殺あやめなければならない。


　マルクは、少女を真まっ直すぐ見つめ、それから諦あきらめたようなため息を漏もらした。


「いいえ、これは無理です」


　少女の美しさは、もはや神の造ぞう形けい物ぶつと呼よべる域いきに達している。彼女の美が損そこなわれることは、この街にとって──いいやこの大陸にとって──いいや人類にとっての損そん失しつだろう。


　そんな少女を殺めろと言うのなら、むしろそう言った人間を始末するべきだろう。その方が人類の──いいや世界のためだ！


　決意に拳こぶしを震ふるわせていると、足あし下もとの影がざわざわとなにかを言っていた。


「ああ、もう、なんですか？　うるさいですね」


　足下に広がる影は、いつの間にか黒い水たまりであることを止め、再び山プリン犬シツプのシルエットを象かたどっていた。


「なんですか？　見つかってる？　誰だれに。……標的？　標的ってなんの……ああ、あの少女ですか？　こんな距きよ離りでこっちが見えるわけが……って、こ、これは？」


　レンズの向こうの少女はテラスに用意されたテーブルで、退たい屈くつそうに肘ひじをついているが、瞳は真っ直ぐこちらに向いていた。


　見つめられて、マルクはだらしなく口元を緩めてしまった。


「見つめられてますね。悪い気はしません。もう少しよく見えるといいんですがね……て、おや？　こちらのことが見えてるのですか？」


　別に余よ裕ゆうを見せているわけではなく、少女に見とれるあまり頭のネジが七、八本ほど抜ぬけていたのだった。ようやく我われに戻もどったマルクは、引きつった微び笑しようを浮うかべる。


「ふ……。これであなたも今さら逃にげるとは言えないでしょう〈クフ・リーン〉？」


　もう、すっかり見つかってしまい、逃げるに逃げられなくなってしまった。


　マルクはゆっくりと屋や敷しきに向かって足を進めた。





　　　　[image: ]





　近づいてみると、屋敷は遠目に見た以上に奇き妙みようだった。


　まず造つくりが相当古く、コケや植物の生え方、使われている石のすり減へり方から二、三百年は昔の建物と推すい測そくできる。しかしこの辺りに人が住み始めた時期を考えるならそれはおかしい。ここに開フロ拓アテ民イナが住み着くようになってから、まだ百年と経たっていない。


　──まるで使い古された屋敷を、どこかからそのまま持ってきたかのようですね。


　敷地を覆おおう壁かべを観察して、抱いだいた感想はそれだった。


　契約者が相手なら、それもまるであり得ない話ではない。マルクの〝影が〟侵しん入にゆうできなかったこともある。ただの屋敷でないことは明白だ。


　しかし契約者は〝異い能のう〟であって〝万ばん能のう〟ではない。精せい霊れいの力と、捧ささげた対たい価かの大きさ。それにより確かく実じつに限げん界かいというものが存そん在ざいする。そしてルールも。


　人間一人に対して精霊一体──契約者一人につき一つの能力──契約者がこのルールを破やぶることはできない。それゆえ、契約者同士が衝しよう突とつするなら、先にこのルールを見み極きわめた方が勝つ。つまり相手の能力だ。


　──屋敷を移い動どうさせ、私の影を拒こばむ防ぼう御ぎよ能力──場所と場所を繫つなげるような能力でしょうか？　だとすれば厄やつ介かいですね……。


　それらに思考を巡めぐらせながら、マルクはせかせかとコートを脱ぬいでいた。


　ようやく日が沈しずんだ。もうこんなコートを着ている必要はない。こんな恰かつ好こうで訪ほう問もんすれば、不ふ審しん者しやですと名乗るようなものだろう（自覚はあるのだ）。


　コートに手て袋ぶくろ、帽ぼう子しを外し、近くの茂しげみの中にそっと隠かくす。この季節にこの装そう備びはまず手に入らない。予備もないので大切に使わなければならない。


　シャツとズボンの皺しわを伸のばし、身なりを整えると、どこから見てもきちんとした紳しん士し姿すがたになっていた。


　ガンホルスターを持たないのは敵てき意いを持たない証あかし。当然この恰好で隠し持てる凶きよう器きは少ない。隠し持てるのは袖そでの内側に隠せる小さな投げナイフが左右で一本ずつ。


　しかしそれで十分だった。マルクの影は日の光に縛しばられない夜にこそその真しん価かを発はつ揮きする。それゆえ日が暮くれるまで待ったのだ。そして危あやうくそれまでに力尽つきるところだったのだ。


　もう一度自分の身なりを確たしかめ、マルクは広大な敷地へ続く正アー面ケー門ドに立った。きめ細かな装飾が凝こらされた錬れん鉄てつの門。恐おそらく職しよく人にんの手による一点ものだ。この門だけでも街で売れば一か月は楽に暮らせるだろう。


　門は開け放たれていた。マルクはすでに屋敷の少女に見つかっている。無理矢理侵入されて門を壊こわされないように、彼女が開けさせたのかも知れない。


　不用心──この街の治安を考えれば、普ふ通つうはそう思うだろう。しかしマルクは通行人が誰もこの屋敷に関心を払はらわなかったのを目もく撃げきしている。なにか護まもりがあるのだろう。


　中に足を踏ふみ入れると、とたんに辺りが静かになった気がした。今は夜だ。この暗さでは、周囲の様子はあまり見とれないが、それでも空気が変わったのは分かる。


　なにより気温が変わった。先ほどまでの悪あく夢むのような暑さが噓うそのように、春のような涼すずしく快かい適てきな気候に変化している。日が暮れたからという理由ではありえない。


　立ち止まっているのは不自然だろう。ゆっくりと足を進めつつ周囲を観察する。


　敷地内はやはり相当広く、庭園も森を彷ほう彿ふつとさせるほどのものだ。ガス灯のようなものは設せつ置ちされていないが、石いし畳だたみの通路が真まっ直すぐ延のびているため問題なく歩ける。その先──屋や敷しきの正面玄げん関かんにはランプが設置されていて、ぼんやり浮かんでいるように見えた。


　歩いていて、ふとにおいの違ちがいに気がついた。駆かけ抜ぬける鉄道と、炭たん鉱こうから運び込まれる石炭により、街の中はホコリと錆さびの臭においに染そまっている。それがここにはない。森の中に迷まよい込んだような澄すんだ空気だった。


　──敷地ごと能のう力りよくの支し配はい下かにあるのですか……。広大ですね。


　契約者個人の能力でその範はん囲いは桁けた違ちがいに大きいと言えた。しかし力が大きいのと手て強ごわいのは別の話だ。力が大きければ、その分支し払はらう対価も大きなものになる。そしてそれは明めい確かくな弱点となる。


　正面玄関に到とう着ちやくすると、扉とびらは両開きでドアノブはなかった。代わりにきめ細かな装そう飾しよくが凝らされたノッカーが打ち込まれている。ずいぶん古い形式の扉だ。装飾は家か紋もんなのだろうか、植物のからみついた三日月のような形のものが左右対たい称しように刻きざまれている。もしかしたら翼つばさなのかも知れない。


　珍めずらしいものなのでつい観察してしまったが、マルクは気を取り直してノッカーを鳴らす。コンコンと硬かたい音が響ひびき、ほどなくしてパタパタと危あぶなかしげな足音が近づいてくる。


　やがて扉が内側へと開いていき、中から出で迎むかえたのは使用人の少女だった。


　歳としは十二、三くらいだろうか、幼おさなさの目立つ可か愛わいらしい顔立ちだ。褐かつ色しよくの肌はだに、癖くせのある黒くろ髪かみ、赤とも金とも呼よべる琥こ珀はく色いろの瞳ひとみ。まだ新米なのか、白の前まえ掛かけとヘッドドレスは真新しいものだ。慌あわてて駆けてきたらしく、少し息を切らしている。


　マルクの警けい戒かい心しんは一いち段だん階かい、上じよう昇しようした。


　褐色の肌は先クー住ラ民ンのものだ。彼らにはどういうわけか契約者が多い。この少女が契約者である可か能のう性せいが飛ひ躍やく的てきに高まった。内心の緊きん張ちようを押し殺し、マルクは穏おだやかに微ほほ笑えむ。


「夜分に失礼します。私はマルク＝マルドゥークと申します。こちらの広告を見て参りました」


　ふところから伝聞紙を取り出し、そこに記き載さいされている使用人募ぼ集しゆうの広告を指し示しめす。


　すでに見つかっているのだから工作自体に意味はないが、こう言えば使用人は中に通さねばならなくなる。それにこの広告を見て屋敷のことを調べたのは、紛まぎれもない事実である。二対一になろうとも、標的の前に立つまでは手の内を見せたくはなった。


　そんなマルクの内心をよそに、少女は広告をしげしげと見つめ、それからパッと表ひよう情じようを明るくした。


「使用人の公募ですね。どうぞお入りください」





[image: ]


　少女がやけに嬉うれしそうだったことに、マルクは首を傾かしげた。まるで緊張している様子はない。芝しば居いだとしたら、この少女は役者として天てん賦ぷの才を持っているのだろう。


　玄関を潜くぐるとそこは天てん井じようが高いホールになっていた。緩ゆるやかな曲線を描えがく階段が二階へと上っている。木もく製せいなのだが手すりにまで細かな装飾が施ほどこされており、床ゆかには真っ赤な絨じゆう毯たん。これを本当に靴くつで踏ふんでもいいのかと問いたくなるほど見事である。とにかく人が住めることだけを念頭に建けん設せつされているワイルドバーンの建けん築ちく物ぶつとは、根本的になにか異ことなる造つくりだ。


　その階段以外に人が隠かくれられそうな場所はなく、罠わならしいものも見あたらない。階段にもそういった気配はない。


　──ということは、罠のある場所へ案内されているわけですね。


　ホールは走り回れるほどの広さがある。手て荒あらいことはここで済すませたいと考えるのが自然だろう。それがここで仕掛けてこないということは、相手にはもっと戦いやすい場所があるということだ。


　左右の壁かべには二つずつ扉があり、少女はそのうち右奥おくの扉へと進む。案内されるうちに──この少女はどこまで理り解かいしているのだろうか──マルクはそんな疑ぎ問もんを抱いだいた。


　彼女の忠ちゆう誠せい心しんがどの程てい度どのものかは分からないが、主あるじの元へ敵てきがやってきたなら普ふ通つうは警戒するものだろう。しかし少女にそんな気配はまるでない。もしかしたら、この少女は指し示じに従したがっているだけで、自分が何者を案内しているのか知らないのかも知れない。


　先せん導どうする少女をしげしげと観察していると、振ふり返られた拍ひよう子しに目が合ってしまった。


「どうかしましたか？」


「ああ、いえ。あなたがとても楽しそうに見えたもので、ここはいいところかも知れないと思ったのです」


　そう答えると、少女は嬉しそうに笑った。


「はい。いいところですよ！　エルミナ……お嬢じよう様さまもお優やさしいですし」


　敬けい称しようをつけるのに間が開いたことを疑問に感じたが、この少女がまだ新米だからなのだろうと考えた。それよりも少女が口にした名前で、マルクの緊張はさら高まっていた。


　──エルミナ＝ヴァレンシュタイン──


　それがこの屋敷の主の名であり、マルクの標的たる契約者の名だ。お嬢様とつけたところを見ると、やはりあのテラスにいた少女のことなのだろう。しかし、あの幼おさなさで当主なのだろうか。


　考えを巡めぐらすマルクには気づかず、少女は嬉しそうに続ける。


「募集を見てこられた方は、マルドゥークさんが初めてなんです。同どう僚りようの方ができると嬉しいです」


　今の時代にわざわざ召めし使つかいになろうと考えるものは少ない。召使いは睡すい眠みん時間まで制せい限げんされる過酷さのわりには、賃ちん金ぎんは金エイン雀ジルの涙なみだ程度のものだ。同じ重労働ならば炭たん鉱こう夫ふの方がよほどわりがいいはずだ。


　アイディアがあるなら事業を立ち上げるのもいいだろう。また、そういった事業ならば雇こ用ように性せい別べつを問わないところも多い。女じよ性せいでもチャンスはあるのだ。


「もう一人使用人の方がいらっしゃるんですけど、その人は外回りに出られることが多いんでこの屋や敷しき、ほとんどあたし一人で掃そう除じしてるんですよ」


　嬉しそうにしゃべる姿すがたは、年相そう応おうのただの少女にしか見えなかった。契約者はなにかしら対たい価かを捧ささげるという性せい質しつ上、必ずなにか闇やみを抱かかえている。


　その法ほう則そくに従うなら、この少女は契約者ではない。先クー住ラ民ンだからといって、彼らの全すべてが契約者なわけでもない。不用意に攻こう撃げきを仕し掛かけなかった自分の判はん断だんに、マルクはほっと胸むねをなで下ろした。


　──いえ、無む駄だな騒さわぎを起こさずに済んだことにですよ。


　一体誰に向かって言い訳わけをしているのか、マルクは心の中で言い繕つくろった。





「それではこちらでお待ちください。ただいまエルミナお嬢様をお呼びいたします」


　マルクが通されたのは、応おう接せつ室しつだった。少女が立ち去ったのを確かく認にんしてから、部屋の様子を見み渡わたす。


　大理石の小さなテーブルが中央に置かれ、それを囲うように上等そうなソファが三つ並ならんでいる。四方の壁のうち一方はガラス張ばりの扉とびらになっており、そのまま庭に出られるようだ。脱だつ出しゆつするならあそこを使いたいものだが、わざわざここに通した以上、なにかしらの罠があると考えるべきだろう。


　部屋に置かれた調度品、絵画にもさっと目を配るが、そちらには細工があるようには見えない。初見で罠らしい罠は発見できない。そう簡かん単たんに見つけられては罠の意味がないだろうが、思いつくのはこの場所自体が契約者にとって利があるということくらいだ。


　──さて、どう来ますか。


　足あし下もとの〝影〟に視し線せんを向けると、殊しゆ勝しようにも人間の形を象かたどっている。さすがに山プリン犬シツプの形のままでいられれば、これが能のう力りよくですと説明しているようなものだ。きちんとその辺を心得ている契約精せい霊れいを少し褒ほめてやりたくなった。


　やがて、コツコツと石造りの床ゆかに響ひびく、硬かたい音が近づいてくる。


　マルクは息を整える。契約者同士の戦いは先手必勝。自分の能力を見み抜ぬかれる前に相手を倒たおすのが原げん則そく。マルクはすでに一度影を使ってしまっているが、向こうもそれを防ふせぐのに能力の片へん鱗りんを見せている。


　ここが敵てき地ちという意味ではマルクは不利かも知れない。しかしここが自分の領りよう域いきだという余よ裕ゆうは、必ずマルクに先手を許ゆるす。


　つまり最初の一手が最大の勝機であり、それを逃のがせば機転と運の助けが必要な逆ぎやつ境きようということだった。


　そして、扉はゆっくりと開いていった。


　ヴァレンシュタイン家当主──エルミナ＝ヴァレンシュタイン──それが、扉から現あらわれた少女だった。


　黒の刺し繡しゆうを縫ぬい込まれたドレスは深い瑠る璃り色で、すらりとした体たい格かくに添そった装そう飾しよく控ひかえめのものだ。金色の髪かみは夜色のドレスに月のように映はえ、透すき通った翠すい玉ぎよくの瞳ひとみには契約者特有の翳かげがあった。


　歳としはマルクと同じか、少し下だろう。そのわりにはずいぶん大人びて見える顔立ちだ。敵だと理り解かいしていても、間近で見ればため息が漏もれるような美しい娘むすめだった。


　マルクは迷まよいを振ふり払はらうかのように、仰ぎよう々ぎようしく舞ぶ台たい役者のように腰こしを折る。


「私はマルク＝マルドゥークと申します。御ご当とう主しゆエルミナ＝ヴァレンシュタイン様とお見受けしました」


　少女──エルミナは、静かに片かた手てを上げる。使用人への合図だったらしく、後ろに控ひかえていた少女は一歩後ろに下がる。この場から下がらせたということは、やはり使用人は契約者ではなかったようだ。


　少女が扉を静かに閉しめると、エルミナは静かに足を進める。


「……品ひん性せいは、持ち合わせているのだね」


　銀ソ啼ロー鳥ネが啼なくような、静かながらもよく通る声だった。


「……用よう件けんは、聞いている」


　自分の領域とはいえ、少女は己おのれの命を奪うばいに来た存そん在ざいに、脅おびえも憤いきどおりも見せなかった。


「……君のような来客の相手は、本来家ハウス令スチユワードに任まかせている」


　足を進める少女とマルクの肩かたが交こう錯さくする。少女はなんら威い嚇かくの仕草も見せず、そのまますれ違ちがっていった。


「……しかし今は使いで外に出ている」


　マルクは顔を上げて振り返る。夜の色に染そまった庭園を背せに、少女は臆おくすることも気を張はることもなく、ただ当主の気品だけを従したがえて、静かに佇たたずんでいた。


「……それゆえ、今こ宵よいは私が相手をさせてもらう」


　少女はゆっくりと右手を持ち上げる。その手には、一輪の花が載のせられていた。紫むらさき色いろの小さな花だった。


「……問題は、ないだろうか？」


　マルクは戦せん慄りつした。


　──いつの間に、いいえどうやって出したのです！


　少女の手にある一輪の花──それがどのようにしてそこに現れたのか、マルクにはまるで知覚できなかった。


　それはもはや、暗殺の依い頼らいがどうしたなどという次元の話ではなかった。自分が今まで相対した契約者とは、格かくが違う。明めい確かくな危き機き感に突つき動かされ、マルクの影かげ──精霊〈クフ・リーン〉は少女目がけて床ゆかを駆かけ抜ぬける。


　いかなる存在とて、形ある以上、必ず地に影を落とす。マルクの影は瞬またたく間に人の形から解ほぐれ、茨いばらのように捻ねじれ、幾いく重えにも分ぶん岐きする。二桁けたを超こえる数へと分ぶん裂れつした影は、容よう赦しやなく少女の影を呑のみこむ──はず、だった。


　ミシッ──空気が、軋きしんだ。


　マルクは驚きよう愕がくに目を見み張はった。少女の影に接せつ触しよくした瞬しゆん間かん、数十に及およぶ影の槍やりがピタリと静止していた。


　──止められた？


　次の瞬間、マルクはそれが間ま違ちがいだと思い知らされる。


　ピシン──虚きよ像ぞうであるはずの影に、亀き裂れつが走った。


　亀裂は鋭するどく尖とがった先せん端たんから、見る見るうちに広がっていく。影を引き戻もどす間もなかった。瞬く間にマルクの足あし下もとまで駆け抜け──


　そして──砕くだけた。


　虚像の影が砕け散る。ガラスのように破は片へんをまき散らし、粉雪のように消えていく。


　続けて、心しん臓ぞうを殴おう打だされたような衝しよう撃げき──外からではなく、体の内側から直ちよく接せつ打ち付けられたそれは、痛いたみなどという次元ではなかった。存在そのものを蝕むしばまれたような喪そう失しつ感。それが意味するものをマルクは困こん惑わくしながらも直感した。


　──直接、精クフ・霊リーンが、攻こう撃げきされた……？


　呼こ吸きゆうがつまり、目の前が暗転する。それでもマルクの体は打つべき手を打っていた。


　袖そでの中に隠かくした投げナイフ──人差し指と中指の先端に挟はさんで抜き、手首の捻ひねりだけで撃うち出す。予よ備び動作なしに撃ち出すスローイングナイフ。投げたことを相手に気取らせぬ、ナイフ投げの妙みよう技ぎだ。


　銃じゆうの早撃ちでさえマルクのこのナイフには反はん応のうしきれない。回かい避ひ不ふ能のうのこのナイフに契約者たるマルクの能のう力りよくを掛け合わせれば、まさしく〝必殺〟の切り札と化す。


　撃ち出されたナイフは鋭するどく回転しながら標的を射い貫ぬく──はず、だった。


　ベキンッ──その必殺のナイフは、標的に届とどくと同時に粉ふん砕さいされた。影同様に、ガラスのように粉雪のように、跡あと形かたもなく霧む散さんする。





　少女は、真まっ直すぐ翠すい玉ぎよくの瞳ひとみを向けたまま、一歩も動いていなかった。硬こう直ちよくしていたわけでも、踏ふみとどまったわけでもない。ただ花を差し出したまま自然な素そ振ぶりで佇たたずんでいるだけだった。
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　──こうも、開きがあるものなのですか……？


　たった一呼吸で、マルクは全すべての手札を打ち砕かれていた。にもかかわらず、少女は殺気一つ、いいや身み構がまえる素振り一つ見せることはなかった。


　──同じ、契約者でありながら……？


　精霊に呼よびかけようとも、もはやなんの反はん応のうもなかった。自分ではなく精霊の方を攻こう撃げきされたことなど初めてだった。そして精霊の受けた打撃は、そのままマルク自身へとのしかかっていた。


　外がい傷しようは、恐おそらくなにもない。精霊を知らぬ人間が見れば、少女が差し出した花に少年が見み惚とれているようにしか見えなかっただろう。しかしマルクの膝ひざはガクガクと震ふるえ、正直、立っているどころか意識があること自体が奇き跡せき的てきに思える状じよう態たいだった。


　倒たおれてしまえば楽だろう。精霊はすでに沈ちん黙もくし、切り札だったナイフもまるで届かなかった。もやはマルクにとれる手だてはなにもない。


　にもかかわらず、立っているのは何な故ぜだろう。契約者としての意地だろうか？　それとも傷きず一つつけられなかったことへの悔くやしさからか？　あるいは、目の前の少女に無様な姿すがたは見せたくないという虚きよ栄えい心しんからだろうか？


　朦もう朧ろうとする意識の中、答えのない自問自答を繰くり返す。


　少女はそんなマルクになんの興きよう味みも示しめさず、そのままソファへと腰こしかける。


「……かしこまる必要はない。楽にしてほしい」


「は……？」


　言われたことが分からず、マルクは間の抜けた声を上げる。少女は手の中の花をしげしげと見つめると、なにやらブツブツ言いながら花びらを千ち切ぎっていた。


　──花占うらない…………でしょうか？


　二種類の単語を繰り返しながら花びらを千切っていく動作から、連想できるものはそれだった。しかし何故この状じよう況きようで花占いを？　なんのために？　しかも「雇やとう」「雇わない」と繰り返しているのは何故だ？


　啞あ然ぜんとしているうちに、花びらは次々とむしられていき、とうとう最後の一いち枚まいへとなる。呟つぶやいた単語は「雇う」だった。


「………………………………」


　なにか納なつ得とくがいかなかったのか、少女は微び動どうだにせぬまま、数秒が流れる。


　やがて観念したように息をつくと、花びら一枚になった花をそっと手放す。花は床ゆかに接せつ触しよくすると、先ほどのマルクの影かげのように、霧散する。よく見ればむしったはずの花びらもいつの間にか消えていた。


「……分かった」


　一体、なにが分かったというのか、少女の声は酷ひどく重々しかった。


「……条じよう件けんを確かく認にんしておこう。こちらは住み込こみでの奉ほう仕しを希望している。寝しん所じよは個こ室しつを用意するつもりだ。食事は他の使用人たちと摂とってもらうことになる」


「はあ…………」


「賃ちん金ぎんに関しては、家令に一いち任にんしている。細かい仕事内ない容ようも含ふくめ、そちらと交こう渉しようしてもらうことになる。問題はないか？」


「はあ……、特に……」


　なにを言われているのかよく分からない。どうしてこの少女はとどめを刺さそうとしないのだ？


　マルクが困こん惑わくしていると、少女は一枚の羊皮紙を差し出す。安あん価かな半紙が普ふ及きゆうした昨今では珍めずらしいものだ。そこに単たん純じゆんな誓せい約やくが書きつづられているのが見えた。


「……問題がなければ、その契けい約やく書しよに署しよ名めいしたまえ」


　いつの間にか、テーブルの上に細長い棒ぼう状じようのものが置かれていた。ペンかと思ったが先せん端たんには小さくも鋭するどい刃はが埋うめ込まれていた。困惑にさらに困惑が重なる。


　そんなマルクの様子をどう受け取ったのか、少女はペンナイフを指し示しめす。


「……それで、どこでもいいが傷をつけ、血を使って署名するのだ」


　どうやらインクの代わりに血を使う万年筆のようなものらしい。しかしそんなものの使い方を説明されても、どうすればいいのだ？


　そろそろ立っているのが限げん界かいに近づき、フラフラするマルクに、少女は試ためすような眼まな差ざしを向ける。


「……止やめておくか？」


　マルクは、羊皮紙に視し線せんを向ける。





〈空白の契約書〉


〈契約者はエルミナ＝ヴァレンシュタインに絶ぜつ対たいたる服ふく従じゆうを誓ちかうものである〉


〈それにより契約者は模も造ぞうした対たい価かを給きゆう与よされるものである〉


〈契約を違たがえるとき、契約者は死を以もつて清算するものである〉





〝模造した対価〟というのはよく分からなかったが、これはつまり、下げ僕ぼくになる代わりに命を見み逃のがしてもらえるということなのだろうか。


　──まだ、生きていられる。


　目の前に希望を示され、マルクは命じられたかのようにペンを手に取り、左手の親指を切りつける。じわっとにじみ出した血けつ液えきは、ペンに彫ほられた溝みぞへと流れる。それが乾かわかぬうちに、羊皮紙へ自分の名前を走り書く。


〈契約者の名は──マルク＝マルドゥーク〉


　名前を署名すると、羊皮紙は見る見るうちにひび割われ、影や花と同じく霧む散さんする。


「……ようやく二人、か」


　呻うめくような呟つぶやきに、マルクが顔を上げると、少女はパンパンと手を打ち鳴らした。


「アイシャ」


　エルミナの呼びかけに、部屋の扉とびらが静かに開かれる。カップ二つと、ティーポット一つ、二人分のティーセットをトレイに載のせた少女がそこに控ひかえていた。


　エルミナは使用人の少女を指し示す。


「……アイシャ＝クラン＝ウィードだ。アイシャ、こちらはマルク＝マルドゥークだ。ひとまず執しつ事じを務つとめてもらう。細かい役やく割わりはあとでドミニクと相談してほしい」


　エルミナの紹しよう介かいに、使用人の少女──アイシャはパッと表ひよう情じようを輝かがやかせる。


「わあぁ。もう決まったんですかぁ。よかったですねマルドゥークさん！」


　アイシャは嬉うれしそうに駆かけ寄よってくる。「がんばりましょうね」と力強く励はげまされ、マルクはさらに困惑する。


「あの……、話が、見えないのですが、どういうことでしょうか？」


　エルミナは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。


「君を雇やとうと言ったのだ。署名をしたのだろう？」


「そうですよ。喜んでいいんですよ！」


　──雇う？


　確たしかに今しがたの契約書で服従を誓約したが、なにか違ちがうように思えた。そもそも、なぜ彼女は攻こう撃げきを仕し掛かけたマルクに対してなにも反はん応のうしないのだ。「他た愛あいもない」とか「無礼な」とか、なにか言うことはないのか。


「あの、そんなに簡かん単たんに決めてかまわないんですか？」


　仮かりにも自分の命を狙ねらいにきた相手を、そう簡単に受け入れられるものなのか？　それほど度量が広いということなのか？


「登用をまかせているものは、今席を外している。雇い主は私なのだから問題はない」


「もしかして……まだ実感湧わかないですか？」


　ここでマルクはようやく話がすれ違っていることに気がついた。


「一つ、お尋たずねしてもよろしいでしょうか」


「……なにかね」


「あなたは、私がなにをしにここへ来たと？」


「……使用人の登用であろう？」


「ああ、なるほど…………」


　マルクは、ようやく理り解かいした。先ほどから花や羊皮紙が気軽に消失している。これがエルミナの能のう力りよくだとするなら、防ぼう衛えい行こう為いも精せい霊れいが自発的に行うのだろう。マルクもその系けい統とうの契約者だ。


　──つまり、攻撃したことすら、気づいて、もらえなかったわけです、か……。


　景色が斜ななめに傾かたむいていき、目の前が暗くなっていく。


　マルクは使用人の公こう募ぼを見て来たと名乗った。なにも知らぬアイシャは使用人の希望者だと報ほう告こくし、エルミナはその採さい用ようの如いか何んを審しん査さしていただけだったのだ。しかも花占うらないという極きわめていい加か減げんな方法で……。


「あ、あわわわ、マ、マルドゥークさん？」


　石いし造づくりの床ゆかは硬かたかった。自分が転てん倒とうしたらしいことを自覚すると、ぼんやりエルミナの重たい声が聞こえた。


「……なるほど。健康状じよう態たいの確かく認にんを、失念していた」


　──あなたに、やられたのですが……？


　そう言い返そうとは思ったのだが、敵てきだとすら気づいてもらえず、おまけに自じ爆ばくして倒たおれたと説明するのか？　反はん論ろんと疑ぎ問もんがグルグル回り続けていた。











　第二章　彼は傅かしずく身となり










　ガタガタと喧やかましい足音が近づいてくる。


　やがて部屋の戸が乱らん暴ぼうに蹴け破やぶられ、手に手に拳けん銃じゆうを握にぎった男たちがなだれ込んでくる。上等そうな襟えり付つきシャツにすらりとしたズボン。身なりの良い風ふう体ていは、彼らがただのチンピラではなく美学と理念をもった組そ織しき的な人間であることを物語っていた。


　男たちは部屋に踏ふみ入るなりピタリと硬こう直ちよくした。


　部屋にはただ中央に一つの椅い子すがあるだけで、他にはなにも見あたらない。この時点で彼らは自分たちが罠わなに陥おちいったことに気づいているだろう。しかし彼らを硬直させたのはその椅子に腰こしかける一人の男の姿すがただった。


　床ゆかに擦こすれるほど裾すその長い黒コート。優ゆう雅がに組まれた手は黒の革かわ手て袋ぶくろに包まれ、肌はだの露ろ出しゆつは顔だけだ。それも目ま深ぶかにかぶられたつば広ひろ帽ぼうによって、半ばまで隠かくされている。にもかかわらず、男は涼すずしげな微び笑しようを口元に浮うかべていた。


「ようこそ。私はマルク＝マルドゥーク。あなた方のご案内を申しつかっております」


　マルクがにこやかに語りかけると、男たちは気け圧おされたように後あと退ずさる。


　仮かりにもギャングと呼よばれる存そん在ざいであるはずの男たちは、無一文で料りよう亭ていに入ってしまったかのように怯おびえた表ひよう情じようを浮かべる。


　そしてその中の一人が怖おず怖おずと前に進み出る。靴くつと帽子を見る限かぎり他のものよりずいぶん上等なものであり、どうやらリーダーらしい。首に硬こう貨かのペンダントを下げている。


「……一つ、聞きたいことがある」


「なんなりと」


　男はその問いかけが罪つみであるかのように、恐おそる恐る口を開いた。





「──暑く…………ないのか？」





　季節は──夏──である。


　ワイルドバーン大陸は、その名の通り燃もえるような赤い荒こう野やが広がる世界だ。しかしその〝燃えるような〟という比ひ喩ゆは、色だけではなく暑さも指している。夏ともなれば壁かべがあるのも疎うとましく思えるほど気温が上がる。


　時じ刻こくは黄たそ昏がれの赤が黒に染そまるころではあるが、それでも一度上がった気温がそうそう下がるわけもなく、このうだるような暑さは夜を通して滞たい留りゆうし続ける。


　ギャングとは暴ぼう力りよくと品ひん性せいを重んじる存在である。服ふく装そうとて、ジャケットは仕方がないとしてもシャツくらいは着用していなければならない。彼らも暑いものは暑いのだ。着き込こんだシャツはどれも汗あせでぐっしょり濡ぬれている。


　マルクの黒コートは見ているだけで汗が噴ふき出すような暑苦しい代しろ物ものだ。どうしてこんなものを着ていて平然としていられるのか、男たちが恐おそれ戦おののくのも無理はない話だ。


　汗でずり落ちたメガネを中指で押おし戻もどしつつ、マルクはやはり涼しげな声で答える。


「我が慢まん──できます」


　ドヨドヨドヨ──


　男たちの間に動どう揺ようが駆かけ抜ぬける。中には尊敬の表情を浮かべ、拍はく手しゆを送るものまでいた。リーダー格かくの男も感極きわまったように表情を震ふるわせるが、それを振ふり切るように頭を振る。


「アルバ＝ディーノはどこにいる」


　その一言で、周囲の男たちもたちどころに態たい度どを引き締しめ、銃を向け直す。瞬しゆん時じにそれができる彼らは紛まぎれもなく一流のギャングだった。


　マルクは紳士的な微笑を浮かべる。


「彼はどうやら忙いそがしいようです。私がお話をお伺うかがいしましょう」


　部屋にはマルク一人。外や別の部屋に、仲間や掩えん護ごの銃口が隠かくれているようなことはない。彼の雇やとい主──アルバ＝ディーノはそれほど親切ではない。そして膝ひざの上に組んだ手には武器の一つも握られてはいない。


　およそ十を超こえる数の銃口を向けられているのだ。身動き一つでもしようものならば一いつ斉せいに鉛なまりの塊かたまりを撃うち込まれることになる。身を守る、あるいは攻こう撃げきのための行動を起こすには、なにもかもが遅おそすぎる。


　にもかかわらずマルクは慌あわてず騒さわがず、くつろいだ様子で立ち上がろうともしない。それが、男たちの神しん経けいを逆さかなでしただろうことは確たしかめるまでもない。リーダー格の男から表情らしい表情が抜け落ちる。


「もう一度だけ聞く。アルバ＝ディーノはどこにいる」


　それは問いかけと呼ぶより、ただの宣せん告こくだった。これからマルクがなんと答えようとも彼らの行動に変へん更こうはない。引き金を引く。そしてアルバ＝ディーノを探さがしに行く。


　それでも問いかけるのは、マルクへの餞はなむけなのかも知れない。答えてから死ぬのであれば、これからの彼らの行動時間を数分間から数時間、短たん縮しゆくするという役に立てるのだから。


　それをどう受け止めているのか、マルクは困こまったように首を傾かしげた。


「困りました。私がお伺いするのでは問題なのでしょうか」


　マルクの返事を、男たちはすでに聞いてはいなかった。


　引き金が絞しぼられ、無数の銃声が室内──いや、建物中に響ひびき渡わたる。


　彼らには、脅おどしや警けい告こくという概がい念ねんは存そん在ざいしない。必要を感じたときには、すでに行動は終わっているのだ。拳けん銃じゆうの引き金を引くという単たん純じゆんな動作によって。


「非ひ常じように残念です」


　しかし落らく胆たんの声を上げたのはマルクだった。立ちこめる硝しよう煙えんを煙けむたがるように、パタパタと片かた手てを振る。彼は相変わらず椅い子すに腰こしかけたままであり、黒のコートにも血しぶきはおろか汚よごれの一つすら付着してはいない。


　男たちは夢ゆめでも見ているかのようにポカンと宙ちゆうに視し線せんをさまよわせていた。


　視線の先には、十数個の小さな黒い塊かたまりが浮ふ遊ゆうしていた。小指の先程てい度どの大きさで、彼らにしてみれば非常に見覚えのある代物だった。


　音速で撃ち出された十数すう個この鉛なまり玉だまは、マルクに届とどくことなく宙で停止していた。見えない壁に阻はばまれたようではなく、時間を止めたようにピタリと静止している。


　マルクが嘆たん息そくを漏もらすと、鉛玉はようやく重力の存在を思い出したかのように、パラパラと硬かたい音を立てて床ゆかに転がる。


　男たちは気がついただろうか。


　その鉛玉が落下した床に、奇き妙みような形の〝影かげ〟が広がっていることに。


　それが獲え物ものを捕とらえるために仕し掛かけられた蜘く蛛もの巣のような形をしていることに。


　そんな影を作りうる造ぞう形けい物ぶつが、この部屋はおろか外にも存在しないことに。


　そして、自分たちがこの部屋に入ったとき、確たしかに罠わなだと感じ取ったことに。


　マルクは落胆のまま、男たちへと眼まな差ざしを向けた。


「残念で、なりませんね。──〈クフ・リーン〉」


　その名に応こたえるように、蜘蛛の巣のように伸のびた影は、爆ばく発はつ的に広がった。乾かわいた地面に、桶おけに入った水をぶちまけたように。


　床を走る影は瞬またたく間に男たちの足あし下もとを駆け抜け、彼らの影も異い形ぎように塗ぬりつぶしていく。


　男たちの中の何名かは、その現げん象しように気がついた。奇妙だと思っただろうか？　あるいは恐おそろしいと感じただろうか？　いずれせよ、それに対して彼らがなにかしらの行動を起こすことは永えい久きゆうになかった。


　男たちは拳銃を構かまえたまま、驚おどろいたように、怯おびえたように目を見開いて立ちつくしていた。いや、立ちつくしていたというのは正せい確かくではない。呼こ吸きゆうすら止めてしまったかのように微び動どうだにしないのだ。


　それは写フオト真グラフに写したかのような、なに一つ動くことのない静止画が像ぞうだった。その光景をつまらなさそうに見つめると、マルクは嘆息と共に呟つぶやいた。


「それで、あなたはこのような些さ末まつなことで私を必要としたのですか？」


　マルクの問いかけに応えるように、部屋の扉とびらの一つが軋きしんだ音を立てて開いた。


「……まだ、息があるように見えるが？」


　扉から姿すがたを見せたのは、褐かつ色しよくの肌はだをした若わかい男だった。狩かりゆ人うどを思わせる引き締しまった顔つき。こんな場所には似につかわしくもないが大ク陸ー先住ラ民ンのようだ。髪かみには白しら髪がが入り乱れ、ジャケットの右袖そでには腕うでが通ってはおらず隻せき腕わんなのが分かる。ここに至いたるまでにそれは苦労をしてきたのだろう。


　その隣となりには、やはりこんな場所には似つかわしくないジャケット姿の女じよ性せいが寄より添そっている。男が隻腕であるため付つき添そい人のようなものかも知れない。黄たそ昏がれのような暗い赤の髪がよく似合う、なかなか魅み力りよく的な女性だった。


　男はマルクの問いかけには答えず、しわがれた声を静かに響ひびかせる。鈍にぶい琥こ珀はく色の瞳ひとみは獲え物ものを射殺すかのようにギャング達へと向けたまま。


「お前に命じたのは〝この男たちの始末〟だ。命令も遂すい行こうできないようでは契けい約やく違い反はんではないのか〝契約者〟」


「概がい念ねんの違ちがいですね。私にとっては、これが始末するということなのですよ。アルバ＝ディーノ」
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　男──アルバは、続きを促うながすように沈ちん黙もくする。


「そうですね……。水を止めたければ蛇じや口ぐちを捻ひねればいい。水道ごとたたき壊こわす愚おろか者は少しよう数すう派はでしょう。あなた方における〝始末〟というものは、銃で狙ねらいをつけ、引き金を引くという行こう為いでしょうか。それは私から見れば水道をたたき壊すようなものなのですよ」


　マルクは語りながら、指先を器用にくるくると回す。静止画となった男の一人が、それに従したがうように銃口の向きをマルクからアルバへとゆっくり移い動どうさせる。


　その動作に女性は狼ろう狽ばいの表ひよう情じようを浮うかべ、アルバと銃口の間に割わってはいる。声も上げずにこれができるというのは見上げた度ど胸きようだ。


「私の場合は──彼らが目の前に立っている──その現げん実じつがすでに〝始末〟をつけているということに外ほかならないのですよ」


　勇ゆう敢かんな女性だなと思いながら、マルクは人差し指と親指をピンと伸のばす。それは銃の形を模もしたようであり、そしてそのまま銃を撃つような仕草をする。


　バン──と、硬かたい銃声が響いた。


「それが息をしているのか、いないのか、私にとってそれは意味のないことなのですよ」


　女性は身を強こわ張ばらせるが、すぐに自分が撃たれたわけではないのだと気づいたようだ。その足あし下もとに小さな血だまりができていた。至し近きん距きよ離りからの銃じゆう弾だんで木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛んではいるが、ネズミである。


　からかわれたことに気づいたのだろう。女性は片かた目めを細めて怒いかりをあらわにする。


「セリア──話の、途と中ちゆうだ」


　女性──セリアが怒りに肩かたを震ふるわせると、アルバは静かな声で押おし止とどめた。


「人を殺すのが、怖こわいのか？」


　その一言に、不覚にもマルクは肩をピクリと震わせてしまった。それは、アルバにも見られてしまったらしく、口元をつり上げたのが分かった。


「お前の流りゆう儀ぎがどうかは問題ではない。ただ、同じことが〝契約者〟を相手にしても言えるのか？」


「ほう……」


　マルクは強がるように片目を大きく開いた。


「お前を雇やとったのは契約者の美学が聞きたいからではない」


　アルバが語るうちに、セリアは一いち枚まいの紙切れを取り出し、マルクの前に差し出す。受け取って目を通すと、人名と住所、それと簡かん単たんな身辺情じよう報ほうが記き載さいされていた。


「そこにいる契約者を始末してこい」


　アルバは男たちへと腕を伸ばす。そこには一いつ挺ちようの拳けん銃じゆうが握にぎられていた。


「〝始末〟というのは我われ々われの概念でだ。水を止めるのに、水道をたたき壊して来るのだ」


　銃口は男たちに向けられる。そして硬い音と共に冷たい鉄の塊かたまりから、燃もえる鉛なまりの玉が撃ち出された。


「………………………………」


「……………………………………」


「…………………………………………」


　三人分の沈黙をたっぷり挟はさんで、アルバは不ふ快かいそうな眼まな差ざしを向けた。


「邪じや魔まを、するな」


　アルバの銃弾はギャングたちの銃弾同様、宙ちゆうで静止していた。


「はあ……、そう言われましてもね。先ほども言いましたが私にとっては、目の前に立っている時点で始末がついているのですね。もちろん、あなたもですよアルバ」


　アルバはヒクヒクと目の下を震わせる。脅おびえているのではなく、怒りで震えているようだ。契約者の能のう力りよくを見せられて、逆ぎやくに怒れるあたりはさすがにファミリーの首しゆ領りようだ。


「始末ができん。とっとと力を消せ」


「はあ……、まあ、かまいませんが」


　マルクがそう呟つぶやくと、宙の銃弾が軽い音を立てて床ゆかに転がる。蜘く蛛もの巣のように広がっていた影は、溶とけるように消えてマルクの足あし下もとに集まり、ギャングたちも躓つまずいたようにたたらを踏ふむ。


「──引くぞ！」


　すかさずリーダー格かくの男がそう叫さけび、部下のギャングたちも脱だつ兎との勢いきおいで駆かけ出す。『逃にげる』ではなく『引く』というあたりにささやかな自じ尊そん心しんが感じられた。


「おや………………………………？　逃げてしまいましたね」


　マルクが困こまったようにそう呟くと、アルバは眼がん光こうだけで人間を射い貫ぬけそうな眼差しを向けてきていた。
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　あのときまでは、完かん璧ぺきだったのだ。契約者の〈黒こく衣い〉としてマルクは名を馳はせ、力と自信を持っていたのだ。


　マルクは薄うす汚よごれた天てん井じようを見上げて、ぼんやり嘆たん息そくした。


　──それが、この様は一体どういうことなのですか？


　エルミナに打ち負かされた（向こうには打ち負かした自覚すらなかったが）あと、マルクは客間へと運び込こまれた。もう一人の使用人──名前はドミニクと言ったが、戻もどってきた彼に運んでもらったのだ。


　翌よく日じつ、受けた打だ撃げきから立ち直れず丸一日寝ね込こむことになり、エルミナたちからは〝体が弱い人なんだ〟と認にん識しきされた。


　そんな人間を雇っていいのかと疑ぎ問もんを感じたが、この屋敷では主あるじのエルミナが決めたことに難なん色しよくを示しめすものがおらず、マルクはそのまま採さい用ようされてしまった。夕方になって、ようやく立ち上がれるようになり、この使用人用の寝しん室しつに案内されたのだが、状じよう況きようは壊かい滅めつ的だった。


「──〈クフ・リーン〉」


　もう何度目になるか分からないが、マルクはその名を呼よびかける。ふてぶてしく、反はん抗こう的な契約精せい霊れいからは、なんの返事もなかった。初めは拗すねているのではないかとも思ったが、そうではなかった。


　あのとき攻こう撃げきを仕し掛かけたはずの精霊は、逆に攻撃を受けた。それは精霊にとっても初めての、そして最後の経けい験けんとなったのだ。


　──精霊が滅ほろぼされた──


　信じがたい話だが、そうとしか考えられなかった。窓まどから差し込む日の光に手をかざし、マルクは深いため息をつく。


　マルクの対たい価かは〝影〟だった。精霊は捧ささげられた影に住まい、マルクの力となっていた。自分の影を失ったマルクは、日の光から拒こばまれる体になった。影を持たないのに形を持っているという矛盾は、影を露わにする強い光に耐えられないのだ。だから日光に晒さらされると、火であぶられたように火やけ傷どを負う。


　それが、夜が明け暁あかつきの光に晒されようとも、マルクの手にはなんの異い変へんも起きなかった。あの焼けつく痛いたみも、精霊の叫さけび声も、まるで普ふ通つうの人間のようになにも起きなかった。


　──支し払はらったはずの対価が戻ってきています。


　こんな事例は聞いたことがなかった。契約者同士での交流は滅めつ多たにないが、まったくないわけではない。契約者が行動すると、その不可解さから噂うわさも立つ。そういった噂を集めた情ゴ報シツ誌プもある。対価が戻るなどという話があったなら、間ま違ちがいなく噂になっている。


　──これから精霊が滅されると対価が返ってくるという噂が広がることになりますね。


　マルクは通算八十七回目のため息を漏もらし、ベッドから身を起こした。


　外がい傷しようが皆かい無むだったおかげか、マルクは受けた打撃からほぼ回かい復ふくしていた。昨日丸一日寝ねていたこともあり、これ以上睡すい眠みんを取るのも難むずかしい。


　部屋は外から見えたとおり、半分地下に埋うまった造つくりになっているらしい。壁かべの上方に通風口程度の窓があるのだが、そこには地面が直ちよく接せつ見えている。


　しかし窓がある上に個こ室しつというのは、マルクの常じよう識しきから考えると破は格かくの待たい遇ぐうだ。聞いた話では、召めし使つかいは部屋どころか地下室のようなところに、まとめて押おし込こまれて生活するらしい。それを聞いたときは奴ど隷れいの方がまともな生活をしていると思ったものだ。


　部屋には板を貼はり合わせただけの安物のベッドと、古くさいテーブルと椅い子すがあるだけだ。背せもたれのない椅子には、支し給きゆう品ひんらしい召使いのお仕着せが用意されている。


　マルクの服ふく装そうはここに来たときのままだ。汗あせだらけの上に、数日着き替がえをしていない。召使いの服には抵てい抗こうがあったが、今着ている服よりはマシなので着替えることにした。


　──さて、これからどうしますかね……。


　精霊を失い、依い頼らいにも失敗。ひとまずこの街にはいられないし、用よう心じん棒ぼう業ぎようもほぼ廃はい業ぎようだろう。マルクは一つの場所に長なが居いはしない。用心棒も、定期的に雇やとい主を替えている。この街にはまだ来たばかりで、隠かくれ家がは用意してあるものの、それ以外に接せつ点てんはない。


　──ひとまず隠れ家から荷物を回かい収しゆうして、そのまま他の街に逃にげるのが無ぶ難なんですか。


　金とナイフ類の武ぶ器き。それから僅わずかばかりの着替え。万が一のときにすぐ逃げられるよう、旅りよ行こう鞄かばん一つに完璧に収おさめてある。他のものはともかく、金はないと逃げられない。


　逃とう亡ぼうの算さん段だんを立てているうちに、着替えは終しゆう了りようしていた。


「おや……」


　袖そでを通してみて、マルクは思わず声を漏もらした。召使いのお仕着せなど、ボロみたいなものかと思っていたが、なかなか上等なものだ。上着は二ふた股またに分かれた長い裾すそを持つ、燕えん尾び服ふくというものだ。


　悪くない。先ほどまでマルクが着ていたものよりずっと上等だ。胸むねのポケットには銀糸で翼つばさのような紋もん章しようが刺し繡しゆうされている。玄げん関かんに刻きざまれていたものと同じ紋章だ。この恰かつ好こうならば、屋や敷しき内をうろついても怪あやしまれないだろう。


　部屋を出ると、石いし造づくりの廊ろう下かと壁が左右に延びていた。石でできたこの空間は、地下ということもあり、夏にしては驚おどろくほど涼すずしかった。


　──快かい適てき……──思わず浮うかんだその単語をマルクは必死で否ひ定ていした。


　ひとまず、人の気配はない。他の使用人たちはまだ眠ねむっているのだろう。先ほど見たときには、まだ外は朝日が昇のぼり始めたところだった。


　──時間も良いですし、このまま外へ逃げ出したいところですね。


　今までなら、この時間はマルクにとって致ち命めい的てきだった。暑くて動きにくい黒コートに身を包まねば、満足に表に出ることもできなかったのだから。その意味では、精霊を失ったこの状じよう況きようは好都合だった。


　しかしエルミナの能のう力りよくの効こう果か範はん囲いを考えると、すぐに行動を起こすのは軽けい率そつだろう。あの能力は屋敷どころか、敷地全体を覆おおうほどのものだ。


　通路の扉とびらは全すべて閉しまっているが、厨ちゆう房ぼうや酒さか蔵ぐらのようなものが並ならんでいるらしいことは、扉の大きさやにおいで想そう像ぞうがついた。マルクに当てられた部屋は、この階かい層そうの中央にあるようだ。部屋のすぐ隣となりは階かい段だんになっていた。


　まだ誰だれも起きていないだろうから、今のうちに屋敷の間取りを確かく認にんしておいた方がいいだろう。マルクは階段を上って一階に移い動どうする。


　地下への階段はホールの中央階段の陰かげに設せつ置ちされていた。上ると玄関ホールに出る。念のために誰も潜ひそんでいないことを確たしかめ、マルクはホールに足を踏ふみ入れる。


　ホールには左右に二つずつ扉がある。最初にマルクが案内されたのは玄関から見て右奥おくの扉だった。マルクは反対側の左奥の扉に忍しのび寄よる。ドアノブは真しん鍮ちゆう製せいでシンプルな装そう飾しよくが彫ほられた上品なものだ。向こうは敵てきだとすら思っていないのだから、罠わなの手合いは仕し掛かけていないだろうが、それでも警けい戒かいしながら、そっと押し開ける。


　開けてみて、マルクは絶ぜつ句くした。一見すると、そこは小さなテーブルと、座すわり心ごこ地ちの良さそうなソファが二つ並んだ談話室なのだが、壁が本でできていた。いや、正せい確かくにはびっしりと本ほん棚だなで埋うめ尽つくされている。広さとしては玄関ホールと同等か、それ以上あり、小さな部屋なら三つ、四つ収まりそうなほどだ。一体、何冊さつの本があるのか……。


　収められている本は大型のものが多く、一つの本棚に収まるのは五百冊程てい度どだろうか。それが壁一面、いや四面、ずらっと並んで全て埋め尽くしている。一万やそこらの数ではないだろう。何十万という数だ。


　マルクは近くの本を一冊手に取ってみる。製せい本ほんは機械によるものではなく、手作りのようだ。丁てい寧ねいな造つくりであり、マルクは汚よごさないよう、ページの端はしをつかんでそっと開く。


　古いものかと思ったが存ぞん外がいに新しく、内ない容ようも生物に関するものだった。近年流行し始めた因ルー学トという分野の考察が書かれている。物事には原げん因いんがあって、その理由を説明するための学問だ。〝紅ア甘ポル実ロの実が落下するのは重さという力がかかるから〟といった具合に。


　一昔前なら、こういった本はオルダー教から禁きん書しよに数えられていたはずだ。〝万ばん物ぶつは神の手により作られ、神の御み心こころのままにある〟という教えに反しているからだ。


　ざっと背せ表びよう紙しのタイトルを流し見ると、やはり禁書に数えられるようなものがちらほらと目についた。西欧医い術じゆつや進しん化か論ろんなどというものもある。因ルー学トかぶれなのかと思いきや、オルダー教以外の多た彩さいな地ち域いきの宗しゆう教きようや民話に関する聖せい書しよや資し料りようもある。辞書の手合いも相当な量で、種類を上げればきりがない。


　ひとまず、この本を蒐しゆう集しゆうした人間は敬けい虔けんなオルダー教信者ではなかったようだ。


　オルダー教というのは西欧、特にラチナス神聖国で信しん仰こうされている宗教で、開フロ拓アテ民イナも大半はこのオルダー教を信仰している。信者でなくとも〝失われた精グレ杯イル〟や、それを模もしたロザリオを知らない人間はいないだろう。上流階級ともなれば聖書を丸ごと暗記できていなければ神しん経けいを疑うたがわれるほどのものだ。


　マルク自身、無宗教であるため人のことは言えないが、上流階級ならばもう少し体てい裁さいが必要なのではないかと思った。


　チリンチリン──


　凄すさまじい本の量に圧あつ倒とうされていると、澄すんだ音色が響ひびいた。鈴すずかなにかのようだ。ほどなくして、それがどうやら召めし使つかいを呼よぶための鈴だと思い至いたった。それを使う人間は主であるエルミナだけのはずだが、こんな時間に起きているのか？


　この季節の朝日は早い。他の使用人二人が起きている様子はなかった。


　──ということは、私を呼びつけているわけですね。


　マルクとしても、いくつか確認したいことがあった。


　本を元の位置に戻もどし、マルクは書庫の扉を閉める。呼び鈴りんは二階から聞こえたように思えた。地下への階段は石造りだったが、二階へ続く階段は木製だ。歩くと靴くつが沈しずみ込むような上等な絨じゆう毯たんを恐おそる恐る踏みしめ、階段を上る。


　ホールは二階まで吹ふき抜ぬけになっており、二階はそのホールを挟はさんでまた左右に回かい廊ろうが続いている。相当な数の部屋が並んでおり、どの部屋にエルミナがいるかは分からない。


　チリンチリン──


　悩なやんでいると、再ふたたび鈴の音が響いた。催さい促そくしているのか、それとも誘さそっているのか。


　鈴の聞こえた方向に足を向けると、すぐに一つの扉とびらが目に留とまった。三日月のような紋章が彫ほり込こまれており、そこが特別な部屋なのだと分かった。燕えん尾び服ふくの胸むねポケットや玄げん関かんに刻きざまれているものと同じに見えるが、こちらは片かた方ほうしかない。


　そっと押し開けると、そこに彼女はいた。


　まだ寝ね起おきのようで、大きな天てん蓋がいに覆おおわれたベッドに、上半身だけ身を起こしていた。膝ひざまでは薄うす手での掛布がかかっているが、それより上は肌はだ着ぎのような寝ね間ま着きだった。エルミナはおずおずと掛布をたぐり寄よせてそれを隠かくすが、露ろ出しゆつした肩かたなどは隠しようがない。


　思わず目のやりばを探さがしていると、エルミナは怪け訝げんそうに口を開いた。


「……君か」


　マルクは気を取り直して丁寧に腰こしを折る。ひとまず使用人として雇われたことになっているのだ。それらしく振る舞うのが無ぶ難なんだろう。


「お呼びでしょうか？」


「……アイシャかと思ったのだが」


「探して参りましょうか？」


　エルミナはなにかを考えるように瞳ひとみを揺ゆらしていたが、やがて首を横に振ふった。


「……いや、いい」


　どうやらマルクが立てた物音で、アイシャが起きていると思って呼んだらしい。やはり着き替がえなどでアイシャが必要なのだろう。一人でそう想そう像ぞうしていると、エルミナはマルクに顔を向ける。翠すい玉ぎよくの瞳の奥おくでは、暗い翳かげが揺れていた。


「……もう、動けるのか？」


「はい。醜しゆう態たいをお見せしました」


　エルミナは、なにか悩むようにうつむく。しかしそこには表ひよう情じようというものがなく、よくできた人形が動いているかのように見える。そこにこの美び貌ぼうは、なおのこと人形じみて見えた。次し第だいに自分は人形に話しかけているのではないかという錯さつ覚かくさえ湧わいてくる。


　マルクは気を取り直して、確かめたいことを訊きいてみることにした。


　──そういえば、使用人というのは主あるじをなんと呼ぶものでしょうか？


　呼び捨すてはマズイだろうし『さん』いや『様』とつけるものだろうか。僅わずかに悩んでから、マルクは『お嬢じよう様さま』というのが抵てい抗こうなく呼べると思った。


「お嬢様。ひとつお尋たずねしてもよろしいでしょうか？」


「……なにか」


「おかしなことをお尋ねするようですが、先日、私がこちらにお伺うかがいした日のことでございますが、お嬢様は私のことが見えていたのではないでしょうか？」


　腑ふに落ちないのは、そのことだった。


　エルミナはどうやら、マルクが刺し客かくだとすら思っていないようだ。しかしマルクが屋根の上から望遠鏡で覗のぞいていたとき、エルミナは確かにマルクに気づいていたはずだ。それを敵てきだと思わないのはどういうことだろうか？


　エルミナは幽かすかにだが表情を曇くもらせた。なにか思い悩なやんでいるようだ。人形のような娘むすめだと思ったが、こうして表情らしい表情を浮かべると、やはり魅み力りよく的だった。


　やがて、エルミナは迷まよいを振り払はらうように口を開いた。


「……君の商売にまで、口を挟はさむつもりはない」


　ビクッと、肩が震ふるえた。


　──商売──


　まさか、エルミナはやはりマルクが刺客だと理り解かいしていて、その上で招まねき入れたというのか？　あのときはアイシャの前だったから気づかぬふりをしていたというのか？


　マルクは動どう揺ようを必死で押おし殺し、穏おだやかな笑えみを浮かべた。


「お嬢様は、私の職しよく業ぎように抵抗はないのでしょうか？」


「……口を挟むつもりは、ないと言った」


「それでも、あえてお聞きしたい」


　エルミナは、挑いどむような眼まな差ざしを向け、それから諦あきらめたように息をついた。


「……私には、よく分からない。君のような職の人間とは、初めて話をしたのだ」


　マルクは大きく目を見開いた。マルクが受けた依い頼らいは──エルミナの抹まつ殺さつ──マルクは、そこに理由など考えなかった。エルミナの能のう力りよくは異い常じように強力だ。それを欲ほしがるもの、疎うとましく思うものなどいくらでもいるだろう。


　そのエルミナに送られた刺客が、どうしてマルクだけだと言えよう。


　アルバが他の人間や契けい約やく者しやを雇やとったかも知れない。アルバ以外の人間がそういった依頼をしたかも知れない。エルミナは、何度も何度も狙ねらわれているのではないか？　そうした中、一人自じ爆ばくしたマルクをなにも気づかぬふりをして手を差し伸のべたのではないか？


　不覚にも目め頭がしらが熱くなってしまった。そんなマルクをよそに、エルミナは言葉を続ける。


「……ただ、君の周りにいた人々は笑っていた。とても楽しそうに」


　そう──笑っていた──周りのギャングたちは、とても楽しそうに…………………………………………………………………………………………………………楽しそうに？


　マルクは混こん乱らんした。笑っていた？　マルクの周りで笑うような人間などいただろうか？


　雇い主のアルバ──ありえない。


　その秘ひ書しよのセリア──死ぬほど怒おこっていた。


　襲しゆう撃げきに来たギャングたち──怯おびえていました。


　──分かりません。エルミナはなんのことを言っているのです？


　とうとう観念して、マルクは聞き返した。


「その、お嬢じよう様さま？　失礼かとは思いますが、私には心当たりがないのですが、一体なんのことでしょうか？」


　エルミナは無む表ひよう情じようながらも、少し大きく目を開いた。


「……君の芸に、観客たちは笑っていたように見えた」


　──芸……………………？


　マルクはさらに混乱する。芸とはなんのことだ？　マルクの能力はエルミナから見れば芸程てい度どのものなのか？


　──いえ待ちなさい。観客がいたと言ったような気がします。……観客？


　ほどなくして、マルクは自分が屋根に上っていたとき、何な故ぜか盛せい大だいな拍はく手しゆを送られたことを思い出した。彼自身は鳥に襲おそわれて必死だったのだが、傍はたから見れば猛もう獣じゆう使つかいかなにかに見えたのかも知れない。


　つまりエルミナはマルクのことを流れの芸人だと思っており、全すべての思い違ちがいはそこから始まったのだと、ようやく分かった。クラクラと倒たおれそうな目め眩まいを感じ、メガネがズルズルとずり落ちた。マルクはその場で倒れ込んで泣き出したい衝しよう動どうにかられた。


　エルミナは話を打ち切るように顔を上げた。


「……それで、その服を着ているということは、もう働けるのだね」


「ええ、まあ、その通りでございます」


「……では執バト事ラー、紅ヽ茶ヽをヽ」


「かしこまりました」


　マルクは丁てい寧ねいに腰こしを折ると、部屋の扉とびらを閉しめた。





　──屈くつ辱じよくです。まさか……まさか、よりによって旅芸人だと思われていたとは！


　確たしかにそれならば一連の成り行きも矛む盾じゆんなく説明できるが、納なつ得とくはいかない。一体どれほどの覚かく悟ごを決めて、この屋や敷しきに踏ふみ込んだと思っているのか。腹はら立だたしいような情なさけないような、なんとも言えない気持ちのまま、ホールを下り、地下へと階かい段だんを下りる。


　──芸人の次は、召めし使つかいですか。


　地下にたどり着くと、ひとまず一番大きな扉を捜さがし、ゆっくりと押し開ける。厨ちゆう房ぼうは大きな台を抱かかえて出入りすることが多い。大きなものだろうと思ったのだが、当たりだった。頭上から眩まばゆい朝日が差し込み、大小様々な鍋なべや食器が照らされている。


　マルクは火つけ石を見つけ出し、かまどに火を入れる。


　マルク＝マルドゥークと言えば〈黒衣〉の名で呼よばれ、同じ契約者といえど無む策さくで挑いどもうとは考えない。それほどに名を上げた契約者なのだ──いや、だったのだ。それを、芸人呼ばわりとは……。


　薬や缶かんを見つけ、水を注ぎ込んでかまどにかける。


　──精せい霊れいを失った以上、エルミナを始末するのは極きわめて困こん難なんになりました。


　それほどの危き険けんを冒おかして依い頼らいを遂すい行こうする理由はない。契約者は契約を違たがえないが、失敗するとすぐに割わり切ってしまう。すでに〝失敗〟という形で契約は果たされたのだから。


　戸と棚だなを片かたっ端ぱしから開け、紅茶の葉を探さがし出す。さすがに上流階級の屋敷だけあって、上じよう質しつの銘めい柄がらだった。


　──しかしこのまま引き下がって良いのですか？


　生意気ながらも〈クフ・リーン〉はマルクにとって、絶ぜつ対たいの自信の象しよう徴ちようだった。それが滅ほろぼされたというのに、黙だまって引き下がるのか？　一いつ矢し報むくいるべきではないのか？


　ティーセットを発見し、トレイの上に小皿、ティーカップ、ティーポットを順に並ならべていく。貯ちよ蔵ぞう庫こらしい戸棚を見つけたので、中を開けてみると鬱デ金イー玉ナを発見できた。これは酸さん味みがキツイ果実で、そのままでは食べられないが料理に添そえると良い風味になる。


　──ですが、これは逆さか恨うらみになるのでしょうか……。


　確かにエルミナには精霊を滅されたのだが、元はと言えばマルクがエルミナの命を奪うばいに来たのだ。それを返かえり討うちになったからといって、つけ狙ねらうのはみっともないことではないのか？　自分はそんな無様な真ま似ねをするために、力を欲ほつしたのか？


　しだいに冷静になっていき、マルクは意気消しよう沈ちんしながら鬱デ金イー玉ナを丁寧に水みず洗あらいする。


　──いっそここで自害でもした方が潔いさぎよいでしょうか？　刺し客かくらしくこう、サクッと──


　サクッ──振ふり下ろしたナイフが、鬱デ金イー玉ナを輪切りにする。


　──鬱デ金イー玉ナ………………？


　そのときになって、ようやくマルクは目の前にあるものに疑ぎ問もんを抱いだいた。


　まな板に、果くだ物もの用ナイフ。振り返れば、かまどにかかった薬缶がほどよい湯気を上げ、テーブルには完かん璧ぺきに準じゆん備びされたティーセットがある。


　──何な故ぜ……私が、紅茶の準備を…………？


　それから、マルクは自分が署しよ名めいした契約書のことを思い出した。





〈エルミナ＝ヴァレンシュタインに絶ぜつ対たいたる服ふく従じゆうを誓ちかうものである〉





　──絶対服従──


　マルクの頭から血の気が引いていく。


　──じょ、冗じよう談だんじゃありません！


　心の中で悲鳴を上げつつ、マルクは厨ちゆう房ぼうから飛び出──そうとして、できなかった。いかに外に足を向けようとしても、足は鉛なまりのように重たくまるで言うことを聞かない。


　──おのれ！　あなたは私の足でしょう！


　死力を振り絞しぼり、鉛のような足をズリズリと引きずる。自分の足が反はん抗こうするという生物としてあってはならない現げん象しように、マルクは契約者の執しゆう念ねんを燃もやして対たい抗こうする。厨房の出口までなんとかたどり着き──


「──ぐあっ？」


　そして、足が攣つった。


　それでも足は頑かたくなにその場に留とどまり、それは自分の足なのだから当然、壮そう絶ぜつな苦く痛つうである。のたうち回っている隙すきに、足は攣ったまま厨房内へ帰き還かんを始める。


　目に涙なみだを浮かべてもだえるマルク。いやもう、これは死ぬだろう。そう思ったとき、脳のう裏りを思い出したくない一文が過よぎった。





〈契約を違たがえるとき、契約者は死を以もつて清算するものである〉





　がっくりと、マルクはその場で膝ひざをついた。足はいつの間にか、かまどの前にたどり着いていた。


　死──始末どころか、逃とう亡ぼうすら不ふ可か能のう。なにかの冗談だと思いたいが、その効こう力りよくはたった今身を以て味わったところである。あれ以上抵てい抗こうを続けると、今度は死ぬことになるらしい。血で署名させたことにも妙みように説得力がある。


　──なんてものに署名したんですかっ！


　心の中で絶ぜつ叫きようしつつ、マルクはフラフラと立ち上がり、かまどから薬缶を取り上げる。すでに沸ふつ騰とうして、湯が噴ふきこぼれそうだった。


　──落ち着きなさい。考えるのです。


　空のティーポットにお湯を注ぎ込こみつつ、マルクは息を整える。


　どうやら自分の認にん識しきは完全に間ま違ちがっていたようだ。エルミナは悪意ない少女ではなく、平然と人に絶対服従の首輪をつける鬼おにのような契約者だ。未来をつかむため、マルク＝マルドゥークは立ち上がらねばならない。


　──まず、あのエルミナの能のう力りよくです。


　なにもないところから花を出したり、マルクの〝影〟を粉ふん砕さいした能力。考えられるものは、やはり空間超ちよう越えつのような力だ。極きわめて厄やつ介かいだが、むしろそれは弱点であるとも言える。何な故ぜならあの能力は効こう果か範はん囲いが広すぎる。


　マルクは影を対たい価かに捧ささげ、日光に拒きよ絶ぜつされた。エルミナの能力は威い力りよくの上でも範囲の上でも、マルクのそれを圧あつ倒とうしていた。能力の大きさは対価の大きさを指しているわけでもある。つまり、彼女はマルク以上のリスクを抱かかえているのだ。


　ティーポットがほどよく温あたたまったことを確かく認にんし、湯を排はい出しゆつ。続けて紅こう茶ちやの葉を投入し、再ふたたび湯を注ぎ込む。


　──対価さえ分かれば、勝機はあります。


　マルクはそう自分を奮ふるい立たせつつ、ティーポットを傾かたむけ、カップに紅茶を注ぎ込む。熱湯で蒸むされた紅茶は胸むねがすくような上品な香かおりを放つ。仕上げにスライスした鬱デ金イー玉ナを一枚まい浮かべてティーセットは完成した。


　──これで、完かん璧ぺきです。私とて紅茶の淹いれ方くらいは…………紅茶？


「うごおぉぉぉぉおぉぉおっ」


　いつの間にか紅茶を淹れ終えてしまい、マルクは今度こそ絶叫した。


　──無理です。先に契けい約やく書しよをどうにかしなければ、反はん撃げきどころではありません。


　自分で用意したティーセットを恨うらめしげに睨にらみつけ、マルクは呻うめいた。


「──ど、どうしたんですかマルドゥークさん！」


　騒さわがしい声に顔を上げると、褐かつ色しよくの肌はだの少女アイシャが慌あわてて来ていた。どうやらマルクが立てた物音で目を覚ましたらしい。すでにヘッドドレスと前まえ掛かけの使用人姿すがただ。


　マルクはずり落ちたメガネを中指で押おし戻もどしつつ、取り繕つくろうような笑えみを浮かべる。


「いえ……、少し、戸と棚だなに指を挟はさんだもので……」


　言っていて情なさけなくなるような言い訳わけだったが、アイシャはそれで納なつ得とくしたらしく、大きく頷うなずいた。


「ああ……、あたしもよくやっちゃいます」


　そう励はげまされると余よ計けいに悲しくなるが、マルクは気力を振ふり絞しぼって立ち上がった。


「すみません。起こしてしまいましたか」


「あ、いいえ。あたしもいつもこれくらいの時間には起きてますから」


　すでにきちんと着き替がえているあたり、それは気き遣づかいではなく本当のことなのだろう。


「マルドゥークさん、もう具合は大だい丈じよう夫ぶなんですか？」


「問題ありませんよ。それと、私のことはマルクで結けつ構こうですよ」


　この少女がなにか知っているようには思えないが、その分エルミナにも警けい戒かいされていないはずだ。エルミナに反撃するにしろ、契約書をどうにかするにしろ、仲良くしておいて無む駄だにはならないはずだ。


「それじゃあ、マルク……さん。あたしのこともアイシャと呼よんでくださいな」


　アイシャははにかむようにそう言うと、テーブルの上のティーセットに目を落とした。


「紅茶を淹れてたんですか？」


「ええ。お嬢じよう様さまに命じられまして」


「へええ。これって鬱デ金イー玉ナですか？」


「上流階級では流は行やっているのですよ。見るのは初めてですか？」


「ええ。あたしはお砂さ糖とうを入れたりしますけど」


「それと似たようなものですよ。純じゆん粋すいな紅茶は癖くせが強すぎると感じる方もいらっしゃるのです。それを社交の場で砂糖を入れるのが恥はずかしいので、代わりに鬱デ金イー玉ナを入れようと考えたのですよ」


「マルクさん。詳くわしいんですね！」


「ええ、まあ給きゆう仕じのようなことをやっていた時期がありまして……」





　マルクの父は事業で一山当てようと会社を興おこした人間の一人だった。人ひと柄がらも良く、他の成功者たちとの交流も多かった。しかし経けい営えい自体は悲ひ惨さんなもので、社員を雇やとう金もなかったため、マルクが給仕をしていた。紅茶の知ち識しきはそのとき仕込まれたものだ。


　──ほどなくして倒とう産さんしてしまいましたがね…………。


　事業を立ち上げたからといって誰だれもが成功するわけではない。現げん実じつには成功者の何十倍、何百倍もの失敗者が存そん在ざいし、事業を立ち上げれば失敗する確かく率りつの方が高いのだ。





　ほろ苦い思い出に嘆たん息そくを漏もらしつつ、鬱デ金イー玉ナをもう一いち枚まい輪切りにする。ティーカップをもう一つ用意して紅茶を注ぎ、鬱デ金イー玉ナを一切れ浮うかべてアイシャの方へ差し出す。


「よろしければ一口いかがでしょうか」


「わあぁ。ありがとう、マルクさん」


　アイシャが嬉うれしそうにカップを傾けるのを眺ながめると、思わず顔が綻ほころんでしまった。契約者としてギャングたちに囲まれているときには、間ま違ちがっても見る機会のないものだ。


　──いいえ。この少女は役に立つかも知れないから、手て懐なずけているだけです。


　一体、なにを否ひ定ていしているのか、マルクは心の中で激はげしく頭を振った。





　美お味いしそうに紅茶をすするアイシャを厨ちゆう房ぼうに残し、マルクはエルミナの寝しん室しつへ向かう。


　エルミナは、ベッドにはいなかった。部屋を見み渡わたしてみると、テラスへの扉とびらが開いており、そこに金色の髪かみが揺ゆれていた。


　マルクはテラスに歩み寄よると、丁てい寧ねいに腰こしを折る。


「お嬢様。紅こう茶ちやが入りました」


　エルミナは、先ほどの寝ね間ま着きの上に薄うす手での上着を一枚羽は織おっただけで、なんとも無む防ぼう備びな恰かつ好こうだった。


　──騙だまされてはいけません。いかに可か憐れんだろうとも、この娘むすめは悪あく魔まのような契約者です。


　必死で自分にそう言い聞かせ、トレイをそっと差し出すとエルミナも振ふり返る。


　マルクは立ちつくした。その瞳ひとみを正面から直ちよく視ししてしまった。契約者は対たい価かを捧ささげるという性せい質しつ上、必ず闇やみを抱かかえている。エルミナの瞳はそれを恐おそろしく顕けん著ちよに物語っていた。


　暗い瞳──いいや、暗いどころではない。暗黒、虚きよ無むだ。しかしそこから感じられるのは憎ぞう悪おや、絶ぜつ望ぼうではなかった。


　──悔かい恨こん……でしょうか？


　直感したのはそれだった。なにか途と方ほうもない罪つみを犯おかしたかのような翳かげだ。一体、なにを対価に捧げればこんな瞳になるのか。マルクは不覚にもその瞳に完全に呑のまれていた。


　エルミナはそんなマルクの様子など気にも留とめず、カップを受け取る。鬱デ金イー玉ナが浮いていたことに躊ちゆう躇ちよするような仕草を見せるが、そのまま口をつける。


　少女は、翠すい玉ぎよくの瞳を大きく揺らし、瞬まばたきを繰くり返した。


「……………………………………」


「………………………………………………」


「…………………………………………………………」


「………………………………あの、口に合いませんでしたか？」


　怒おこっているのかと思い、顔を覗のぞき込むと、エルミナはまたちびちびとカップに口をつける。気に入らなかったわけではないらしい。


「……お座すわりになられては？」


「……………………」


　椅い子すを引いてやると、エルミナはストンと腰こしを落とす。そして再ふたたびちびちびとカップを傾かたむける。珍めずらしかったのだろうか、ひたすら無言で紅茶を啜すすっている。


　その表ひよう情じようは年相そう応おうの少女のもので、マルクは思わず見み惚とれてしまった。


　ほどなくして、飲み終わったらしく空のカップを返してくる。


「……変わった飲み物だ」


「これも紅茶でございます。鬱デ金イー玉ナを浮かべると風味が変わるのですよ」


　今までよほど上品なものしか口にしてこなかったのだろう。鬱デ金イー玉ナ一つでずいぶん大げさな話だ。エルミナは瞳を揺らし、満足そうなため息をつく。どうやら気に入ったらしい。


「お気に召したのでしたら、代わりをお入れしましょうか？」


「……頼たのもう」


　意外に素す直なおな返事に、マルクは噴ふき出しそうになった。


　──可か愛わいらしいところがあるではないですか。


　ティーポットを傾け、カップへと紅茶を注ぎ込むマルク。


　──……って、仲良くなってどうするのですか！


　マルクがそれに気がついたのは、エルミナが二杯目の紅茶を飲み終わってからのことだった。
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　エルミナは朝食を摂とらないらしい。結局、マルクが淹れた紅茶以外なにも口に入れなかった。マルクとアイシャが地下の厨ちゆう房ぼうで簡かん単たんな朝食を摂り終えると、家令のドミニクが姿すがたを見せた。


　ドミニクは、一言でいうなら穏おん和わそうな人物だった。細い目つきに、今にも笑い出しそうなゆるんだ口元。背せ筋すじは真まっ直すぐでマルク同様燕えん尾び服ふくを着込んでいるのだが、どういうわけか全体的にゆるんだ雰ふん囲い気きが漂ただよっている。


　しっとりと空気のように誰とでも馴な染じめそうな男なのだが、どうにもマルクは彼が苦手だった。その空気のような気配ゆえか、知らないうちに間合いまで踏ふみ込まれてしまう。


　それに、年ねん齢れいが読めない。二十代くらいの青年にも見えるが、実は四十代の中年だと言われても納なつ得とくしてしまう。しかしマルクと同年代だと言われても特に意表を突つかれたとは思わないだろう。


　ギャングのように裏うら稼か業ぎようのニオイがあるわけでもなく、契約者のような翳を抱えているわけでもない。まさしく人じん畜ちく無害にして善ぜん良りよう極きわまりない空気を発しているのだが、裏稼業を長らく続けていたマルクには、そういった人間に馴染みがなかった。


「マルドゥーク君も今日から働けるんだね」


「はい。昨日はお騒さわがせしました」


　もちろん召めし使つかいなど願い下げだが、契約書で絶ぜつ対たい服ふく従じゆうを強しいられている。逆らえば死ぬことになるのだ。契約書を破棄するまでは働かなければどうしようもない。ここからの脱出もエルミナの始末もそれからだ。マルクはかろうじて笑えみを返した。


「あはは。エルミナお嬢じよう様さまは執しつ事じにって言ってたけど、あまり緊きん張ちようしなくても大だい丈じよう夫ぶだよ。彼女、あれで結けつ構こういい加か減げんだからね。美お味いしい紅茶が飲めるんなら、他のことはどうでもいいんだよ」


「ドミニクさん。それじゃあ、なんだかやる気がなくなっちゃいます」


「あれ？　おかしいな。緊張を解ほぐそうと思ったんだけど……」


「ドミニクさんは見てるだけで緊張感がなくなっちゃいますから、気を遣つかわなくても大丈夫です」


「そうかな？　アイシャは遠えん慮りよがちだね」


　どこかずれた返答をするドミニクに、アイシャが疲つかれたようにため息をついた。もしかして、この二人は毎朝こんなやりとりをしているのだろうか。エルミナという凶きよう悪あく極まりない契約者を取り巻まく環かん境きようとしてはあまりに平和な光景。マルクはなおさらどう反はん応のうすればいいのか分からなくなった。


「ああ、そうだった。やる気といえば、給金が決まってないとやる気も起きないよね。先にそっちを決めてしまおうか」


「身みの程ほどはわきまえているつもりです」


　召使いの賃ちん金ぎんは金エイン雀ジルの涙なみだだが、ここを抜ぬけ出すまでは従じゆう順じゆんでいなければならない。ドミニクは悩なやむように唸うなり、それから渋しぶい顔（それでもやはりゆるいが）で口を開いた。


「日給で２スピル13ゴース。月給約64スピルでどうだい？」


　ゴースはこの国で一番小さい通貨で、１００ゴースで１スピルになる。ゴースは硬こう貨かでスピルになると紙し幣へいが使われる。20ゴースあれば、街でパンと飲み物が一つずつ買える。召使いにしては悪くない金きん額がくだ。


　──とは言っても、これだけで生活していくには少々苦しい金額ですがね。


　その金額はあくまで召使いとしては良いというだけで、一いつ般ぱん的な給金を考えればやはり安月給だ。住み込みでなかったならかなり苦しい生活になるだろう。しかし長なが居いをするつもりはないので、マルクは納得したように頷うなずく。


「十分な金額だと思います」


「ええ？　君、もう少し欲よくを持った方が良いよ？」


「ドミニクさんはもう少しやる気を持った方がいいと思います」


　アイシャの鋭するどい指し摘てきに、ドミニクはまたふにゃりと笑う。マルクはまたどう反応すればいいのか分からず、困こまったように苦く笑しようする。


「まあそれでだね、ひとまず君には掃そう除じをしてもらおうかな。装そう飾しよく品ひんとかの細かいところはアイシャの指し示じに従したがえばいいし。まずは屋や敷しき内の配置に慣なれて欲ほしいな」


　ゆるゆるの空気をまとっている割わりには、指示は適てき切せつなものだった。


　ドミニクは、日中は外に出ているらしい。新しん興こう企き業ぎようへの支パ援ト活ロ動ンの話をまとめているのだという。当主のエルミナが若わかすぎるため代理を務めているのだ。やはりこのふにゃけた顔も、外にいるときはきちんと引き締しまっているのだろう。マルクはそう信じた。


　ひとまず外出までにはまだ時間があるらしく、マルクの指し導どうということでドミニクが屋敷内を案内してくれた。間取りは、玄げん関かんホールを中央にして左右に長い回かい廊ろうが延のびている造つくりだった。部屋の配置に違ちがいはあるが、二階も地下もほぼ同じ造りだ。


　──玄関ホールの地下は完全に空白になっていますね……。


　マルクの部屋は、ちょうど玄関ホールの真下に当たるのだが、窓まどの向こうは中庭になっており玄関側が完全に空白になっている。少し不思議には思ったが、設せつ計けい上の問題なのだろうと、あまり気にはしなかった。


　一階玄関ホールには四つの扉とびらがあり、うち二つは書庫と応おう接せつ室になっている。朝方マルクが確かく認にんした通りだ。残りの扉は回廊へ抜けるものだった。


　一階の回廊にもやはりたくさんの部屋が並ならんでおり、調度品や絵画、装飾品が飾かざられている。部屋ごとに種類がまとめられていて、ずいぶん多方面から集めたのが分かった。


「すごい数ですね。お嬢じよう様さまが蒐しゆう集しゆうなさっているのですか？」


「いいや。だいたい取引相手とかから贈おくられたものだね。それ以外は僕ぼくの趣しゆ味み」


　マルクはなるほど、と頷きかけて──首を傾かしげた。


「趣味……？」


「ドミニクさん、しょっちゅうどこかから骨こつ董とう品を買ってくるんです」


「ちゃんと僕のお金で買ってるから大だい丈じよう夫ぶだよ」


「それでお部屋を占せん領りようするのは大丈夫じゃないです」


　アイシャの指し摘てきに、ドミニクは何ど処こか遠くの景色を探さがすように視し線せんを逸そらす。言われて見れば、確たしかに一部の調度品は部屋の清せい潔けつさに比くらべて汚よごれて見える。恐おそらくドミニクが新たに持ち込んで、まだ整理されていないものなのだろう。


「銀ぎん製せい品ひんは曇くもりやすいから、布ぬので良く磨みがいてね」


「はあ……、磨き粉は使用しないのですか？」


　ひとまず目についたのは銀製の彫ちよう像ぞう──塩入れかなにかのようだが、装飾の細部が青黒く変色しており、青粉（カビの一種）が噴ふき出しているところもある。布でこすっただけでは取れないだろう。これがドミニクのものだとしても、部屋に置いてあるのだから掃除しないわけにはいかない。


「いや、だってそこまでやると大変じゃないか」


「やるのはドミニクさんじゃなくて、あたしとマルクさんですけど……」


　アイシャの適切な指摘に、ドミニクはすごい勢いきおいで遠くへ視線を向ける。マルクは苦笑しながら首を横に振ふった。


「それほど手のかかることではありませんよ」


　マルクは地下に戻もどり、掃そう除じ道具の中から磨き粉と布きれ、先せん端たんの尖とがった木もく片へんを探し出し、また戻ってくる。木片に布きれを巻まき付け、磨き粉を少し付着させ、装飾の溝みぞをなぞらえる。大して力を込めなくとも、汚れは簡かん単たんに落ちていく。


「へえ……」


「わあ……」


　ものの数分で白銀の輝かがやきを取り戻した彫像に、ドミニクとアイシャが感かん歎たんの声を上げる。
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「すごいね。どこかで勉強したのかい？」


「はあ……、一時期美び術じゆつ商しようの手伝いのようなことをしてまして……」


　家を飛び出したマルクは、特定の住じゆう居きよを持たず、同様の生活を営いとなむ浮ふ浪ろう児じ仲間以外に心を開かぬ荒すさんだ生活をしていた。その仲間たちと集しゆう団だんで旅人や商人を取り囲んでは金品をスッて生計を立てていた。


　そんなある日、商人だと思ってスリにかけた相手は本物の悪あく党とうだった。スリは失敗。仲間が捕つかまり、逆ぎやくに身ぐるみを全部はぎ取られた。他の仲間たちは泣き寝ね入いりをしたが、荒んだ心しん境きようにあったマルクは復ふく讐しゆうを決意。悪党の男をつけ狙ねらい始める。


　男は詐さ欺ぎ師しだった。成り上がりの多いこの国では、大した教養も持たないくせに上流階級を気取って美術品を買いあさるものが数多く存そん在ざいする。そういった成り上がりに古くさく造つくった美術品を売りつけるのが詐欺師のやり口だった。


　マルクは度ど胸きようが気に入られてしまい、詐欺師の相あい棒ぼうに抜ばつ擢てきされた。無む垢くな笑え顔がおを浮うかべる少年がいると、相手もついつい気を許ゆるしてしまうのだ。マルクは笑顔は人を油ゆ断だんさせるのだと学習した。


　──もっとも、相棒はすぐに逮たい捕ほされてしまいましたがね……。


　悪いことは続かないもので、詐欺がばれて相棒の男は逮捕拘こう留りゆう。マルクは逃にげ延びたが全州指名手配となった。





　人生の転機となった思い出に苦く笑しようしていると、ドミニクは満足そうに頷うなずいていた。


「なるほど。それじゃあ掃除の方は君に一いち任にんしてみようかな。アイシャはそれ以外のことに専せん念ねんして大丈夫じゃないかな」


「ドミニクさんはもう出かけられるので？」


　そう尋たずねると、ドミニクはゆるんだ表ひよう情じようをさらにゆるませた。


「うん。なんかすごい大きな話を持ちかけられちゃってね。正念場ってやつかな」


　全身からゆるんだ空気を発散しつつ、ドミニクは力説した。


「はあ、大変ですね」


「ジョーゼフ＝クラークって人を知ってるかい？」


「はあ、鉄道王の？」


　この国には多くの鉄道が存在する。鉄道は多くの人々と大きな荷物を馬よりも速く運ぶことができる。開かい拓たく時代が終わりを告げ、大陸中への足がかりが必要となったこの時代で、鉄道は加速度的に普ふ及きゆうしていった。大陸横おう断だん鉄道が完成したのは、まだ耳に新しい話だ。


　その鉄道を所持する大会社の社長の一人が、確たしかジョーゼフ＝クラークだったはずだ。


　うろ覚えの伝聞紙の記事を思い返すと、ドミニクは満足そうに頷いた。


「そう、そのクラークさんなんだけど、新しいパトロンを探さがしててね。資し金きん提てい供きようにエルミナお嬢じよう様さまが名乗りをあげたんだ」


　さすがに上流階級は話の規き模ぼが違ちがう。伝聞記事の世界の話だ。


「また新しい鉄道でも走らせるのですか？」


「いや。鉄道はギャングに狙われやすいからね。専せん門もんの警けい備びを創そう設せつするみたいだよ」


　列車強ごう盗とうというものだ。


　鉄道は荒こう野やを突つき抜ぬけ走っている。走行中に乗客から金品をむしり取り、荒野の真ん中で列車を止めて逃とう亡ぼうすれば、足がつきにくいのだ。少し賢かしこいものになると「線路を爆ばく破はされたくなければ金を出せ」といった具合に脅おどしをかけるものもいる。


　犯はん人にんが失敗しても、列車を遅おくらせたり最悪の場合は運休させたりしなければならず、そのつど乗客に運うん賃ちんを返さねばならなくなる。犯人が犯行を成功させようものなら、被ひ害がい額がくはさらに上がる。列車強盗による被害件けん数すうは年々うなぎ登りとなっているらしい。自社で警備組そ織しきを欲ほつするのも頷ける話だ。


「今度の週末に、エルミナお嬢様はパーティに招まねかれててね。クラークさんが直々に挨あい拶さつをしたいんだって」


　挨拶をしたいのならクラークがこちらに出向くものではないかとも思ったが、マルクは感心したように頷くにとどめておいた。





　ドミニクは、一通り指し示じを終えると、外へ出かけていった。


　屋や敷しきの敷地は相当広く、全すべての部屋を掃除していれば一日終わってしまいそうだった。


　これを今までアイシャ一人でやっていたというのだから、手が回らないのは当たり前だ。こちらはマルクが受け持つことになったので、アイシャは洗せん濯たくやエルミナの身の回りの世話など、本来彼女がやるべき仕事に専せん念ねんしている。


　マルクも自分に割わり当てられた仕事をこなしつつ、入念に部屋の造つくりを調べていた。


　まずは契けい約やく書しよをなんとかしたいところだ。あれはマルクの目の前で粉々になってしまった。しかし完全に失われてしまっては契約も破は棄きされてしまうだろうから、なにかしらの形で存そん在ざいしているはずだ。


　それを探すためには、どんな些さ細さいな手がかりも見み逃のがすわけにはいかない。


　現げん状じようで、もっとも分かりやすい異い常じようは、この屋敷そのものである。ワイルドバーンの文化を全まつたく無む視しした建けん築ちく物。空気や気候ですら外とは異ことなるように思える。なにも手がかりがないのならばまずは目に見える異常から調べる外ほかない。


　手がかりを探しつつも、その手はきちんと掃そう除じをこなしていた。棚たなや照しよう明めい、壁かべに掛かかる絵画やオブジェなど、ホコリのたまっていそうなところからさっとハタキをかけていく。薄うすく堆たい積せきしていたホコリが払はらわれ、家具や調度品が本来の美しさを取り戻もどしていく。


「これは…………？」


　ハタキをかけているうちに、マルクはなにか見つけたように声を漏もらす。


　疑ぎ問もんを確かめるように、マルクは窓まどの縁ふちをハタキでそっと払う。ホコリでうすら白く曇くもっていた縁が、焦こげ茶色の光こう沢たくを取り戻す。


　──意外と……楽しい？


　調度品と違い、家具や部屋のホコリは払うだけでキレイになる。それでも取れない汚れは、調度品同様布ぬのでこすってやると艶つややかな光沢を発する。棚などの木製家具の装飾はあまり力を込こめてこすると傷いためてしまうことがあるため、ハケなどで丁てい寧ねいにこそぎ落とす。


　調度品を美しく見せるための磨き方は、体が、指先が覚えている。単たん純じゆんな動作とほんの少しの工く夫ふうで見る見る輝かがやきを取り戻していく家具達。詐さ欺ぎ師しの相方を務つとめていたとき、ただひたすら高こう価かそうに見えることだけを考え磨いてきた技ぎ術じゆつは、ここではなんの気負いも後ろめたさもなく揮ふるうことができる。


　ドミニクのゆるんだ空気にあてられたのか、マルクは当初の目的を見失い、掃除に夢む中ちゆうになっていた。


　──窓を全部開けて、一度に済すませてしまったほうが良いですね。


　間取りはすでに把は握あくしていた。マルクは窓を開け放ち留め具で固定すると、手て際ぎわよく部屋を回っていく。


　──書庫の本は日に晒さらすと傷みますからね。陰かげ干ぼしにでもしたいところですが……。


　書庫の扉とびらを開くと、藍あい色いろのドレスに身を包んだ少女が、ソファに腰こしかけていた。


　エルミナ──不意打ちで出くわしてしまい、マルクは硬こう直ちよくした。しかしそれは警けい戒かいによるものではなく、純じゆん粋すいに見み惚とれてしまったからだった。


　向こうは敵てきだとすら思っていないのだから当然ではあるが、まるで無む防ぼう備びなのだ。もしもこのときマルクが能のう力りよくを失っておらず、エルミナがただの標的だったとしても、マルクは攻こう撃げきなどできなかっただろう。


　思えば敵意や嫌けん悪お、あるいは恐きよう怖ふといった感かん情じようを向けられないこと自体が、マルクには馴な染じみがない。


　どう行動すべきか咄とつ嗟さに思いつけなかったが、マルクはノックをしなかったことを思い出して、ひとまず深々と腰こしを折った。


「失礼いたしました。勉学中でございましたか」


「……そうでもない」


　エルミナは本から視し線せんを上げもせず短く答える。目を通しているのは医い学がく書しよの手合いのようだが、数式や記号で埋うめ尽つくされており、マルクには理り解かいできないものだった。


「……掃除か、執バト事ラー」


「お邪じや魔まになるようでしたら、こちらは後回しにいたします」


「……かまわない」


　マルクは少し迷まよったが、いいと言われたのだから部屋に足を踏ふみ入れる。


　書庫は直ちよく接せつ日光が差し込まないようにできている。薄うす暗ぐらいこの場所で見ると、エルミナの肌はだは青白く、病弱そうに見えた。


　相手は敵なのだ。病弱ならば喜ぶべき事実である。喜ぶべき事実なのだが、何な故ぜだか無む性しように気になり始め、マルクは本棚の整理をする手を止め、観念したように問いかけた。


「あの、お嬢じよう様さま。余よ計けいなことかとは思いますが、お食事はいつ摂とられているのですか？」


　エルミナは本から視線を上げ、首を傾かしげる。


「……晩ばんに晩デイ餐ナーをとっている」


「朝や昼は？」


　エルミナは首を横に振る。


「空くう腹ふくにはなりませんか？」


「……もう、そんな時間なのか？」


　言われてから、マルクは時間が分からないことに気がついた。普ふ段だんなら、日が出ているこの時間には活動しない。眠ねむっていることが普ふ通つうだ。


　マルクがキョロキョロしていると、エルミナはじっとこちらを見つめていた。


「……時計を、持っていないのかね」


「はあ……、申し訳わけありません」


　そう答えると、エルミナはどこを見ているのかよく分からない眼まな差ざしを天てん井じように向ける。その視線を追ってみても時計のようなものは見あたらないのだが、エルミナはなにかを確たしかめたように視線を戻もどす。


「……昼を回ったころだ。食事が必要なら、済すませてくるといい」


「お嬢様は？」


　マルクがそう訊きくと、エルミナは驚おどろいたように瞬まばたきをした。


「……簡かん単たんなものでいい」


　エルミナはそれだけ答えると、再ふたたび本に視線を戻す。何な故ぜかその仕草が頑かたくなに見えてマルクは首を傾げた。





　地下に降おり、厨ちゆう房ぼうに入ると、カチャカチャと危あぶなかしげな音が響ひびいていた。


「──あ、マルクさん。ちょうど良かったです。今、呼よびに行こうと思ってたんです」


　見ると、アイシャが山のように積んだ皿を運んでいる最中だった。


　──ちょっと待ちなさい。あなたがそういうことをすると……。


「あ──」


　グラリ──マルクに顔を向けた拍ひよう子しに皿の山が傾けい斜しやする。


　積み上げられた皿は、混カラ沌ミアの塔とうのごとく頂ちよう上じようからバラバラと崩くずれ落ちる。マルクは素す早ばやく駆かけ寄より、片かた手てでアイシャの手を支ささえつつ、落下する皿を片かたっ端ぱしから受け止める。


　なんとか塔の傾斜が収おさまり、皿を落とさずに済んだことを確かく認にんすると、マルクはようやく息を吐はいた。


「危ないですよ……？」


　手からそっと山を取り上げると、アイシャは呆ほうけたような顔をしていた。


「マルクさん……、素早いですね」


「はあ……、一時期ですが見サーせカ物ス小屋に席を置いていたもので……」


　そう答えると、アイシャは感かん激げきしたように表ひよう情じようを明るくした。


「すごい！　あたし、サーカスって見たことないんです。どんなことやるんですか？」


「私はただのナイフ投げでしたよ」


　──もっとも、的の方でしたが………………。





　指名手配されたマルクは、流れのサーカス小屋に転がり込んだ。サーカスはいろんな地方を回るため足がつきにくく、また道どう化けの扮ふん装そうをするため面も割われにくい。そのサーカス一いち座ざにはマルク同様の軽けい犯はん罪ざい者しやが多数在ざい籍せきしていた。


　マルクはそこで気のいいチンピラたちから、ギャンブルでのイカサマやピッキングなどの社会的教養を広く習得した。


　ナイフ投げならば、いざというときの武ぶ器きにもなる。そう考えて志し願がんしたのだが、マルクは的の方に選ばれた。投手の方は恐おそろしく下手くそで、マルクは幾いく度どとなく命中コースのナイフを見切ってはかわした。


　自分の方が上う手まいと証しよう明めいできれば、投手と的を交代できる。純じゆん真しんにもそう考えたマルクは必死で練習した。しかし観客は危なっかしい道化が投げるナイフを、いたいけな少年が必死で避よけることを喜んでいるのだと気づき失望。


　──思い返せば、かわしきれなかったナイフを素す手でで受け止めたときが、一番歓かん声せいが沸わきましたっけ……。


　マルクは相方の投手の尻しりにナイフを撃うち込み、サーカスを抜ぬけた。出ていくときは、チンピラ仲間たちが盛せい大だいな花はな吹雪ふぶきで見送ってくれた。





　甘かん美びな思い出に浸ひたっていると、アイシャが慣なれた手つきで料理を並ならべていた。どうやら食事の準じゆん備びをしてくれたようだ。


「食事を用意してくださったのですか。ありがとうございますアイシャ」


「えへへ」


「お嬢様の分を先に運びましょうか」


「え？　エルミナの分？」


　主人を呼よび捨すてにしていることには疑ぎ問もんを感じたが、アイシャからぶつけられた疑問にマルクは愕がく然ぜんとした。


　マルクが余よ計けいなことを訊きかなければエルミナは昼食を摂るなどと言わなかっただろうし、エルミナを仕し留とめたいのならば食事の量を減へらすなど、弱らせるような工作をすべきである。相手の体調を気き遣づかってどうするのか。


　──いいえ。これはあれです。〝敵てきに稲いな穂ほを送る〟というやつです！


　中世、東国キョクトの将しよう軍ぐんは、飢き饉きんに見み舞まわれたとき敵将に貴き重ちような稲穂を送ったという。弱った敵を倒たおすよりも、万ばん全ぜんな状じよう態たいの敵と戦った方が正々堂々としており、周囲からの支し持じを得られるという諺ことわざだ。


　無む理り矢や理りな理り屈くつで納なつ得とくしながら、マルクは頷いた。


「ええ。普ふ段だんはお摂りになっていないようですが、今日は食べると仰おつしやっていましたよ」


「へええ。珍めずらしいですね」


　アイシャは首を傾げながらも、黒い固形物を皿の上に載のせる。マルクは、それの正体が分からず首を傾げるが、アイシャはかまわずソースを振ふりかける。


「あの、アイシャ……？　失礼とは思いますが、なんです〝それ〟？」


「え？　なにってオムレツですけど？」


「はあ……、初めて見る部類ですね。炭かなにかを混まぜたのですか？」


「ええ？　炭なんか混ぜませんよ。普ふ通つうのオムレツですよ。食べたことないんですか？」


　マルクはアイシャの言っていることが理り解かいできなかった。理り性せいが理解を拒きよ否ひしていたのかも知れない。目の前に置かれた〝それ〟は、明らかに硬こう質しつの表皮を持ち、焦こげ臭くさいニオイを発していた。肉食魚の丸焼きと言われれば納得できたかも知れない。


「ちょっと……失礼しますよ」


　マルクは自分の正気を疑うたがいながらも、ナイフとフォークを手に取り、目の前の固形物へと差し込む。


「あ、マルクさん、それはエルミナの分ですよ！」


　アイシャがなにやら抗こう議ぎの声を上げるが、マルクは聞いていなかった。


　──ナイフが……通りません！


　渾こん身しんの力を込めて切りつけようとも、黒い固形物はびくともしなかった。やがて腕わん力りよくに負けたのか刀身がグニャリと撓たわみ、マルクは慌あわててナイフを引いた。


　マルクは、ずり落ちたメガネをそっと押おし戻した。


「アイシャ……。率そつ直ちよくにお聞きしますが、今まで料理を作ったことは？」


「え？　あ、その、えっと……もしかして、あまり上手じゃなかったですか？」


　マルクはメガネが割われたような錯さつ覚かくを覚えた。


　──これを『あまり上手じゃない』で片かた付づけようとは、凄すさまじい度ど胸きようです……！


　気力を振り絞しぼって笑え顔がおを浮うかべ、マルクは黒い固形物をゴミ箱へ投とう棄きした。


「そうですね。お嬢じよう様さまにお出しする前に、もう少し練習を積んだ方が良さそうです」


「そうですかぁ……」


　アイシャは気落ちしたようにうな垂だれた。


　──もしかして、エルミナが食事を摂らないのはこれが原げん因いんではないのですか？


　どうやら晩ばん餐さんはいつもドミニクが調理していたらしく、アイシャは自分の分だけパンなどをつまんできたらしい。料理ができない使用人に家事を一いち任にんするとは、ドミニクも思い切ったことをする。


　マルクは貯ちよ蔵ぞう庫こから燻くん製せい肉にくを発見し、それを簡かん単たんに炒いためてから緑野菜を添そえる。即そく席せきのサラダだ。普段、昼食は摂らないらしいから、ライスよりもパンの方がいいだろう。


　トレイの上に手て際ぎわよく並べると、アイシャが魔ま法ほうでも見たかのように目を輝かがやかせていた。


「すごい、マルクさん料理も上手なんですね！」


「はあ……、料りよう亭ていで皿さら洗あらいをしていた時期がありまして、見み様よう見み真ま似ねですよ」





　サーカスを抜ぬけたマルクは、ひと月と経たたずに路頭に迷まよった。過か酷こくだったとは言え、寝しん食しよくを約束されているということがどれだけ恵めぐまれているかを忘わすれていた。


　飢うえに堪たえかねて食い逃にげを試みるが失敗。無む銭せん飲いん食しよくの咎とがで、マルクは皿洗いの強きよう制せい労働を課せられた。


　残飯は恵んでもらえたが、やはりできたての美お味いしそうな香かおりは四六時中マルクを苦しめた。恨うらめしそうにそれを見つめるうちに調理の仕方を覚えてしまったのだ。


　──そう言えば、そんなときでしたね。〈クフ・リーン〉が私に語りかけてきたのは……。


　厨ちゆう房ぼうの床ゆかに転がって眠ねむるうちに、山プリン犬シツプ型の〝影かげ〟が蠢うごめいていることに気づき、啞あ然ぜんとしているうちに、マルクは自分の影を喰くわれた。そうして一方的な契約は成立し、マルクは影の力を手に入れた。





　物思いに耽ふけっていると、アイシャが心配そうにマルクの顔を覗のぞき込んできた。


「マルクさん……どうかしたんですか？」


「ああ、いえ……。少し嫌いやなことを思い出しただけです」


　よく考えると、これは契約を交かわしたというよりも、とって喰われたと呼ぶのではないだろうか？　契約と呼ぶにはいくらなんでも一方的すぎはしないか？


　精せい霊れいとの出会いを思い出し、マルクは途と方ほうもない疑ぎ問もんを抱いだいた。


　確たしかに力は与あたえられたが、マルクは日の下を歩くことができなくなった。もちろんなんの説明もなかったわけで、最初のときは体中に酷ひどい火やけ傷どを負った。〈クフ・リーン〉はやけに反はん抗こう的だったし、あまりいい思い出には思えなかった。能のう力りよくを失ったのは痛いた手でだったが、よく考えると別に悪いことではなかったのかも知れない。


「でも、マルクさんってずいぶんいろんなことをやってるんですね！」


「まあ、いろいろありまして……」


　マルクは気を取り直してトレイを手に取った。


「冷めないうちに運んでしまいましょう」





　エルミナは寝しん室しつに戻もどっていた。マルクがテラスのテーブルに料理を並ならべると、エルミナは不思議なものを見るように、じっと見つめていた。


「お口に合うかは分かりませんが…………」


　エルミナは上品にナイフとフォークで料理を口に運ぶ。一口食べると、驚おどろいたように瞬まばたきをし、やがてちまちまと手を動かし始める。


「…………………………」


「……………………………………………………」


　無言──ひたすら無言。


　しかしマルクを無む視ししているわけではなく、どうやら料理に夢む中ちゆうになっているようだ。小さな口に入るように、小さく切り刻きざんでから運ぶため、進みは遅ち々ちとしたものだが、ナイフとフォークは淀よどみなく動き続けている。


　──一体、この娘むすめは普ふ段だん、なにを食べているのやら……。


　苦く笑しようしながら眺ながめていると、エルミナがふと顔を上げた。


「……これは、君が調理したのか？」


「アイシャの手料理を召めし上がりになったことが？」


「………………ドレスの手入れに、問題はないのだ」


　──返答を避さけましたね。


　どうやらアイシャの料理がどんなものかは知っているらしい。やがて、もともと少量ではあったが料理の皿はキレイに空になっていた。


「お気に召しましたでしょうか？」


「……悪くなかった」


「お嬢じよう様さまに喜んでいただけたのでしたら」


　笑え顔がおと共にそう返すと、エルミナは何な故ぜか表ひよう情じようを曇くもらせた。


「どうかなさいましたか？」


「……いや、ご苦労だった。下がっていい」


　気分を害したというよりは、なにか自じ己こ嫌けん悪おにでも陥おちいっているかのように見えた。


　首を傾かしげつつも、マルクは部屋から下がった。





　昼食のあと、マルクは玄げん関かんの陰かげに隠かくれつつ、恐おそる恐る日差しの中に手を伸のばしていた。休きゆう憩けいの時間をもらえたのだ。


　昨日から何度も試ためしているし、掃そう除じ中は窓まどから注ぐ日差しに晒さらされ続けていた。日差しで火やけ傷どを負わないことは確かく認にん済ずみではあるが、屋根もなにもない庭に出るには多少の勇気が必要だった。


　しばらく躊ちゆう躇ちよしたのちに、マルクは思い切って玄関から飛び出す。遥はるかな青空から穏おだやかな日差しが降ふり注いでいた。


　──痛いたくない…………。


　今さらのようにそれを確認し、マルクはフラフラと庭を横おう断だんした。契約者となってからは日の下に出ようなどとは間ま違ちがっても考えなかった。しかし今は違う。普ふ通つうに日差しの下に出歩き、普通に心ここ地ちよいと感じられる。


　先日は暗くてよく見えなかったが、庭もやはり相当な広さがある。ちょっとした牧場くらいはあるのではないだろうか。青々とした草木が茂しげり、花か壇だんには色とりどりの花が咲さき乱みだれている。


　草の上に腰こしを下ろし、ぼんやりしてみると、なにやらとても気持ちが良かった。


　ここには硝しよう煙えんの臭においも血の臭いも、タバコの臭いも汗あせの臭いもない。鉄道の騒そう音おんも届とどかなければ、石炭の煙けむりも入らない。つまらないことで大げさに驚おどろいてくれる少女もいるし、主あるじの少女も思っていたような悪人ではなかった。


　ここにも動物は住んでいるらしく、金エイン雀ジルが小さな翼つばさを懸けん命めいに羽ばたかせて目の前を過よぎっていく。木々の方へ視し線せんを向ければ、琥アー珀ク栗エ鼠ンがちろちろと大木を駆かけ上っていく。


　ぼんやりしていると、どうやらアイシャのものらしい愉ゆ快かいそうな笑い声が届いてきた。


　──悪くないですね……。


　後方の屋や敷しきの窓は全部開いていて、真っ白のカーテンが旗のように揺ゆれている。マルクが開けたのだが、それでここまで笑い声が届いてきたのだろう。


　白い雲が青空を流れていき、のどかな日差しに眠ねむ気けを感じていると──


「──って、なにをやってるんですか私はあっ！」


　マルクはようやく我われに戻もどった。一体なにを和なごんでいるのか。まじめに掃除や料理にせいを出してどうするのか。


　──恐おそろしいですね。これがあの契約書の強きよう制せい力りよくですか。


　明らかにマルクが本来の目的を見失っていただけの話なのだが、彼の自じ我がはその事実を否ひ定ていしていた。


　──ですがまあ、ここに住まねばならないわけですし、荷物の一つくらい運び込んで来てもいいですかね。


　しかし、ここの居い心ごこ地ちが良いのは、どうしようもない事実で、しばらく住み込んでみたいと思ってしまうマルクだった。


　──いいえ、あくまでエルミナの隙すきをうかがうため、そう、側そばに潜ひそむためにです！


　一体、誰だれに向かって言い訳わけをしているのか、マルクは拳こぶしを握にぎって心の中でそう叫さけんだ。











　第三章　されど過あやまちは去らず廻めぐり










　──カチコチカチコチ──





　幾いく重えにも折り重なる無む機き質しつな音。





　──カチコチカチコチ──





　正せい確かくに、単調に、規き則そく正しく、止まることなく、淀よどむことなく、そして飽あきることなく。


　歯車が織おり上げる幾いく多たの旋せん律りつに抱いだかれ、エルミナは一人佇たたずんでいた。


　どこに焦しよう点てんを定めているのかも不ふ確たしかな、怪あやしくも不思議な瞳ひとみを揺ゆらし、作り物めいて整った相そう貌ぼうには無機質な表ひよう情じようを宿し。


　手の平の中には銀色の金きん属ぞくが収おさめられていた。そしてその中に収められた無数の歯車は、十二の数字を刻きざまれた文字盤ばんに、規則正しく針はりを走らせている。


　エルミナはその懐かい中ちゆう時計を自分の目線に掲かかげると、小さな唇くちびるから落らく胆たんの吐と息いきを漏もらす。手の平から時計が滑すべり落ち、絨じゆう毯たんの上で跳はねた。


「エルミナ……………………？　なに、やってるの？」


　背はい後ごからかけられた非ひ常じように困こん惑わくした声に、エルミナはビクリと肩かたを震ふるわせた。


　振ふり返ると、使用人姿すがたの少女──アイシャがオロオロした様子で立ち尽つくしていた。


　部屋には、ふたの開いた無数の空箱と、それと同じ数の懐中時計が散さん乱らんしている。その中央で物もの憂うげに佇み、新たな時計を放ほうるエルミナはマルクに比ひ肩けんするほど怪あやしかった。


　一体、いつから見られていたのだろうか。不用心にも、エルミナは執しつ事じに休きゆう憩けいを許ゆるしていたため、アイシャにもそうしたつもりでいた。ここにやってくるとは考えていなかった。


　この少女も、正式にエルミナの侍じ女じよになってから敬語を使うように努力はしたらしい。しかしアイシャにはよほど難しいことだったらしく、結局元に戻ってしまった。エルミナは敬語を使えと命じた覚えはないので、そのことについてなにか言ったこともないが。


　エルミナはなにかを探さがすように部屋の端はしから端へゆっくり視し線せんを泳がせるが、そこで適てき当とうな答えを発見できるはずもなく、観念したような吐息を漏らす。


「……時計を、探している」


　アイシャは部屋中に散乱した時計をグルリと見み渡わたし、それから主あるじへ視線を戻もどす。


「ええっと……、大切なものだったの？」


　エルミナは微び動どうだにせぬ表情のまま、ゆっくり首を横に振る。


「…………執バト事ラーだが」


「マルクさん？」


「……時計を、持っていないのだそうだ」


　アイシャは、耳を疑うたがうように瞬まばたきを繰くり返し、それから荒あらされた部屋──これ見よがしに投とう棄きされた時計とそれが収められていた空箱の群むれを眺ながめ、それから普ふ段だんよりさらに無機質になっている主へ視線を戻す。


「ええ……っと、つまり、マルクさんに時計をあげるの？」


　小さく頷うなずくエルミナ。アイシャの困惑顔はまだ晴れない。


「あの……それで、その、……どうして、こんなにたくさん出してるの？」


「…………………………」


　エルミナはこのことをアイシャに話すべきかどうかで迷まよっていた。その無言は威い圧あつ的にも見えたらしく、アイシャは怯おびえたように後あと退ずさる。


　侍女を脅えさせてしまったことに気づき、エルミナは床──正確には絨毯の上に散乱する時計の群れに視線を落とした。


「……君は、どれがよいと思う」


「え？　え？　な、なにが？」


　エルミナは翠すい玉ぎよくの眼まな差ざしを細める。


「……………………時計」


「………………………………」


「……………………………………」


「…………………………………………」


　放心したように呆ぼう然ぜんとする侍女に、エルミナもさすがに息苦しさを感じた。


　それからアイシャは数回の瞬きを繰り返した後、確たしかめるように恐おそる恐る口を開いた。


「もしかして……、マルクさんにどれが似に合あうか分からなくてすごく迷ってる、とか？」


「……できれば、確かめないで欲ほしい」


　強固な無表情で呟つぶやくエルミナに、アイシャは腹はらを抱かかえて絨毯の上に転がった。エルミナがどう努力しても絞しぼり出せないような笑い声が、屋や敷しき中、いや屋敷の外まで響ひびき渡る。


　けたたましい笑い声が収まるまでの間に、時計の秒びよう針しんは文字盤ばんを一周した。


「はふふーはふー、ふー、ふー、あ、あのねエルミナ？」


「……なにか」


「あたしもいっしょに探してあげる」


「…………助かる」


　完かん璧ぺき不変の無表情でそう答えると、アイシャはもう一度噴ふき出した。
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　屋敷に戻ると、エルミナも再ふたたび読書に戻っていた。


「……外出？」


「はい。こちらで住み込こみになるのでしたら、私も自分の荷物を持ってきたいのです」


　マルクがそう申し出ると、エルミナは幽かすかに眉まゆをひそめた。珍めずらしく表ひよう情じようらしい表情だ。


「……どんなものかね」


「大したものではありません。せいぜいが着き替がえくらいのものです。金品も多少は置いたままですので、あまり放置しておきたくないのです」


「……金品」


　こんな豪ごう邸ていに住んでいるのだから、逆ぎやくにマルクが持っているような金品というものが想そう像ぞうできなかったのかも知れない。エルミナの声は僅わずかに困こん惑わくのような、動どう揺ようのような揺ゆれが含ふくまれていた。


　やがて、エルミナはどこか落らく胆たんめいた声で答える。


「……許きよ可かしよう。しばらく時間が必要かね」


「いえ。手荷物だけですので、日にち没ぼつまでには戻れます」


「……分かった」


　エルミナの反はん応のうは多少不自然に思えたが、許可はもらえた。マルクは頭を下げてから、もう一つ不自然なことに気がついた。


「お嬢じよう様さま」


「……まだ、なにか？」


「余よ計けいなこととは思いますが、本が逆さかさまのようです」


　もしかしたら、逆さまに読むことでなにか発見があるのかも知れない。エルミナは気分を害したようにパタンと本を閉とじてしまった。


　エルミナの前から下がり、続けてアイシャにも外出とその理由を伝えると、彼女は何な故ぜか失敗したように天を仰あおいだ。


「あちゃあ……」


「どうかなさったので？」


「ああ、いえ、なんでもないです。そうですかぁ。そうですよね。マルクさんにも荷物くらいありますよね」


「はあ……、ところで、手伝いましょうか？」


　戸と棚だなでもひっくり返したのか、床ゆかには無数の空箱が散さん乱らんしていた。中身らしきものは見あたらない。先に片かた付づけたようだ。


　マルクが申し出ると、アイシャは慌あわてたように両手を振ふった。


「だ、だだ、大だい丈じよう夫ぶですよ！　すぐに片付きますから！」


「そうですか？」


　どうにも見られたくないものがあるらしい。マルクは気を遣つかってその場から下がった。


　この恰かつ好こうで出かけるわけには行かないが、今朝までの服を着るのも気が引ける。結局燕えん尾び服ふくだけ脱ぬいで、マルクは屋や敷しきをあとにした。





　屋敷を一歩出ると、やはり空気が変わったのが分かった。とたんにホコリと石炭の臭においが鼻にかかり、思い出したかのように街の喧けん噪そうと鉄道の音が響ひびき始めた。


　やはり、屋敷はエルミナの能のう力りよくで覆おおわれているものらしい。


　少し歩いて近くの茂しげみをあさると、先日マルクが脱いだ黒コート一式がまだそこにあった。精霊は失ったが、なにかあったとき脅おどしくらいには使えるかも知れない。それに、かなり高いものなのだ。


　──それにしても、今日は妙に涼しいですね……。


　この季節に着るのは明らかに間ま違ちがったコートなのだが、マルクは少しそれを着ようか迷うほどの寒気を感じた。風か邪ぜでも引いたのだろうか？　日差しは確たしかに暖あたたかいと感じるのだが、風が妙みように冷たく感じた。


　普ふ段だん、この時間は黒コートに身を包んでいたのだ。その反動のようなものかも知れない。マルクは腕うでにコートを抱かかえると、足を早めた。


　エルミナの能力は異い常じようだ。ハッキリ言ってどう崩くずせばいいのか見当もつかない。そのエルミナに加え〈契約書〉で絶ぜつ対たい服ふく従じゆうを強しいられているのだから、今さら武ぶ器きを回かい収しゆうしたところでなんの役にも立たないだろう。


　──ですが、金は必要です。


　失業した父。物もの乞ごいじみた浮ふ浪ろう児じ生活。サーカスでの不ふ条じよう理りな待たい遇ぐう。果てに食い逃にげに失敗して、マルクは人間を幸せにするのは金だと確かく信しんした。


　幾いく多たの銃じゆう口こうに晒さらされ、契約者との死線をくぐり抜ぬけ、それこそ死にもの狂ぐるいで稼かせいだ金なのだ。回収しなければならない。


　ロックウォールの街中に入ると、泥どろ臭くさい炭たん鉱こう夫ふや、腰こしにガンホルスターをぶら下げたチンピラ風の男たちがウロウロしており、ようやく現げん実じつに戻もどってきたような気分だった。黒コートは腕に抱えているだけでも相当目立つらしく、すれ違ちがう人々にまじまじと見られもしたが、マルクは今さらその程てい度どのことで羞しゆう恥ち心しんを覚えない。


　通りには灰パ豚ワの串くし焼やきを売る露ろ店てんや、石炭の卸おろし売り店が並ならんでいる。この通りは街の中央にある駅まで続いており、長い商店街となっている。商品をなにも並べていない旅キヤ商ラ人バンや、布ふ教きよう活動にいそしむオルダー教の宣せん教きよう師しなどもおり、なんでもありな状じよう態たいだ。


　この街は本来鉱こう山ざん街がいで、住人はギャングと炭鉱夫とその他に分類できてしまうような田い舎なかなのだが、珍めずらしい大陸動物を狙ねらう狩かりゆ人うどや旅キヤ商ラ人バンの拠きよ点てんとして密ひそかな名所でもある。


　そういった旅キヤ商ラ人バンのテントを覗のぞいてみると、ずらりと並ぶ籠かごの中に銀色の美しい羽う毛もうを持つ、手の平に乗るくらい小さな山鳥の姿すがたがあった。銀ソ啼ロー鳥ネだ。月が出るとそれは美しい声で啼なく。貴き重ちような種類で、人手が入っていないような山奥おくにしか住んでいない。こういった鳥も収しゆう穫かくできるから、このロックウォールは賑にぎわっているのだ。


　やがて裏うら路ろ地じへ入り込むと、浮ふ浪ろう者しややギャングらしい男たちがウロウロしていた。ここから先は貧ひん民みん街になっている。この街は貧ひん富ぷの差はあまりない方だが、居きよ住じゆう区くとなるとやはり家や賃ちんの違ちがいから生活階級が分かれてしまう。


　当然、貧民街は貧乏人や荒あらくれ者たちの住すみ処かとなっている。マルクの姿を見ると怪け訝げんそうな顔をするものもいたが、絡からんでくるものはいなかった。


　そのまま真まっ直すぐ隠かくれ家がへと足を進めるが、裏路地にしては嫌いやに人通りが多いように思えた。街から接せつ触しよくを断たって一日しか経たっていないはずなのだが、どうにもいつもと空気が違う。肌はだ寒さのせいだろうか。さほどピリピリしている人間はいないので、抗こう争そうやもめ事があったわけではなさそうなのだが。


　──はて、何事でしょうか……。


　しばらく歩くと、保ほ安あん官かんバッジをつけた中年が若わかい男になにか説教じみたことを言っていた。あまり深しん刻こくそうな顔には見えないが、厄やつ介かい事ごとが起きたらしいと想そう像ぞうがついた。


　そのまま通り過すぎようとしたのだが、若い男の方がマルクの姿を見て露ろ骨こつに表ひよう情じようを変えた。当然、保安官も怪訝そうな顔を向けてくる。隠れ家の近くで面めん倒どうは起こしたくない。


　マルクは軽く頭を下げて二人の方に近寄よった。


「すみませんが、なにかあったのでしょうか。ずいぶん騒さわがしいように思えるのですが」


　保安官はマルクの頭の先から足の先までジロジロと眺ながめると、大きくため息をついた。


「お前は、この辺りの人間か？」


「はあ、知り合いが住んでいるもので」


「ふん……。まあいい。放火だよ。幸い死人は出とらんがね。おおかたギャングどもがもめ事をもみ消すのに火をつけたんだろうな。全く面倒なことをしてくれる」


　あまり仕事熱心な男ではないらしい。悪あく態たいをつく保安官の向こうへ視し線せんを向けると、なるほど確たしかに黒焦こげた建物──いや、その残ざん骸がいが見て取れた。


「まったく、ギャングどもと来たら〈魔ま弾だんの射い手て〉だの〈黒こく衣い〉だの、殺し屋どもまで引ひっ張ぱり込んでつぶし合いを始めおって。後始末をする身にも…………？」


　保安官は悪態を停止し、マルク──正せい確かくにはマルクが腕うでに抱かかえたもの──季節外れの黒ヽいヽ衣ヽを凝ぎよう視ししていた。


「……なにか？」


「い、いや。なんでもない。気のせいだ。そ、それじゃあ本官はまだ仕事があるのでな」


　保安官は何な故ぜか怯おびえたような表情を見せ、小走りに去っていった。それを見送ると、事じ情じよう聴ちよう取しゆを受けていた若い男が小さくため息をついた。愛あい想そのいいたれ目で、裏路地をウロウロしているよりは客商売でもしている方が似に合あいそうな顔立ちだ。


「あんた、なんか奴やつの弱みでも握にぎってるのか？」


「さあ……。心当たりはありませんが」


「そうなのか？　まあ、おかげで助かった。俺おれはギドってんだ。あの保安官、捜そう査さする気なんかないんだぜ。ただ捜査にかこつけて金を巻まき上げてんだよ。あんたも気をつけな」


「はあ……、気をつけましょう」


「そういや、あんたの知り合い、この辺りに住んでるのかい？」


　どうやら気に入られてしまったらしい。ギドと名乗った男は口元をつり上げ、親しげにニイッと笑った。知り合いがどうしたという話が、マルクのでまかせだとは察しているらしい。そこを深く追つい及きゆうしないように話を合わせてくれているのだ。


　せっかくなのでマルクはそのまま合わせてもらうことにした。


「ええ。ちょうどその先のところなのですよ」


「そうかい。そりゃあ、大変だな。どこのファミリーかは知らないが、昨日ギャングたちがウロウロしてたぜ。誰だれか捜さがしてるふうだったな」


「それは恐おそろしいですね」


「ま、火をつけていったのはそいつらだ。捜されてる誰かは、早いとここの街を離はなれたほうがいいだろうな」


「知り合いにも、そう伝えておくとしますよ」


「その方がいい」


　狙ねらってやったわけではないが、保安官を追い払はらったお礼らしい。ギドのおかげで、マルクは自分がギャングたちに捜されていることが分かった。


　──はて、それでは彼らはなにに火をつけたのでしょうか？


　マルクは路地の奥おく、黒こげの倒とう壊かい物ぶつをまじまじと見つめた。家と言うより小屋か納な屋や程てい度どのものだったらしく、火の規模も大したことはなかったらしいと分かる。狙いが定まっていたから、小ぼ火やで済すませられたのだろう。


　見覚えのある場所だったので、なにがあったのだろうかと首を捻ひねり──それからガックリと膝ひざをついた。


　──隠かくれ家がが、燃もやされてます……！


　燃やされたのは、当然のようにマルクの隠れ家だった。ギャングというのはアルバのディーノ・ファミリーだろうか。それともディーノ・ファミリーと敵てき対たいする別のファミリーだろうか。あるいはここに来る前にマルクがもめ事を起こしたギャングかも知れない。


　心当たりが多すぎてどこの誰かは見当もつかなかった。


　──ナイフや着き替がえはともかく、金が…………有り金が全すべて焼しよう失しつしました……。


　あれだけ必死で稼かせいできた金が、砂すなの器うつわのごとく手の中から消えてしまった。稼ぐことに夢む中ちゆうになりすぎて、まだなにも買っていないというのに、それが……それが跡あと形かたもなくなってしまった。


　いきなり無一文になってしまった。さすがに立ち直れなくてうな垂だれていると、ギドが同どう情じようするように肩かたをポンポンと叩たたいてきた。


　──いいえ。まだです。いつだって私はなにも持ってなかったではありませんか。


　家を飛び出して以来、幾いく度どとなく居い場ば所しよを奪うばわれ、そしてそのつど力を手に入れてきたではないか。


　しかし、そうして手に入れた一番大きな力──精せい霊れい〈クフ・リーン〉は失われた。ナイフの技わざはある。それである程度、のし上がることはできるかも知れない。しかしただのナイフ使いと、契けい約やく者しやとでは天と地ほどの、報ヽ酬ヽのヽ差ヽがあるのだ。


　奮ふるい立たせた気力は、たやすくへし折れた。


　──一体、どこで間ま違ちがえたというのですか……。


　思えば、マルクの人生は間違いだらけだったかも知れない。マルクはそれを心のどこかで自覚しながらも否ひ定ていしていた。


　自分の手には季節外れの分厚いコート一式があるだけだ。この季節にこれを売り払はらったところで二束三文にしかならない。これほどになにもかも失ったことがあっただろうか？


　……毎回そうだったようにも思える。だが、それは毎回大したものを持っていなかったから立ち直れたわけであり、精霊と大金ほど大きなものを失った今回の打だ撃げきは果てしなく大きかった。


　──なにも、ない……？


　マルクの瞳ひとみに、怪あやしげな光がともる。


　そう、なにもないのだ。金も、武ぶ器きも、そして精霊も！


　人間一人に対して、精霊一体──それが契約者のルールだ。しかしそのルールに従したがうならば、精霊を失った自分は新たな精霊と契約することもできるのではないか？


　──そうですよ。元はと言えば、全てあの女が悪いのですよ……！


　精霊など、そうそう出会えるものではないが、今、自分の側には何者よりも強力な精霊が存そん在ざいしているではないか。


　徹てつ底てい的に打ちのめされたマルクは、間違えた怒いかりのやり場を見つけてしまった。


　──まずは、知らねばなりません。


　エルミナの力は強すぎる。その対たい価かはそれこそ命にかかわるものだろう。それゆえそこをつければ今のマルクにも勝機はある。しかしそれだけに全力で隠いん蔽ぺいされていると考えられる。こんなところでうずくまっている暇ひまはないのだ。


　マルクは、ようやく立ち上がった。ずり落ちたメガネを押おし上げ、涼すずしげな笑えみを浮うかべる──努力をした。


「なあ、辛つらいのは分かるけどよ。自じ暴ぼう自じ棄きになるなよ？　いやほんと」


　努力をしても、その笑みはなにもかも失った絶ぜつ望ぼうの笑みにしか見えなかったようだ。


　マルクが打ちひしがれている間も、ギドはまだそこにいた。付き合いがいいというのか義ぎ理り堅がたいというのか、マルクの落ち込こみようがあまりに悲ひ壮そうだったため、側にいてくれたようだ。


「大だい丈じよう夫ぶです。人間は、諦あきらめなければなんとかできるものです」


「そうは見えな……いや、そうだ。諦めるな。な？　生きてりゃいいこともあるさ」


　冷静に計画を立てようとも、現げん実じつは厳きびしく、マルクは涙なみだぐみながらなんとか立っている状じよう態たいだった。そもそも彼はなにか計画するほどド壺つぼにはまっていく傾けい向こうがある。名を上げるためにエルミナに挑いどみ、返かえり討うちに遭あったことからもそれは明らかなのだが、彼は未いまだにそれを自覚していなかった。


　ギドに慰なぐさめられながら、いつの間にか取り落としていたコートを拾い上げる。


「なあ、行く当てがないなら、ちょっと付きあわねえか？　身を隠すならいい知り合いがいるんだ」


　そう促うながされてマルクはフラフラとついて行く。


　──全部エルミナが悪いのだ──そう、恨うらみをぶつけたところで状じよう況きよう回かい復ふくにはなんの役にも立たず、マルクは半分放心状態だった。


　いくつかの曲がりくねった路地を抜ぬけ、開かい拓たく当初からの建けん造ぞう物ぶつらしい、古くさい木造の建物群ぐんをくぐり抜けると、今度は街中に出た。繁はん華か街がいにあたる場所で、先ほどのマルクの隠れ家跡あとからあまり離れた場所ではなかった。


　遠回りをしたらしいことに首を傾かしげていると、ギドは大きな店の中に入っていった。


　店の看かん板ばんには【渓キヤニ谷オンのズ・楽パラダ園イス】とあった。
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　まだ夕ゆう暮ぐれと呼よぶには早い時間だが、店内には所狭せましと男たちが席を取り、薄うす暗ぐらい照明が揺ゆれる中、中年女じよ性せいの店員が忙せわしなく駆かけ回っている。店員が抱かかえるトレイに載のっているのも、男たちが呷あおり呑のんでいるのも、全すべてアルコールだ。


　地下酒場だ。


　現げん在ざいこのフロアティナという国では、禁きん酒しゆ法という法ほう律りつで飲酒およびその取引が禁じられている。しかしそれは庶しよ民みんたちにいっそう酒を求めさせた。酒を求めるものはなりふりかまわず密みつ輸ゆや密造を始め、それを守るために拳けん銃じゆうをとった。そしてそれはギャングという名前で呼よばれるようになった。


　かくしてカウボーイが駆け抜け、悪あく党とうたちが保シエ安リ官フバ・ッスジターを恐おそれ、少年がワイルドバーンの荒こう野やに夢ゆめを見ていた時代は過すぎ去り、保ほ安あん官かんの権けん威いは金で買え、ギャングたちが拳銃と暴ぼう力りよくを以もつて法ルールを説く時代が訪おとずれた。


　ギャングたちの手により持ち込まれた酒類はこういった地下酒場に出回る。その意味ではここはそう珍めずらしくもないのだが、マルクは落ち込んでいるのも忘わすれて啞あ然ぜんとした。


「畜ちく生しよう。やっぱり〈魔弾の射手〉だ。この街に来てやがったんだ」


「確たしかな話なのか？」


「うちの幹かん部ぶが昨日、木こっ端ぱみじんに吹ふっ飛とばされたんだ。爆ばく薬やくでも使ったみたいによ」


〈魔弾の射手〉というのは有名な狙そ撃げき手しゆの呼び名だ。さすがに人相や本名は知られていないが、仕事の確かく実じつさと手口の凶きよう悪あくさから呼び名だけは知れ渡わたっていた。


　しかしその会話を交かわしているのが、どこかのギャングの幹部と保安官なのだ。周りを見てみれば炭たん鉱こう夫と親しげに話す商人などもいる。ギャングたちも同じファミリーの人間ではないらしく、複ふく数すうの勢せい力りよくが混こん在ざいしてるのが分かる。


　マルクが啞然としていると、ギドが小さくささやいてきた。


「ここはな。どんな渓どん谷ぞこに落ち込んでも一いつ杯ぱいの酒が飲める楽パラ園ダイスなんだよ。ルールさえ破やぶらなければな」


「ルール？」


「もめ事は御ご法はつ度と。店ん中じゃな」


「もめ事を起こすと？」


　マルクの質しつ問もんにギドが口を開きかけると、空気の読めない大声が轟とどろいた。


「見つけたか！」


　声を上げたのはカウンターに腰こし掛かけていた大おお柄がらの男で、身なりからギャングだろうとすぐ分かった。ギドは疲つかれたように頭を抱えるが、その大男の方へ足を進める。出入り口に突つっ立っていても仕方がないので、マルクもそれに従したがう。


「ロッジさん。声がでけえです」


　ギドが批ひ難なんの声を上げると、ロッジと呼ばれた男は豪ごう快かいな笑い声を上げる。首からは硬こう貨かのペンダントが揺ゆれていた。


「これを喜ばずにいられるかよ！　なあ、マルドゥークの兄さん。……なんだ、あんたコートの中は子こ供どもだったのか？」


「はあ……」


　親しげに肩かたをバンバンと叩たたかれ、マルクは困こまった。どうやら向こうはマルクを知っているらしい。


「いやあ、あんたのことだから、もしものこともねえだろうとは思ってたが、無事でなによりだ」


「はあ……、失礼ですが、どちら様でしたか？」


「ああ？　なんてこった俺を覚えてねえってのか？　三日前に会ったばかりじゃねえか」


　──三日前……アルバのディーノ・ファミリーから依い頼らいを受けた日ですね。


　エルミナを始末するよう依頼を受けたのが三日前。それから下調べで情じよう報ほうを集め、屋や敷しきに乗り込んだのが二日前。昨日は丸一日寝ね込こんでいた。


　そして今日は無一文。


　──たった三日でずいぶん状じよう況きようが変わるものですね……。


　ということはロッジはディーノ・ファミリーの人間だろうか。首を傾かしげていると、ロッジは感動したように表ひよう情じようを震ふるわせた。その表情には確かに見覚えがあるような気がした。


　三日前……三日前……──


「──ああ！　ディーノ・ファミリーに襲しゆう撃げきをかけた」


　そのときのリーダーだった男だ。思い返せば硬貨のペンダントにも見覚えがある。マルクがそう言うとロッジは感かん極きわまったように身を震わせた。


「思い出してくれたか。あのとき、あんたはアルバの銃じゆうも止めてくれた」


　別に助けようとしたわけではないのだが、客観的に見れば確かにマルクはアルバの銃を止め、ロッジ達を逃にがすのに手を貸かしたことになる。


「そういうことだよ。こちらロッジ＝ペレンティーノさん。ノローデ・ファミリーの幹かん部ぶさんだ」


　そう言って紹しよう介かいするギドを見て、マルクはこの店までずいぶん遠回りしていた理由に気づいた。尾び行こうがいないか確たしかめていたのだ。


「なるほど。ということは、あなたは私を捜さがしてあそこにいたわけですか」


　ギドは愛あい想そのいい笑えみを浮うかべて肩かたをすくめた。思い返せば、彼はマルクの姿すがたを見つけたとき、驚おどろいたような顔をしていた。


「ま、こんな時期にコートなんか持ち歩いてる人間はそうはいないからな」


「はあ……、まあ、それは分かりましたが、どうして私の隠かくれ家がの位置が、そんなに知れ渡わたっているのですか？」


　マルクはこの街にやってきてから日が浅い。アルバたちにも隠れ家の位置など明かしていない（それでは隠れ家の意味がない）し、何な故ぜこうも隠れ家の位置が知られているのかが分からなかった。


　疑ぎ問もんをぶつけると、ギドだけでなくロッジまで呆あきれたように口を半開きにした。


「どうして……って、あんた、その恰かつ好こうで出入りを繰くり返せば誰だれだって分かるだろ？」


　黒コートを指さされ、マルクは沈ちん黙もくした。


　マルク自身、このコートは着ていて恥はずかしい。その上着ている間は常じよう軌きを逸いつした暑さなため、意い識しきが朦もう朧ろうとしていることもしばしば。従したがってマルクは周囲の視し線せんを無む視しするような心理が働いている。


　──なるほど。隠れ家に出入りするときは、コートを脱ぬいでおくべきだったのですね。


　今までそんな怪あやしい人間が出入りするような不ふ吉きつな場所に、近ちか寄よるものがいなかっただけなのだ。どこか病やんだような笑えみを浮かべるマルクに店主が泡あわの溢あふれそうな橙バク麦ツス酒を出す。彼もちらりとコートに視線を向け、それから全すべてを察したように深く頷うなずいて去っていく。


「まあ、こうして再さい会かいできたことだ。一いつ杯ぱい飲みな」


　ジョッキに手をかけようとして──


　──ああ、でもすぐ戻もどると言ったのでしたっけ……。


　マルクはそれを隣となりに押しやった。


「申し訳わけありませんが、まだ仕事中です。お気持ちだけ受け取っておきます」


　ロッジは少し驚いたような顔をして、マルクの恰好を靴くつから頭の先まで眺ながめた。


「仕事って、あんたディーノ・ファミリーとは手を切ったんだろう？」


「まあ、依頼には失敗しましたから、似にたようなものですが……って、どうしてあなた方がそれをご存じなのです？」


　そう訊きくと、ロッジはグイッとジョッキを傾かたむけ、それから勢いきおいよく答えた。


「どうしてって、そりゃあ、あんたの隠れ家に火をつけたのがアルバ＝ディーノだからに決まってるだろ！」


　豪ごう快かいな返答に、マルクはカンターへと倒たおれ込こんだ。


　──おのれ……！　失敗したからといって、いきなり火をかけますか！


　マルクが憎ぞう悪おの呻うめき声を上げると、目の前に別のグラスがポンと置かれた。


「人聞きの悪いことを言ってくれるな。ロッジ＝ペレンティーノ」


　どこかで聞き覚えのある声に顔を上げ──マルクは絶ぜつ句くした。


「空気の読めねえ野や郎ろうだな。てめえがこっちに面つら出すんじゃねえアルバ＝ディーノ」


　そこに立っていたのは隻せき腕わん白はく髪はつの大ク陸ー先住ラ民ン、アルバ＝ディーノだった。隣には、秘ひ書しよだか付き添い人だかのセリア嬢じようもいる。


「──っ！」


　反はん射しや的にマルクはナイフを抜ぬいた。しかしそのナイフは大きな手に押おし止とどめられる。


「悪いが、ここはケンカ御ご法はつ度となんだ。あんたでも、この法ルールは破やぶっちゃなんねえ」


　マルクの手を押さえたのは、ロッジだった。それから、周囲に視線を巡めぐらせると、今まで愉ゆ快かいそうに騒さわいでいた客たちが一いつ斉せいにこちらに注目していた。


　先ほどギドから聞きそびれたのだが、ここでもめ事を起こすとどうなるのかマルクにも察することができた。


　この酒場はこの街にとって特別な場所のようだ。保ほ安あん官かんや敵てき対たい勢せい力りよくのギャングたちが平然と席を隣に並ならべていることからもそれは明らかだ。その特別な酒場を侵しん害がいするということはそこに従したがう全ての人間を敵に回すということになるのだ。街ごと敵に回られたのでは契約者とてひとたまりもない。ましてや今のマルクは能のう力りよくを失っているのだから。


　マルクが渋しぶ々しぶナイフを収おさめると、アルバは座すわっていたギドを押しのけマルクの隣に腰こしかけてきた。


「……なんのつもりですか？」


「そう、突つっかかるな。連れん絡らくを絶たったお前にも落ち度がある、契約者」


　その一言に、マルクは眉まゆをひそめた。


　アルバは今、契約者と呼よんだ。アルバはまだマルクが精せい霊れいを失ったことに気づいていないのか？　だったら、マルクが敗北したことを知っているのはおかしいのではないか？


　その謎なぞは、考えるまでもなく、アルバが自ら話してくれた。


「俺おれたちは俺たちで、お前がやられたなら俺のところまで足がつかんように立ち回らねばならんのだ。お前に接せつ触しよくした形けい跡せきが残っていては困こまるのだよ」


　──つまり、連絡が途と絶だえたから保ほ身しんのために私の隠かくれ家がを消したわけですか……。


　マルクの嘆たん息そくを怒いかりの現あらわれと考えたのか、アルバは小さく肩かたをすくめた。


「そう、怒おこるな。相手が相手だ。慎しん重ちようにもなる」


「……確たしかに、厄やつ介かいな相手ではありますね」


「その様子では、まだ仕し留とめたわけではないのだな」


「……ええ、仕留められませんでした」


　マルクは事実だけを率そつ直ちよくに述のべる。アルバは自分の知らないエルミナの情じよう報ほうを知っている。エルミナに復ふく讐しゆうしたいならそれを聞き出さなければならない。ならば怒ど声せいを張はり上げても下手に様子をうかがっても駄だ目めだ。


　マルクは少年時代に学んだように涼すずしげな微び笑しようを浮うかべて紳しん士し的に振ふる舞まう。その振る舞いからアルバは僅わずかに口元を歪ゆがませた。


「なるほど。死なないわけか」


　──死なない？


　マルクは笑えみを崩くずさずに、アルバの呟つぶやきに注目した。


「正直、手こずっています。情報があるなら渡わたしていただきたいものですね」


「おいおい。まだそいつの依頼を続けるつもりかマルドゥークさんよ」


　口を挟はさんできたのはロッジだった。父親ほど歳としの離はなれた男から、さん付けで呼ばれるのはおかしな気分だった。


「それが契約ですので」


「契約？」


「ええ。契約者は自分も契約を交かわした身ですから契約を裏うら切ぎれません」


　それは、契約者なら逃のがれることのできない制せい約やくだった。


　このルールがあるから、人と契約者は共きよう存ぞんできている。もしも契約者がなんのルールも持たずにやりたい放題だったなら、人は魔ま女じよ狩がりのように契約者を排はい除じよするだろう。契約者は異い能のうであって万能ではない。街中の人間から襲おそわれたならひとたまりもないのだ。


　──もっとも、それは制約というより意い識しきの問題なのですが……。


　契約者は人間よりも優すぐれているという優ゆう越えつ感かんがある。それゆえ人間との契約も果たせないことを恥はじと考える。それこそそんな醜しゆう態たいを晒さらすくらいなら死を選ぶほどに。


　そして人間は契約者を恐おそれる。その力は人間のものではないからだ。その契約者が口にする「契約は裏切れない」という言葉は、契約中の人間を信しん頼らいさせてしまう説得力を持つ。


　──とは言っても、私は〝失敗〟という形で契約を完かん了りようしていますがね。


　しかし情報を引き出すならば、仲間と思ってもらって都合が悪いはずはない。


　そんな企たくらみをどう考えたのか、アルバはマルクの前に小さな包みを放ほうり出した。長方形で、中にはスピル紙し幣へいが入っているのが分かる。ギャングが１スピルや５スピル紙幣を使うことはまずない。これが１００スピル紙幣だとすると、百ひやく枚まいは入っていることになる。節約すれば一年程てい度どは暮くらせる額がくだ。


「……これは？」


「今回の報ほう酬しゆうだ。隠れ家のことを含ふくめ、少しは色をつけているつもりだ」


　さすがにこの返答は予想外で、マルクは微笑を崩くずした。


「どういうことでしょうか？」


「お前の役目はもう終わった。始めから、始末できないことは分かっていた。……いや、本当に始末できないか確かめる必要があった」


　アルバはグラスを傾かたむけると、重たい声を絞しぼり出した。


「錬れん金きん術じゆつというものを知っているか契約者？」


「あの、鉛なまりを金に変えるというやつですか？」


　確か魔ま術じゆつの力で鉛を金に変えるという学問だったはずだ。もちろん異い端たんの考えであり、教会からは魔女狩り並なみに弾だん圧あつされてきた思想のはずだ。


　しかし、なにかの成果を上げたという話はついに聞いていない。因ルー学トという概がい念ねんが定着し始め、錬金術も迷めい信しんだという考えが今の常じよう識しきだった。もっとも、因ルー学ト自体が錬金術から発はつ展てんしたものだという話もあるが……。


　マルクが首を傾かしげると、アルバはグラスの中のアルコールを揺ゆらし、呻うめくような暗い声で続けた。


「まあ、そんなところだ。しかし、その錬金術師したちが思想した究きゆう極きよくの目的は、自分たちが神になることだったらしい。卑ひ金きん属ぞくを貴き金属に変えるのはそれを証しよう明めいするための手しゆ段だんだったのだ。万ばん物ぶつを自分の手で思うように創つくり変えられるというな」


「まあ、目標が大きいのは良いことではありませんか」


　マルクは失しつ笑しようを隠かくしもせずそう返すが、アルバの口調は真ま面じ目めなものだった。


「馬ば鹿かげていると思うか？」


「人は契約者にはなれても、神にはなれませんよ。世の中には法ルー則ルというものがあるのですから」


「そうだな。俺も初めはそう思った」


「今は信じているので？」


　正気を疑うたがうような口調でそう尋たずねると、アルバは口元をつり上げた。


「お前たち契約者は、人間にはない力を持っている」


「契約者にもルールはありますよ。そして限げん度ども」


「契約者には、な。……だがその力はどこから来たものだ？」


「契約によってですよ」


　迷まようことなくそう答えると、アルバは確かく信しんめいた笑えみを浮うかべた。


「そう、契約だ。契約はなにによってもたらされる？」


　それはむしろ先クー住ラ民ンであるアルバのほうがよく知っているはずのことだ。マルクは首を傾げて、それからハッとした。その表ひよう情じようを見たアルバはニッと口元をつり上げた。


「そういうことだ。錬金術師は神になるために神を探さがしていたのだ」


　確たしかに人が神になるなどというのはばかげた話だ。しかし人が神と呼よびうるものは存そん在ざいする。──すなわち精霊──


　しかし、アルバは勘かん違ちがいをしている。マルクはそう思った。


　精霊は支し払はらった対たい価かに応おうじた力しか与あたえてくれない。命という限かぎられた硬こう貨かの中からいくら支払ったかで力の大きさが決まる。つまり手持ちの硬貨以上の力は手に入らない。仮かりにオルダー教の神のように、無から命を創つくり出だそうとしたなら対価は自分の命になる。精霊との契約とはそういったものだ。


　マルクはつまらなさそうに呟つぶやいた。


「つまり錬金術師は契約者になりたかったのですか？」


「そう思うほど契約者の力は強力か？」


「そう思いたがる人は多いようですよ」


　マルクがそう答えると、アルバは苦く笑しようじみた笑みを浮かべた。


「錬金術師は契約者の力で満足できるような、節せつ度どある連中ではなかったのだよ」


「つまり？」


「契約者の制せい約やく──つまり対価の超ちよう越えつ。そしてそれは一つの回答にたどり着いたのだそうだ。そしてそれを賢けん者じやの石。あるいは──大アいルなスる・マ叡グ智ナ──と呼んだらしい」


　マルクの脳のう裏りでカチッとパズルが組み合わさってしまった。精霊の力を手にするには精霊を探して契約を結べばいい。しかし対価を支払った契約者は、確かに力を得られるが神と呼ぶほど大げさな力ではない。


　そのルールをマルクの目の前で踏ふみにじったのがエルミナだ。契約者のそれを超越したような桁けた違ちがいの力。精霊すらも滅ほろぼし、あの広大な敷しき地ちを覆おおい尽つくす能のう力りよく。契約──対価を捧ささげ、その見返りに得られるような力──とは、なにか根本的に異ことなる力。


　──そう、あれは、まるで精ヽ霊ヽそヽのヽもヽのヽを相手にしているかのようでした。


「あの女の契約精霊の名は〈アルス・マグナ〉というらしい。これは偶ぐう然ぜんか？」


　エルミナの屋や敷しきには尋じん常じようではない量の書物が蔵ぞう書しよされている。だからといってエルミナが錬れん金きん術じゆつ師しだとは思えないが、あの力が常じよう軌きを逸いつしていることは事実だ。マルクは、できるだけ平静を保たもって問いかける。


「なるほど、それならばあの力も納なつ得とくできます。しかし、どうしてあなたはそんなことを知っているのですか？」


「さあな？」


　アルバはもったいぶるようにそう答えるが、マルクはその向こうに佇たたずむセリアがかすかに微び笑しようしたのを見み逃のがさなかった。マルクはそれに注意を向けながら次の疑ぎ問もんをぶつける。


「ならば、あなたはその力でなにがしたいのですか？」


　その質しつ問もんに、アルバは契約者並なみに暗い光を瞳ひとみに宿した。


「……肌はだの色を見れば分かるだろう？　俺はクーランだ。お前たちが大陸先住民と呼んでいる人種だ」


「つまり、復ふく讐しゆうですか？」


　もともとこのワイルドバーン大陸にはアルバのような先クー住ラ民ンしか住んではいなかった。それを海の向こうからマルクたち開フロ拓アテ民イナがやってきたのだ。そして、その住み着くまでの過か程ていは実に血みどろだった。


　先クー住ラ民ンは比ひ較かく的友好的だったそうだが、開フロ拓アテ民イナたちは彼らを同じ人間とは考えなかった。開フロ拓アテ民イナたちは大陸を自分たちの大地として侵しん略りやくし、先クー住ラ民ンは獣けものと同じように駆く逐ちくされていった。今では先クー住ラ民ンは、集落すら形成できないほど、数を減へらしてしまった。


　しかし、契約者としてマルクはこうも思う。先クー住ラ民ンは精霊を信しん仰こうしていたらしく、多くの契約者を抱かかえていたのだ。開フロ拓アテ民イナたちは恐おそろしかったのではないか？


　相手がどれだけ気のいい男だとしても、腰こしにガンホルスターを下げていれば否いや応おうなく警けい戒かいしてしまうものだ。そして、拳けん銃じゆうと精霊では恐きよう怖ふの次元が違ちがう。


　先クー住ラ民ンは自分たちよりも大きな力を持っていた。そしてそれが文明で劣おとり、肌の色も違う人々だったのだ。優ゆう等とう人種を自負する開フロ拓アテ民イナたちが我が慢まんできるわけがない。そうして血みどろの開拓戦争は始まったのだ。


　マルクは契約者として先クー住ラ民ンを気高いと考える。彼らは人ではないものの力を持っているがゆえ、それを人間に対して使わなかった。契約者は契約を違たがえない。人間より優すぐれているがゆえ、人間に対して誇ほこりを貫つらぬく。


　苦く渋じゆうの滲にじんだマルクの声に、アルバは暗い瞳ひとみを逸そらした。


「……あの精霊は俺が手に入れる。その先はお前には関係のないことだ」


「手て強ごわいですよ？」


「手はある」


　そう言ったアルバが、後ろのセリアを意い識しきしていることに、マルクは気づいた。


　──なるほど。そういうことですか……。


　マルクの中で暗い感かん情じようが蠢うごめいた。アルバは失敗する。彼は分かっていない。エルミナの力はギャングや契約者が何人いたところでどうにかできるものではない。しかし──


「それでは、一ついいことを教えて差し上げます」


　しかし、アルバはエルミナに力を使わせるだろう。


「エルミナは今度の週末、鉄道王クラークのパーティに出席します」


　そして、アルバの言う〝手〟というものがなんなのか、それも興きよう味みがある。


「そのとき鉄道を使用するのでしょうね。取引相手の運うん営えいする鉄道なのですから」


　その二つを側そばで見物できるなら、エルミナを出し抜ぬく手がかりを見つけられるかも知れない。マルクの呟つぶやきに、アルバは意外そうな顔をした。


「気前がいいな」


「契約者は、契約を違えません。あなたがどういうつもりであれ、私が受けた依い頼らいはエルミナを始末することです。それが失敗したのですから、この程てい度どの手助けはしますよ。もっとも、これ以上は期待しないでいただきたいですがね」


　アルバは、しげしげとマルクの顔を見つめ、それから鼻を鳴らした。


「まあいい。お前の戯ざれ言ごとに踊おどってやろう」


　マルクのことは信用できないが、情じよう報ほうは信じるということだ。仮かりにもファミリーの首しゆ領りようだけあり、そこまで愚ぐ鈍どんではない。


　アルバはマルクの分も酒代を置き、店を出て行く。セリアもそれに従したがうが、マルクにちらりと向けられた視し線せんは凍こごえるほど冷たいものだった。


　──あの女……、やはり契約者ですね。


　アルバにエルミナの話を持ちかけたのは、恐おそらくセリアだろう。最初に会ったときには契約者だとすら気づかなかったが。その背せ中なかを見送ると、ロッジがため息を漏もらした。


「まあ、これでアルバとの縁えんは切れたってことだな」


「そうですね」


「それで、これからどうするつもりなんだマルドゥークさんよ」


「マルクでかまいませんよ。……ひとまず、今は様子を見ることにします」


　ロッジはマルクの服ふく装そうを見て、それから首を傾かしげた。


「なんだか貴き族ぞくの召めし使つかいみたいな恰かつ好こうだな。そういや、仕事ってなんなんだ？　アルバの依頼ってわけじゃないんだろう？」


「その、召使いですよ。私は執バト事ラーだそうです」


　苦笑いを浮うかべ、そう答えるとロッジは何な故ぜか納なつ得とくしたように大きく頷うなずいた。


「なるほどな。マルクにはおあつらえだな」


「召使いが似に合あうと言われても、嬉うれしくはありませんよ」


「ああ？　召使いは召使いでも、執バト事ラーだろ？」


　ロッジはむしろ褒ほめ言葉で言ったつもりらしく、マルクは首を傾げた。


「執バト事ラーだと違ちがうのですか？」


「そりゃあな。執バト事ラーってのは、もともとラチナス神しん聖せい国あたりで貴族の嫡ちやく子しが社交界の礼れい儀ぎ作法を学ぶためにやるもんだったらしいぜ」


「貴族……？」


　マルクはオウム返しに聞き返し、それからしばらく口がふさがらなかった。どうしてロッジがそんな妙みような知ち識しきを持っているのかと聞き返すのも忘わすれてしまっていた。


　──つまり、なんですか？　私は貴族がやるような役やく職しよくを与あたえられていたのですか？


　マルクが動どう揺ようしていると、ロッジは嬉うれしそうに背中をバンバンと叩たたいてきた。


「なるほどなあ。執バト事ラーをやってるなら、用よう心じん棒ぼうなんかよりずっといいもんな」


「あぅ……いや、その、私はですね……？」


「まあ、堅かた気ぎになるってんなら俺おれはなにも言わねえ。だが、忘れねえでくれ。あんたは俺と部下の命を救ってくれた。あんたはもうファミリーだ。なにかあったときには、遠えん慮りよなく言ってくれ。いくらでも力になる」


　──ファミリー──


　その言葉に、何な故ぜか途と方ほうもない罪ざい悪あく感かんを覚えた。マルクが言葉を詰つまらせていると、ロッジは豪ごう快かいにグラスを傾かたむけていた。


「そういやマルクはどこで働いてるんだ？　この辺りで執しつ事じを雇やとうような家あったか？」


「はあ……、北の外れに街の一区画ほども敷しき地ちがある屋敷があるのですよ」


「そんな目立つ屋敷の話は、聞いたことがねえな。ああ、森の中のガラスの屋敷か？」


「ロッジさん。そいつは鉱こう山ざん主ぬしの別べつ荘そうですぜ」


「他にそんな屋敷があるのか？」


　ロッジはギドに視し線せんを向けるが、ギドも首を横に振ふった。あの屋敷はエルミナの能のう力りよくで守られている。どう説明したものかでマルクが唸うなっていると、店主がボソリと呟つぶやいた。


「……聞いたことがあるな」


「なにがだい？」


「だだっ広い庭と城しろみたいな豪ごう邸てい。そこに妖よう精せいみたいに綺き麗れいな娘むすめが住んでる」


　誰だれにともなく呟きながら、店主は空になったグラスに新たなアルコールを注ぎ込む。


「届とどけ物なんかでな、その屋敷を探さがすとすぐに見つかるらしい。だがそのあとにいくら探しても見つからない。そんな屋敷があるらしい。蜃しん気き楼ろうの屋敷……なんて呼よばれてるな」


　マルクは驚きよう愕がくした。二日前、屋敷について調べたときは、そんな噂うわさは見つけられなかった。街を牛ぎゆう耳じるロッジたちでさえ知らなかったのだ。この店主はただものではない。


　──この禁酒法の時代に、堂々と酒場を経けい営えいするだけのことはありますね。


　エルミナの屋敷は通行人からは見えていないかのようだった。しかしマルクには認にん識しきできた。マルクは屋敷の住所を知っており、明めい確かくにエルミナに用があった。あの屋敷はそんなふうに用があるもの以外を遠ざける力があるのだ。


　気がつくとロッジとギドが感心したような眼まな差ざしを向けていた。


「あんた、すごいところで働いてんだな」


　──どうして、私が羨うらやまれるのですか……。


　隠かくれ家がを燃もやされ、精霊を失い、逆さからえば死ぬという契約を交かわしたがゆえ召めし使つかいにされたというのに、そんな自分がどうして羨まれなければならないのか。羨ましいのはこちらの方だというのに……。


　──ファミリー──


　ロッジが何気なく口にした言葉が、何な故ぜか鋭するどい痛いたみを持って胸むねに引っかかっていた。
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　屋敷に戻もどると、ちょうど日が暮くれるころだった。紅ぐ蓮れんに染そまった空は、初めてこの屋敷を訪おとずれたときを思い出させる。ちょうどあのときと同じように赫ヴアル鷲チヤスが遠くで羽ばたいているのも見える。さすがに先日のように襲おそわれることはなかったが……。


　門を潜くぐり広い庭を抜ぬけると、玄げん関かんの前に一台の馬車があった。扉とびらには玄関のノッカーと同じく、翼つばさのような形をした装そう飾しよくが施ほどこされている。どうにもエルミナ個こ人じんの持ち物のようだ。馬ではなく、馬車を所有しているところはさすがに上流階級。


　マルクが呆あつ気けにとられていると、玄関から元気のいい声がかけられた。


「お帰りなさいマルクさん！」


「ええ、ただいまアイシャ…………と、どうしたのです？　その恰かつ好こうは」


　アイシャはいつもの使用人服ではなかった。赤と白が幾いく重えにも重ねられ、ボリュームのある裾すそに、腰こしも桃もも色いろのリボンでしめられ、手もレース柄がらの手て袋ぶくろで肘ひじまで覆おおわれていた。社交界で着るようなドレスだ。赤を基き調ちようとしたドレスに、彼女の褐かつ色しよくの肌はだはよく映はえていた。


　マルクが驚おどろいたような声を上げると、アイシャはその場で傘かさのようにクルリと回る。それから、なにか言って欲ほしそうに上うわ目め遣づかいの眼まな差ざしを向けてくる。


「とてもよく似に合あってますよ」


　そう答えると、アイシャは破は顔がんする。つられて笑ってしまうと、馬車の御ぎよ者しや台だいがゴトリと揺ゆれた。


「戻もどったかい？　行き違ちがいになったらどうしようと思ってたんだ。よかったよかった」


　見ると、ドミニクが馬車の手入れをしていた。こちらもネクタイを締しめてきちんとした身なりだった。……もっとも、ゆるんだ空気はいつも通りだが。


「ドミニクさん。出かけられるのですか？」


「うん。ここの鉱山主さんと駅でばったり会っちゃってね。エルミナお嬢じよう様さまを招まねきたいなんて誘さそわれちゃったから断ことわり切れなくてね」


　この街の側には大きな鉱山がある。そもそもここはその鉱山を掘ほるために作られた街なのだ。その鉱山の持ち主ともなれば、この街の住人にとっては市長のような存そん在ざいだ。


　──そんな人物に招しよう待たいされるというのは、エルミナはよほどの資し産さん家かなのですね。


　マルクはエルミナが外に接せつ点てんを持っていることが少し意外だった。出会ってまだ三日目だが、彼女は能力に守られた屋敷に閉とじこもり、外には興きよう味みを示しめしていないように見えた。


　しかし思い返せばドミニクが外交を全すべて引き受けているからそうなっているわけで、彼を外に派は遣けんしている時点で接点はできていたのだ。


「しかし、ずいぶん急な話ですね」


「いやあ、なんか子こ供どもみたいな人でね。言いだしたら聞かないって感じだったからね」


「上流階級というものも大変なのですね。私はいかがしましょうか」


　ドミニクは御者を務つとめるようだし、アイシャもあの恰好ならいっしょに行くのだろう。招待されたエルミナが行かないわけもないだろうし、そうなるとマルクはどうなるのだろうか？


「……君には、留る守すを頼たのむ」


　答えたのはドミニクではなかった。


　声の方向に顔を向け、マルクはしばらく言葉を失った。玄関にはエルミナが両りよう肘ひじを抱かかえて佇たたずんでいた。


　深い瑠る璃り色のドレスはアイシャのそれとは対照的に飾かざりが少なく、なめらかな体の曲線をありのままになぞっている。二の腕うでまで覆う長い手袋をしているがドレスに袖そではなく、白い肩かたと首くび筋すじが真しん珠じゆのように眩まぶしかった。


　そこに物もの憂うげな翠すい玉ぎよくの瞳ひとみはいっそう存そん在ざい感があり、この眼差しで見つめられれば恐おそらく大半の男はなにも言えなくなるだろう。事実、マルクの頭の中から〈アルス・マグナ〉がどうしたという話は一気に吹ふき飛んでしまったのだから。


「……屋敷を留守にするわけにはいかない」


　ポカンと見み惚とれていたマルクは、その声でようやく我われに戻もどった。


「私でよろしいのですか？」


　初勤務の人間に無人の屋敷を預あずけるというのは、いささか不用心なのではないか？


　エルミナはさして気に留とめる様子もなく小さく頷うなずく。


「……来客があれば留守だと告げればいい」


　それから、マルクが抱えるコートをしげしげと見つめる。エルミナでも不思議に思ったのだろう。


「……荷物というのは、それだけなのかね」


「え？　ああ、……はい。少し手て違ちがいがありまして、他にはなにも残ってません」


「残ってない……って、なにかあったんですか？」


　アイシャが心配そうに顔を覗のぞき込んでくる。さすがに落ち込んでいるのが表ひよう情じように出てしまったらしい。


「はあ……、まあ、いろいろありまして」


　曖あい昧まいに返事をすると、アイシャは気の毒そうに顔を伏ふせる。


「ああ、でも、無一文になったわけではありません。なくして困こまるものも特にありませんでしたから大だい丈じよう夫ぶですよ」


　アルバが払はらった報ほう酬しゆうは少ない額がくではない。失った金に比くらべれば微び々びたるものだが、それでも当とう座ざはなんとかなる。慌あわてて言いつくろうと、アイシャは気き遣づかうように微ほほ笑えんだ。


「エルミナお嬢様。そろそろ時間だけど？」


　エルミナは、なにか言いかけたのか一度口を開いたが、ドミニクの呼よびかけに噤つぐんでしまった。それから真まっ直すぐ馬車へ足を進める。


「……あまり、長なが居いはしない」


　馬車へ乗り込むのに手を差し出すと、エルミナはぼそりとそう呟つぶやいた。


　意味がよく分からず首を傾かしげているうちに、エルミナのドレスの模も様ように気がついた。


　瑠る璃り色のキャンバスには銀糸で装そう飾しよくが描えがかれている。ヴァレンシュタイン家の紋もん章しようだろう翼つばさの形に織おり込まれているが、何な故ぜか片かた方ほうだけで対ついにはなっていなかった。


　──片翼……ですか？


　エルミナの寝しん室しつの扉とびらにも同じ模も様ようが刻きざまれていた。なにか意味のある模様なのだろうか。疑ぎ問もんに思っていると、アイシャがこちらを心配そうに見上げていた。


「マルクさん。すぐ帰ってきますからね！」


　ギュッと手を握にぎってそう励はげまされ、マルクは乾かわいた笑みを浮うかべた。子こ供どもに励まされるほど、自分は酷ひどい顔をしているらしい。


　──でも、早く帰るかどうかを決めるのは主人のエルミナでしょう？


　ドミニクが手た綱づなを握り、駆かけだした馬車を見送りながら、マルクはそう思った。


　しかし、エルミナはずいぶんアイシャには甘あまいようだ。


　開かい拓たく時代の反省から、成功者や上流階級のものたちは先クー住ラ民ンを擁よう護ごすることを美び徳とくと考える傾けい向こうがある。アイシャもそんな理由かと思ったのだが、エルミナは呼よび捨すてを許ゆるしているし、肉親にでも接せつしているかのように見える。


　何故だろうか？　首を傾かしげているうちに──


　──……あまり、長居はしない──


　エルミナが確たしかにそう言ったことを思い出した。


　──まさかとは思いますが、気を遣つかったのですか……？


　人に絶ぜつ対たい服ふく従じゆうしなければ死ぬような契約をさせるような娘むすめが？


　あり得ないと思いつつも、胸むねの中にチクリとした痛いたみのようなものを感じた。











　第四章　去りし過あやまちに彼は追いつき










　鉱こう山ざん主ぬしの屋や敷しきは恐おそろしく華はなやかだった。


　外側の壁かべは全すべてガラス張ばりになっており、そこから一望できる夜の街にはほのかな灯あかりがいくつも揺ゆれている。天てん井じようを見上げれば、クリスタルガラスの巨きよ大だいなシャンデリアが煌こう々こうと灯りを灯ともしている。夜なのに昼のような明るさだ。


　人が住むための家には思えない。ドミニクに訊きいてみると賓ひん客きやく専せん用ようの美び術じゆつ館かんのようなものだと言われた。そんな屋敷を建てる感覚はアイシャには理り解かいできなかったが、見ていて面おも白しろいとは思った。


　ここに来るまでの街まち並なみを考えると、異い世せ界かいに迷まよい込こんだような錯さつ覚かくさえ覚える。エルミナの屋敷とも違ちがう意味で別世界だ。趣しゆ味みが良いかは別として、豪ごう華か絢けん爛らんなその光景にアイシャはひたすら圧あつ倒とうされた。


「すごい……。ねえねえエルミナ、これ全部ガラスなの？」


「アイシャ。ここじゃあお嬢じよう様さまとつけないと駄だ目めだよ」


　ついつい、いつもの調子で呼よんでしまい、隣となりにいたドミニクに怒おこられてしまった。彼はぼんやりしているように見えて、礼れい儀ぎ作法には厳きびしい。屋敷の中では許ゆるしてくれても外ではやはり怒られてしまう。


　ここは一いち応おう来賓室のようなものらしく、エルミナの屋敷にあるような上等そうなソファが並ならべてある。そのソファにエルミナはゆったりと身を沈しずめ、アイシャとドミニクはその後ろにひかえる形で立っていた。


「……鉱山からガラスに使える土が取れる。それで作られるのだ」


　エルミナはいつもと変わらぬ淡たん々たんとした口調だったが、アイシャにはその声が重たいように感じた。


　──エルミナも、マルクさんのこと心配なのかな？


　エルミナは感かん情じよう表ひよう現げん……というか表情自体が皆かい無むなのだが、マルクが来てから少し変化が現あらわれてきたように見える。普ふ段だんは摂らない昼食を摂っていたし、マルクのために時計を探さがして部屋中ひっくり返したりもしていた。アイシャはそんなエルミナを初めて見た。


　たった三日でこれは劇げき的てきな変化だ。マルクのどの辺りがそんなに気に入ったのか。そう疑ぎ問もんには思ったが、よく考えると自分も相当気を許してもらっているような気がする。


　──よく考えると、あたしもエルミナのこと、あまり知らないのかな？


　アイシャがエルミナに拾ひろってもらったのは、半年ほど前のことだ。エルミナはずっと優やさしかったが、彼女が自分のことを話すことはほとんどなかった。


　エルミナはアイシャにとって家族と呼べる存そん在ざいになってくれた。だから自分にもなにか返せないだろうかと思って使用人になった。ドミニクから使用人の立ち振ふる舞まいはきちんと教えてもらえたのだが、しゃべり方だけは何な故ぜか変えられなかった。たぶん、エルミナに話しかけるときは知らないうちに甘あまえているからなのだろう。


　──エルミナはどういうことを喜んでくれるのかな？


　自分はそんなことも知らない。考え込んでいると、部屋の扉とびらがノックされた。


　鉱山主は、ひと言で言うなら紳しん士し的な老人だった。灰はい色いろの髪かみは長く、後ろで束ねられている。背せは高くないが、背せ筋すじはしっかりしていてすらりとした体たい格かく。フサフサの眉まゆに、瞼まぶたがすっかり埋まい没ぼつしているように見えるのが印象的だ。


「お招まねきに感かん謝しやをする。ヴァレンシュタイン家のエルミナという」


　エルミナが立ち上がって挨あい拶さつをすると、老人は感動したように胸むねに手を当てた。


「これはまた、聞ききしに勝まさる美しさ。申し遅おくれた。わしはアドナイ。この道楽小屋の発案者です。今こ宵よいはようこそおいでくださった」


　アドナイと名乗った老人は丁てい寧ねいに頭を下げると、アイシャに向き直った。


「こちらの可か愛わいらしい淑レ女デイはなんとおっしゃる？」


　アイシャは慌あわててスカートの裾すそを持ち上げお辞じ儀ぎをする。


「アイシャと申します。エルミナお嬢様の侍メイ女ドをさせていただいてます」


　閊つかえずに言えたことにホッとすると、アドナイは優しそうな笑みを浮うかべた。


「礼儀正しいお嬢さんだ。お屋敷での生活は楽しいかね」


「は、はい！　エルミナお嬢様もお優しいです」


　エルミナをお嬢様と呼ぶことに違い和わ感があるなと思いつつ、アイシャはペコリと頭を下げる。アイシャが答えると、アドナイはどこか悲しげな微び笑しようを浮かべた。


「それはよかった。……本当に」


　エルミナとアイシャに腰こしかけるよう勧すすめ、アドナイもどっとソファへ腰かける。


「あれから、もう何十年も経たってしまったのですな。……わしらは傲ごう慢まんで、愚おろかでした」


　アドナイは感かん極きわまったように目め頭がしらを押おさえる。少し演えん技ぎ臭くさいと思いつつも、招待客の使用人がそれを口にするわけにはいかない。アイシャはややぎこちない笑みを返した。


「大ク陸ー先住ラ民ンは、みな気高く勇ゆう敢かんでした。その彼らにわしらがした仕打ちは、永えい遠えんに許ゆるされることはないでしょう。お嬢さん方のように若わかい世代の開フロ拓アテ民イナと先クー住ラ民ンが手を取り合えていることは、わしには希望のように見えます」


　アイシャは先クー住ラ民ンとは言っても、それがどんな民たみなのか、実は正せい確かくには理り解かいしていなかった。それが自分のことだとは理解しているが、物心ついたときには、すでに開フロ拓アテ民イナの孤こ児じ院いんにいた。自分がどの氏族出身なのかすら分からなかったのだ。


　先クー住ラ民ンの言葉も、風習も、なにを誇ほこりとしてどう生きたのか。それをアイシャが学んだのはエルミナに拾われてからだ。エルミナはアイシャが〈ウィード〉という氏族出身なのだと調べてくれ、先クー住ラ民ンにまつわるいろんな話を聞かせてくれた。彼女が口を開いた中で、もっとも多くの言葉を費やしたのはそのことだったように思う。


　開フロ拓アテ民イナとていやな人もいればいい人もいる。道を歩いているだけで石を投げてくる子こ供どももいれば、エルミナのように手を差し伸のべてくれる人もいる。それは先クー住ラ民ンでもやはり同じなのだろう。


　だからアイシャは先クー住ラ民ンだとか開フロ拓アテ民イナだとか、考えても仕方がない話だと思っている。


　ただ、自分が〝クーラン〟という民なのだと忘わすれないように、自分の名前に〝クラン〟という名を入れてもらった。


「さあ、わしの蒐しゆう集しゆう物ぶつでもご披ひ露ろういたしましょうか」


　アドナイも暗い話に時間を費やすつもりはないようだ。イタズラでもするように片かた目めを瞑つぶって見せた。いちいち仕草の大きな老人だが、それは自分を笑わせようとしてくれているのだと分かり、アイシャも笑い返した。


　来賓室を出ると、アドナイは浮かれたような足取りで先々歩いていく。アイシャは置いていかれないように小走りにならなければならなかった。自然に隣となりを歩いていけるエルミナが不思議でしょうがない。


「そうそう。この街にもやはりギャングと呼よばれる輩やからが数多く存在しましてな──」


　アイシャの認にん識しきでは、ギャングというのは拳けん銃じゆうを振ふり回してケンカばかりしている人々のことだった。そして、アイシャにとってはそれ以上の存在にはなりえなかった。


　──だって、悪いことしてたってあの人たちは結局、ただの──。


「わしも彼らからは酒なぞ融ゆう通ずうしてもらっておりますゆえ、あまり悪くは言えませんがな。まあ、彼らの中にも先クー住ラ民ンの男がいるのです」


　その言葉でアイシャの思考は中ちゆう断だんされた。


「この街、先クー住ラ民ンの人がいるんですか？」


「アイシャ」


　ドミニクの声に叱しつ咤たの色が浮かんでいて、アイシャは会話に割わり込んでしまったことに気がついた。アドナイはようやくアイシャのことを思い出したように足を止め、困こまったようにフサフサの眉まゆをひそめた。


「これはすまんかった。お嬢じようさんの前でする話ではなかったの」


「あ、いえ、あたしこそ話している最中にすみませんでした。……あの、でもあたし、まだ自分と同族の人に会ったことがないんです」


　アドナイは眉をひそめた。今度は演えん技ぎではなく、本当に困っているようだった。


「ふむ……。いや、しかしだの。ギャングというのはだね……」


「拳銃を振り回して、禁きん止しされてるお酒を売り買いしてる人……ですよね？」


「いや、まあ、それも間ま違ちがいではないが」


　アドナイはどう説明すればいいか思いつかないらしく、困り果てていた。


「アイシャは先クー住ラ民ンの古い血ち筋すじのものでございます。遺い憾かんながら、このものの認識ではギャングというものはそのような存そん在ざいなのでございます」


　普ふ段だんとは異ことなる丁てい寧ねいな口調のドミニク。その説明にはなんだか不満を感じたが、アドナイはそれで納なつ得とくしたらしかった。


「なるほど。先クー住ラ民ンには、崇すう拝はいする精せい霊れいから奇跡の力をもらえるものがいるという話でしたな」


　奇跡の力？　たぶんアドナイはなにか勘かん違ちがいをしているのだろうと、アイシャは思った。自分はそんな崇高な力は授さずけられていない。


「そうですな……。アルバ＝ディーノという名でしてな。ほんの五年ばかりの間にディーノ・ファミリーという、自分の組そ織しきを作り上げてしまったのです。いやはや先クー住ラ民ンがひとたび武ぶ器きを持つと凄すさまじいものです。こんな短期間で組織を立ち上げたものは開フロ拓アテ民イナには存在しません」


「へええ。すごい人なんですね！　あたしも見習わないと」


「いや……、お嬢さんが見習うのは著いちじるしく問題があると思いますぞ」


「でも、会ってみたいです」


「いや、お嬢さん。こう、なんと申しますか、きっと会わない方がいいと思いますぞ」


　何故か沈ちん痛つうな面おも持もちでそう言われてしまい、アイシャは首を傾かしげた。演技にしてはずいぶん真に迫せまっている。


「ああ、そうそう。先クー住ラ民ンと言えば、彼らは銃器を好みませんでな。彼らが扱あつかった上じよう質しつの弓なぞを手に入れたのです。そちらもご覧らんに入れましょう」


　強ごう引いんに話を打ち切られたような気もしたが、先クー住ラ民ンの弓というのは確たしかに興きよう味みがあった。


　アドナイはまたスタスタと歩いて行ってしまい、エルミナもそれに倣ならってスタスタと歩いて行ってしまう。アイシャはまたスカートの裾すそを持ち上げて、パタパタと小走りに追いかけなければならなかった。


「あれ……？」


　エルミナの背せ中なかを見失わないように追いかけていると、奇き妙みようなものが目についた。


「どうかした？　アイシャ」


　ドミニクが不思議そうに首を傾げる。アイシャは目をごしごしと擦こすり、もう一度〝それ〟に目を向ける。


　──なにあれ……？


　アイシャはエルミナの足あし下もと──その床ゆかに広がる影を見つめていた。周囲には照明が無数に並ならんでおり、影が動くのは当たり前なのだが、それが何な故ぜか生き物のように蠢うごめいて見えたのだ。自分の目を疑うたぐってアイシャは再び目をごしごしと擦る。


　ドレスの裾から覗のぞくエルミナの足。〝影〟はその二本の足から伸のびているのだが、その先にはスカートに覆おおわれたしなやかな曲線はなく、毛羽立ったように膨ふくれあがっている。その脇わきには二つの頂ちよう点てんを持った突とつ起き物が飛び出しており、犬の頭に見えた。


　そして、その犬の口が耳にいたる部分まで裂さける。


　──笑ってる……？


　そう思ったときだった。


「──あ……っ……っっ！」


　エルミナが小さな悲鳴をあげた。体を大きく仰のけ反ぞらせ、痙けい攣れんでも起こしたように震ふるえると、膝ひざからゆっくりと崩くずれ落ちる。
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「エルミナお嬢じよう様さま！」


　仰あお向むけに倒たおれるエルミナの背せ中なかを、ドミニクが慌あわてて駆かけ寄より抱だき止める。


　アイシャも慌てて駆け寄ると、エルミナはなにかに驚おどろいたように目を見開いていた。アイシャや、この場にあるなにかを見ているようには見えなかった。


「……いやだ」


「エルミナ？」


　震えるような幽かすかな声だったが、なにか呟つぶやいたのが聞こえた。エルミナは見るに堪たえかねたように顔を覆うが、その目は大きく見開かれたままだった。


「──やめ……て……見たくない……見せないで……っ！」


　脅おびえるようにそう呻うめくと、翠すい玉ぎよくの瞳ひとみから光が消えた。


「エルミナ！」


　アイシャは懸けん命めいに呼よびかけたが、エルミナからはなんの反はん応のうも返ってこなかった。
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　主あるじ不在の屋や敷しきは、昼間とまるで空気が違ちがった。


　無人の厨ちゆう房ぼうで軽食を啄ついばみ、マルクはなんともいえない居い心ごこ地ちの悪さを感じた。少ないながらもアイシャたち使用人が駆け回っているときは、それなりに人気というものがあった。それが住人がいないこの屋敷は、夜だということも手伝って異い様ようなほど静かだった。


　──エルミナがいないことで、屋敷を覆う力に変化があるのでしょうか……。


　いかに効こう果か範はん囲いが広いとはいえ、契けい約やく者しやたるエルミナ自身が離はなれれば、力が弱まるのは当然だろう。しかし、それにしてもなんとも言えない違い和わ感があった。


　屋敷の造つくりはとても古い。外から見ても分かったことだが、内ない装そうもやはり古い。一部、水道などで改かい修しゆうした部分があるのだが、そちらの新しさが恐おそろしく目立つ。地下ともなれば、壁かべや床ゆかのつなぎ目に、コケや砂すながこびりついている。


　──どう考えても、この街の空気に合っていませんね。


　赤い土と石ころの荒こう野やが大半を占しめるこのワイルドバーン大陸で、ロックウォールはさらに鉱こう山ざんと鉄道の廃はい棄き物ぶつに晒さらされホコリと砂まみれだ。にもかかわらず、そういった空気がこの屋敷には微び細さいも存そん在ざいしない。


　最初に感じたように、やはりここだけ別の地ち域いきに存在するかのようだ。


「──それにしても」


　マルクは、疑ぎ問もんを声に出してみる。誰だれもいないのは分かっているのだが、やはりこの暗い厨房に一人っきりというのは不安なもので、ついつい独ひとり言ごとを呟つぶやいてしまう。


「あのころを思い出しますね……」


　食い逃にげに失敗したマルクは、宿もなくただ働き。店主の情なさけで毛もう布ふを一いち枚まいもらえ、厨房の冷たい石いし畳だたみの上で寝ね泊とまりしていた。


「あれは惨みじめでした……」


　季節は冬で、とても眠ねむれる環かん境きようではなかった。そしてそんなときほど嫌いやな出来事を思い出すもので、うたた寝をしては悪あく夢むに起こされていた。


「もっとも、今も似にたようなものですか……」


　隠かくれ家がを失い、精霊も失い、逃げることもできない。エルミナの精霊を奪うばえないかと、小細工はしてみたものの、やはり上う手まくはいかないだろう。


　精霊が契約者を離れることがあるとすれば、それは契約者が死んだときだ。エルミナの精霊を手に入れるためにはエルミナを殺す必要があるが、それが不ふ可か能のうに近いことも理り解かいしている。契約者のマルクが不意打ちでかかってもこの様なのだから。


　──〈アルス・マグナ〉──錬れん金きん術じゆつ師しが見いだした、契約者を超ちよう越えつするための精霊……ですか。


　アルバの話を整理すると、そんな解かい釈しやくになる。対たい価かを支し払はらわずに能のう力りよくを与あたえられるのか、あるいは小さな対価で莫ばく大だいな力を与えられているのか、もしかしたら別のなにかで対価を代用しているのかも知れない。いずれにせよエルミナの精霊は契約自体の定てい義ぎが異ことなっているのだ。先クー住ラ民ンのギャングとはいえ、ただの人間風ふ情ぜいにどうにかできる存在ではない。


　チクリ──と、また痛いたみのようなものを感じた。


　自分はなにか取り返しのつかないようなことをしているのではないか。そんな不安な気持ちになった。戸と惑まどいを振ふり払はらうように声を出す。


「下らない」


　アルバとてギャングの首しゆ領りようだ。ファミリーの面メン子ツにかけて、マルクにはめられたとは言わないだろう。そして、アルバごときでエルミナをどうこうできるはずもない。自分はただそれを観察していればいいのだ。なんの危き険けんもない。そのはずなのだ。なのに──


「何な故ぜでしょうか……」


　チクリ──と、また責せめるような痛みが走った。


　理由が思い当たらず、マルクは深いため息を吐はく。どうにも食しよく欲よくがわかず、食事にもほとんど手をつけていなかった。


「………………？」


　どうにも気分が晴れず、深いため息をついたマルクは不意に違和感を覚えた。


　袖そでの中のナイフを意い識しきし周囲を見み渡わたす。アイシャの手によるものだろうか、壁かべにはよく手入れされた鍋なべがぶら下げられ、銀ぎん製せいの食器が収おさめられた棚たなにも変化はない。何気ない素そ振ぶりで、それでいてゆっくりと慎しん重ちように立ち上がり、テーブルの上のランタンに手を伸のばす。


　ランタンに手を伸ばした姿し勢せいのまま、マルクは目を細めた。


「おかしいですね」


　屋敷の外からはなんの音も聞こえない。足音はもちろん、風の音も、ネズミが走る音も。そしてそれとは逆ぎやくに昼間は意識することもなかった地下室特有のカビの臭におい、マルクが昼間落としたはずのかまどのススや、壁のシミなどが再ふたたび広がっているように思えた。


　外との境きよう界かいが強くなっている……というより、この屋敷の存在感が強くなっている。


　──エルミナの能のう力りよく──弱まるどころか、強まっているのですか？


「見えているのですか……？」


　そう、問いかけた瞬しゆん間かんランタンの火が揺ゆれた。いや、揺れたと思ったのだ。テーブルから伸びる影かげが歪いびつに捻ねじれる。違和感に対する疑ぎ念ねんが確かく信しんに変わった。


「……〈クフ・リーン〉？」


　既き視し感──あの日、マルクが契約者となったときの光景が重なる。同じような厨ちゆう房ぼうで、同じように孤こ独どくに怯おびえ、同じように歪ゆがんだ影を見たのだ。しかし──


　──違ちがう？


　マルクはランタンから手を引き、ナイフを抜ぬいた。


　歪んだ〝影〟は壁へと伸び、独ひとりでに輪りん郭かくを変えていくが、それは山プリン犬シツプの形ではなかった。テーブルの下から真まっ直すぐ伸びる二本の影は一本に重なり、その先は砂すな時ど計けいのようななめらかな曲線を描えがいている。


　──人間……女……？


　頭部からは細かく細長い糸のようなものがいくつも流れ、なめらかなくびれを持った胴どう体たいに重なっている。髪かみの長い女じよ性せいの影に見えた。


　──なんなのです。こいつは……！


　マルクが身を強こわ張ばらせると、女性の影の頭部に切りつけたような亀き裂れつが走った。位置としては口の部分だ。それは徐じよ々じよに広がっていき、開いた隙すき間まからは背はい後ごの壁が見えていた。


　ニイ──亀裂は三日月の形に開いた。笑ったのだ。


　続けて影の亀裂は輪を描くように丸く広がり、それから小さく楕だ円えんに窄すぼまり、最後に小さな円を描く。





　　　マ　　ル　　ク





　その形が自分の名前を口にしたのだと悟さとり、マルクは悪お寒かんを感じた。


　気がついたときにはナイフを投とう擲てきしていた。小さな隠かくしナイフは縦たてに回転しながら、真っ直ぐ撃うち出され、影の額ひたいへと突つき刺ささる。そして──


　影は──破は裂れつした。


　床ゆかが、壁が、テーブルが、そこにあるランタンが、そしてマルク自身が全すべて黒に塗ぬりつぶされる。マルクは顔を塞ふさぐように身み構がまえるが、もちろんなんの役にも立たなかった。


　世界が黒に染そまった。
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「──姉ねえ様さま」


　身を強張らせたマルクは、その聞き慣なれない声に恐おそる恐る目を開けた。


　──なん、ですか……？　これは。


　目の前にあったのは、黒の世界でも、厨房でもなかった。


　品のある小さなテーブルに、背せもたれのある四つ足の椅い子す。テーブルの上には数すう冊さつの本とティーカップが載のっており、その傍かたわらに一人の少女の姿すがたがあった。


　マルクは息を呑のんだ。


　少女は翠すい玉ぎよくの瞳ひとみをしており、絹きぬ糸いとのような艶つややかな金きん髪ぱつを腰こしまで伸ばしていた。見み間ま違ちがおうはずもない。マルクが知るより少し幼おさないが、それはエルミナだった。恐らく十二、三歳さい──アイシャと同じくらいの歳としだ。


　しかし、年ねん齢れいや髪かみ型がた以上にマルクが知っているエルミナと決定的に違うのは、少女が弱々しくも温あたたかな微び笑しようを浮うかべているところだった。


「姉様。外で遊びましょう？」


　奇き妙みようなことにその声はマルクの口から出ていた。いや、正せい確かくにはマルクの立っている場所からだ。


　周りを見み渡わたすと、どうやらこちらは室外らしく、芝しばの生えた庭園が広がっていた。頭上を見上げると、石いし造づくりの大きな壁かべが聳そびえており、少し遅おくれてここがエルミナの屋敷なのだと気がついた。


　しかし周りを見渡しても、声の主らしき人物は見あたらない。少女の声に思えた。エルミナとは違い元気の良さそうな声だった。どちらかと言えば、アイシャの声に似ていた。


　キョロキョロしていると風景が突とつ然ぜん揺ゆれた。マルクは思わずたたらを踏ふむが、衝しよう撃げきはなかった。前を見ると、幼いエルミナの姿が近づいていた。


「いいでしょう？　具合がいい日くらい外に出ないと」


　マルクは手を伸ばして周囲を探さぐる。コツンと硬かたい感かん触しよくが手に触ふれた。角かく張ばっている。どうやらテーブルのようだ。


　──ということは、場所を移い動どうしたわけではないのですね。


　状じよう態たいを確かく認にんしつつ改めて周囲を見直すと、どうにも風景が大きく──というより位置が高く見える。どうやら、誰か別の人間の目線になっているようだ。


　──なるほど。誰かの記き憶おくが投とう影えいされているわけですか……。


　マルクはそう結けつ論ろんづけた。目の前の少女をエルミナだとすると三年か四年は昔の記憶だろう。記憶の主は、姉様と言っているのだから、エルミナの妹だろうか？


　エルミナらしき少女は、少し困こまったような顔をして、小さな唇くちびるを動かすが、なにを言っているのかは聞こえなかった。どうやら視し覚かくだけを共有しているらしい。


　風景がまた動き、部屋の中へと広がる。前へ移動しているのだと分かる。エルミナは苦く笑しようしながら本を畳たたみ、その表紙をこちらに向ける。『鏡の世界のアリア』というタイトルが……視し界かいを埋うめ尽つくした。


「「フゴうっ？」」


　二重の悲鳴が上がった。突然、顔面に鈍どん痛つうが走ったのだ。本で殴なぐられたらしい。


　どうやら声の主は窓まどから部屋に入ろうとしたらしく、それをエルミナに撃げき墜ついされたのだ。背せ表びよう紙しでなかった分、手て加か減げんはしているだろうが、見かけによらず容よう赦しやのない娘むすめだ。


　──何な故ぜ、痛つう覚かくまで共有しているのですか……？


　鼻をさすりながら、マルクは涙なみだをにじませた。


「い、痛いたいわ。姉様」


　幼いエルミナは模も範はん的微び笑しようを浮かべながら、ピンと人差し指を立てる。顔は笑っているが怒おこられているのだとはなんとなく分かった。


　──恐おそろしいですね……。


　声が聞こえなくとも、それが笑顔だとしても、そう感じた。声の主が脅おびえているからかも知れないが。それから、ふと疑ぎ問もんに感じた。


　──この少女……エルミナなのでしょうか？


　年齢や髪型の違いもあるが、それ以上に豊かな表ひよう情じようを示しめす少女は、あまりにマルクの知るエルミナからかけ離はなれている。


　顔は確たしかに同じなのだが、同じ人間のように思えなかった。それとも、マルクが知らないだけで、エルミナは本当はこんなふうに話したり笑ったりするのだろうか？


「本で打つのだってはしたないわ。そっちの方が淑しゆく女じよのやることじゃないと思う！」


　声の主の反発に、少女はクスクスとおかしそうに肩かたを揺らした。そこには契約者の翳かげもなく、見ているだけでこちらまで幸せになれるような気持ちさえする笑顔だった。音も聞こえたなら、銀ソ啼ロー鳥ネのような笑い声もさえずられていたのだろう。


　──エルミナも、笑えばこんな顔なのですか……。


　思わず見み惚とれてしまっていると、部屋の奥おくの扉とびらが開いた。扉から現あらわれたのは燕えん尾び服ふくの使用人だった。その顔に見覚えがあり、マルクは目を見開いた。


　そこにいたのは見間違おうはずもない、ゆるゆるとした空気をまとったドミニクだった。


　──まるで変わってない……！


　マルクはむしろそっちの方に驚きよう愕がくした。三、四年前の記憶のはずなのに、髪型まで正せい確かくに同じだ。一体あの男は何歳なのだ？　ドミニクはゆるい空気を発散しつつも、少し困こまったような表情でエルミナ……らしき少女の隣となりに歩み寄より、深々と頭を下げる。


　エルミナらしき少女は困ったように首を振ふるが、ドミニクは下がらなかった。


「そんなことくらい、分かってるわ。……ええ。姉様を困らせるつもりじゃないの。分かってるわドミニク」


　視界は少女の部屋を離はなれ、庭の方角へ移動する。去り際ぎわに一度振り返ると、少女が申し訳わけなさそうに表情を曇くもらせていた。


　それから、両手を開いて口の隣に添そえ、小さな唇を四回動かした。





　　　ご　　め　　ん　　ね





　既き視し感──マルクはそれが別の光景と重なって見えた。


　自分の名前を呼よんだ黒い影かげ。髪かみの長い女の影。この少女の影に似にてはいないか？


　風景は流れ続け、少女の姿すがたは小さくなっていく。少女は申し訳わけなさそうに小さく手を振ふっていた。マルクはその姿が見えなくなるまでそれを見つめていた。


　やがて少女の姿が見えなくなると、風景の移い動どうが突とつ然ぜん止まった。驚おどろいて前に向き直ると、そこには身なりの良い紳しん士しが立っていた。顔は逆ぎやつ光こうになっていてよく見えないが、あまり若わかくはなさそうだ。初老とまでは行かないが中年と呼ぶのも苦しいように思える。


「お父様……」


　声は、少し寂さびしそうにそう呟つぶやいた。


　──お父様──……エルミナの父親ですか？


　それから、マルクはエルミナの屋や敷しきで、彼女の父も、この声の主らしき少女も見たことがないことに気がついた。


　この記き憶おくから現げん在ざいまでの間に、なにかあったのは間ま違ちがいない。


　そう考えたとき、マルクが用意した紅こう茶ちやを啜すするエルミナの姿が脳のう裏りを過よぎった。続けて──チクリとしたなにかを責せめるような痛いたみ。ますます自分が取り返しのつかないことをしているような罪ざい悪あく感。そして途と方ほうもない居い心ごこ地ちの悪さ。


　マルクは戸と惑まどいを振り払はらうように頭を振った……つもりだ。


　誰だれの記憶かは知らないが、こんなところで思い出鑑かん賞しように付き合ってやる義ぎ理りはない。いつまで続くのか分かったものではないのだから。


　テーブルの上を感かん触しよくだけで探さぐる。食事中だったので、そこにフォークがあるはずだ。最後のナイフを投げてしまったため、フォーク一本でもないよりはマシだろう。


　探るうちに手の甲こうになにか硬かたいものが触ふれた。


（──ふぐおっ？）


　熱い──というよりも痛い、と感じた。一いつ瞬しゆん遅おくれてランタンに触れてしまったのだと気がついた。


　ガシャン──なにかが割われた音が響ひびいた。


　──しまった！


　マルクは血の気が引くのを感じた。触れた拍ひよう子しに、ランタンを落としてしまったらしい。ランタンの中には油と火が入っているのだ。


　足あし下もとで熱が広がり、視界が赤く染そまった。





　身を強こわ張ばらせて──マルクは啞あ然ぜんとした。


　目の前が炎えん上じようしていた。押おし寄よせる熱気で息が詰つまるほどに。しかし、それはランタンを落としたせいではなさそうだった。


　──どういうことですか……？


　そこでは轟ごう々ごうと炎上する屋や敷しきがあった。辺りは炎ほのおに照らされているもののぼんやり薄うす暗ぐらい。どうやら夜のようだ。場所は先ほど声の主が立ち止まった庭から移い動どうしていないように思える。


　炎はすでに屋敷全体へ広がっており、中に人間がいたとしたらもう助からないだろう。


　火事は屋敷だけに留とどまらず、庭にもその火をまき散らしている。立ち止まっている場合ではないだろう。すぐに自分のいるところまで火は回ってくる。音は聞こえないというのに、押し寄せる熱気は、息苦しさと共に肌はだでじりじりと感じられた。


　しかしそれ以上にマルクに衝しよう撃げきを与あたえたのは、そこに一人の少女が立っていたことだった。先ほどよりも少し成長しており、数年後の──マルクが知るエルミナとさして変わらぬ歳の少女になっている。


　しかし、その瞳ひとみは涙なみだに濡ぬれ、嫌けん悪おと失望の色に染まっていた。


　景色は少女へと一歩近づく。しかし近づいた分だけ少女は後あと退ずさる。少女は嫌悪の眼まな差ざしのまま、なにかを叫さけんだ。罵ば倒とうされているのだと分かった。


「──ち、違う。私はただ、姉様を助けたくて……」


　うろたえた声がそう言うと、少女は契約者のごとく暗い瞳を向け、呟いた。





　　　人　　殺　　し





　声は聞こえなかったというのに、そう言われたのだとは何な故ぜか理り解かいできた。


　少女の姿が一歩遠ざかる。少女が逃にげたのではなく、声の主の方が後退ったのだ。その背せ中なかがなにか大きなものにぶつかった。


　視界がグルリと周り、目の前には男が立っていた。顔の左半分を押さえていて、その下からはドロドロとどす黒い血けつ液えきが流れ続けている。


「そん……な……」


　重傷のようだが、男は口元をつり上げ醜しゆう悪あくな笑えみを浮うかべていた。片かた手てで顔を押さえつつ、もう片方の手を伸のばしてくる。残った片方の瞳には仄ほの暗ぐらい翳かげが揺ゆれていた。


　──この男……契約者ですか。


　男の視し線せんが声の主からその後ろへ移動する。少女の方だ。マルクが振り返ると、すっぽりと表ひよう情じようの抜ぬけ落ちた少女の姿すがたがあった。驚おどろいていいのか、脅おびえるべきなのか、浮かべる表情が思いつかないといった様子だ。


　少女は震ふるえる唇くちびるでなにかを呟つぶやく。驚いているのは分かるが、なにを言っているのかはやはり聞こえない。それから、男の視線は再ふたたび声の主へ向けられる。少女はようやくハッとしたように駆かけ寄ってくる。


　しかし、それは遅おそすぎた。男は高らかになにかを叫び、燃もえる世界が遠のいていく。声の主から意い識しきが消えたのだと、分かった。





　　　　[image: ]





　気がつくと、マルクはテーブルに突つっ伏ぷしていた。


　顔を上げると、ランタンは相変わらず、暖あたたかな灯あかりを灯ともしており、炎上する屋敷はもちろんのこと、影の女もどこにも見あたらなかった。


「──夢ゆめ……だったのですか……？」


　それから夢の中で、自分が確たしかにテーブルからなにかを落としたことを思いだし、足下を探さがすが、なにもそれらしいものは見あたらなかった。割れたような音がしたのだが、ランタンも食器も無事だった。


「は……はは、夢ですか。疲つかれているのですかね」


　マルクは乾かわいた声で笑った。エルミナへの罪ざい悪あく感から、あんな夢を見たのだろう。


　よく考えると、深夜の厨ちゆう房ぼうという場所は、マルクにとっていい思い出のある場所ではない。〈クフ・リーン〉と契約を結んだ場所であり、それまで孤こ独どくと寒さに震えていた場所なのだから。思い返せば、あのころもよく悪あく夢むを見たものだ。


　──いやに、生々しい夢でしたね……。


　炎上する屋敷。契約者の男──恐おそらくはエルミナの父親。夢の中だったというのに痛いたみさえ感じたような気がする。


　しかし屋敷はこうして今ここにあるし、ドミニクはいくらなんでもそのまま過すぎる。エルミナがあんなふうに笑うはずもなく、声の主はアイシャの姿が重なっていたのだろう。


　そう考えれば、自然と説明できる。


「まったく……、気弱になっているのでしょうか」


　苦く笑しようしながら立ち上がり──硬こう直ちよくした。壁にある異い物ぶつが目に留とまってしまったのだ。


　壁には、小さなナイフが突き刺ささっていた。そして、そこはマルクが影の女目がけて投とう擲てきした位置だった。


　袖そでの中に隠かくしていたはずのナイフの感かん触しよくはない。マルクはフラフラと壁に向かって足を進める。近づいて見るとそれは間ま違ちがいなく自分のナイフだった。恐る恐る手を伸ばし、ナイフを引き抜こうとするが、思ったよりも深く食い込こんでいてなかなか抜けなかった。


　パキン──力の入れ方が悪かったようだ。上下に何度か揺らすうちに、ナイフは澄すんだ悲鳴を上げて真っ二つに折れてしまった。


　折れたナイフを見つめ、マルクは自分の意い志しもへし折れたような気がした。


　泣いていたエルミナ──炎えん上じようする屋敷──契約者の男──そして見ているだけで幸せな気持ちになれる笑顔──断だん片ぺんとはいえ、垣かい間ま見てしまったエルミナの過か去こ。


　自分のやっていることは逆さか恨うらみなのだと、突きつけられたような気がした。


　エルミナも理り不ふ尽じんな目に遭あい、大切なものと居い場ば所しよをなくした人間なのだ。なぜなら彼女もまた契約者なのだから……。


　マルクはしばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、それから頭を振ふった。


　──あれが夢ではないとしても、実じつ際さいの記き憶おくだとどうして言えます。


　マルクはランタンを手に取ると、厨ちゆう房ぼうを飛び出した。





　石いし造づくりの通路を駆け抜け、小さく弧こを描えがく階かい段だんを駆け上る。その間にも、床ゆかや壁の状じよう態たいを流し見る。


　いくら掃そう除じが行き届とどいていようとも、石にこびりついた火事の焼け跡あとなど拭ぬぐいきれるものではない。石ごと張はり替かえたのならその違い和わ感は必ず残る。もちろん、床や壁には焼けた跡はないし、張り替えたような真新しさもない。


　──思い過すごしです。そうに決まっています。


　玄げん関かんホールを抜け玄関の扉とびらを開く。すでに日はどっぷりと暮くれており、ランタンの灯りが届とどくのも三歩先の距きよ離りといったところだ。心もとない灯りで前方を照らしながら、庭の一角を目指す。昼間、休きゆう憩けいをもらったとき寝ね転ころがっていた場所だ。


　ほどなくして目的の場所にたどり着くと、いつの間にか息切れをしたように呼こ吸きゆうが荒あらくなっていた。それほど運動をしたはずはないのに、全力疾しつ走そうでもしたあとのようだ。


　自分の後ろに、確かめたい光景があるのだが、マルクはなかなか後ろを振り返ることができなかった。寒いわけでもないのに、何な故ぜかランタンを握にぎった手が震えていた。


　──さっさと振り返るのです。こんなもの、気のせいに決まっています。


　自分にそう言い聞かせ、マルクはようやく振り返った。


「……ここで、一体なにがあったというのですか」


　脱だつ力りよくしたように、マルクはその言葉を吐はき出した。


　背はい後ごにはマルクが出てきた屋や敷しきが見えている。その一階の窓まどの一つは、あの幻まぼろしの中で申し訳わけなさそうに少女が手を振っていた場所だった。


　不意に幻で見た光景がそのまま重なり、少女が再ふたたびそこで手を振っているような錯さつ覚かくを覚えた。マルクはフラフラと引き寄よせられるようにそちらに足を進める。


　庭を横切り、あのときの窓へ歩み寄る。さすがに夜ということもあり、窓は閉とじられているし、カーテンも閉しまっているので中の様子はうかがえない。しかし、それでも十分過ぎるほど理り解かいしてしまった。


　あの少女はここで本を読んでおり、声の主──マルクが見た記憶の主は、この窓から入ろうとして本で打たれたのだ。そのことを思い出し鼻の頭をさすると、まだズキズキと痛みが引いていた。


　窓の縁へりはマルクの腰こしほどの位置で、幻で見た目線は頭二つ分ほど低いものだった。


　──子供の目線……ですか。


　マルクはその場でしゃがみ込んでみる。あのときの目線と同じであることが確かく認にんできてしまった。


　髪かみの長いエルミナ──そしてその妹らしい少女の記憶──あの幻を事実だとするならこの屋敷は燃もえたのだ。あの火の勢いきおいでは、雨が降ふったとしても全焼していただろう。


「なのに、何故この屋敷はここにあるのですか？」


　そしてマルクは思い出した。ロックウォールでいくら調べても、この屋敷がいつからここにあって誰が住んでいたのか、なにも記録を見つけられなかったことを……。


　間違っても、建て直したものではないだろう。この屋敷は建ってから二、三百年は経たっている。そもそもそんな大がかりな工事をすれば、街に記録が残らないわけがない。


　にもかかわらず、全焼したはずの屋敷が何故こうして存そん在ざいしているのか？　そして夢ゆめの中の登場人物たちはどうなったのか？


　──あの声の主──記憶の持ち主の少女は、死んだのでしょうか……。


　状じよう況きようから考えれば、助かる見込みはないだろう。契約者に襲おそわれた上に、すぐ側そばでは大火事が起こっていた。記憶が途と切ぎれたのも、そこで死んだからだとすれば納なつ得とくできる。


　──ですが、何故そんな記憶を私が見るのですか？


　唸うなり込んでいると、甘あまい芳ほう香こうが漂ただよっていることに気づいた。


　──香水……いいえ、花の香かおりでしょうか？


　ランタンを掲かかげ、辺りをキョロキョロと見み渡わたすと、その正体はすぐに知ることができた。


「これは……」


　今まで気づかなかったが、マルクの背後──窓の正面には、花か壇だんが広がっていた。アイシャが手入れしたものだろうか、紫色の小さな花が見事に咲さき乱みだれている。


　──見つけましたね……。幻との相そう違い点。


　その花壇はマルクが見た幻には出てこなかったものだった。花壇自体がなかったように思える。あの幻がマルクの潜せん在ざい意い識しきを投とう影えいしただけの幻げん覚かくだったなら、この花壇とて出てきただろう。これだけ存在感のある花壇なのだから。


　マルクは花壇に歩み寄り、側にしゃがみ込む。


　一つの茎に、いくつもの花が密みつ集しゆうして玉のように開花している。花びらは一枚まい一枚が親指の爪つめ程てい度どの大きさで、二重の意味で丸っこい花だ。


　──この花……見覚えがありますね。


　それは、初めてエルミナに会ったとき──つまりマルクが返り討うちにあったとき、エルミナが出した花だ。確たしかサテルナスという名前だ。エルミナの好みなのだろうか？　とにかくこの花壇はあの火事のときにはなかった。


　──火事……？


　そのことでなにか特別な疑ぎ問もんを抱いだいたわけではなかった。ただ、それなら土の中に焼け跡あとかなにか残っていないかと考えただけだった。


　マルクは花壇の側の地面を手で掘ほり返した。土を押おしのけ小石を掘り出し。そして、手首ほどの深さまで掘ったところで、それは唐とう突とつに姿すがたを現あらわした。


　指先に走った痛いたみと、なにか硬かたい感かん触しよくで、石ころかなにかをひっかいたのだと思った。それはまあ、間ま違ちがいではなかったのだが、問題はその量だった。


「なんなのですかこれは……！」


　土を押しのけると、ごつごつとした石ころに、砂じや利りのような砂すな。ランタンで照らすとそれらは全すべて燃えるような赤だった。そして、そこがどこなのか思い出したかのように唐突に漂い始めるサビ臭くさいホコリの臭におい。


　──ワイルドバーンの荒こう野やだというのですか……！


　信じられないが、マルクが掘り当てたのはロックウォールの外に広がる荒野だった。ほんの少し地面を掘り起こしただけで姿を現したのだ。それは、この屋敷とその敷地が荒野の上にポンとのせられたような状じよう態たいだということだった。


「信じられない……」


　マルクは思わず声に出して呆ぼう然ぜんとした。ここには森を思わせるほど広大な庭園が広がっているのだ。そのすぐ下がこんな荒野になっているなどあり得ない。この庭園は一体どうしてこんな大地で、朽くちることなく咲き誇ほこっていられるのだ。


　それから、マルクは周囲の異い常じように気がついた。マルクは植物の名前など知らないし、どの花がどんな季節に咲くのかなど知らない。


　しかしそれでも、窄すぼまった壺つぼのような形の愛らしい花を咲かせることで近年流行しているウェーナスという花が春に咲くことくらいは知っているし、ワイルドバーンの気候で紅ア甘ポル実ロの実は実らないことくらいは知っている。紅ア甘ポル実ロは赤子の頭ほどもある真っ赤な実を実らせ、その可か愛わいらしい外見と甘かん味みから広く好まれているが寒冷地方の特産物である。


　にもかかわらず見上げた木には青い紅ア甘ポル実ロの果実がぶら下がっており、昼間見かけた花壇にはウェーナスが平然と咲いていた。今の季節は夏で、そもそもこんな薄うすっぺらい土ど壌じようで木の実など実るわけがない。


　──〝在あるはずのないもの〟が存在している──


　この状況を説明できる理り屈くつが思いつかず呆然としていると、ガラガラと喧やかましい音が聞こえてきた。立ち上がってみると、門の方から馬車が一台入ってきていた。御ぎよ者しや台だいにはランタンが揺ゆれていて、それがエルミナの馬車だと認にん識しきできた。


　──もう帰ってきたのですか……？


　あの夢を見ている間に、それほど時間が経けい過かしていたのだろうか。マルクはエルミナたちが出発してから、まだ一時間程てい度どしか経たっていないと思っていた。


　マルクはランタンを手に取り、馬車に向かって駆かけ出した。





「マルドゥーク君。扉とびらを開けてくれ！」


　馬車を停止させるなり、ドミニクは叱しつ咤たするように声を荒あららげていた。普ふ段だんの彼からは想そう像ぞうもつかない険けわしい表ひよう情じようだ。


「なにかあったのですか？」


　マルクの疑問に返事もせず、ドミニクは御者台から飛び降おりると客車の扉を開ける。


「あ……、マルクさん」


　扉の向こうでは、アイシャが青い顔をしていた。座ざ席せきに腰こしかけたまま、立ち上がろうともしないので不思議に思っていると、その膝ひざに載のっているものを見てしまった。


　マルクは自分の目を疑うたがった。


　アイシャの膝には青ざめたアイシャよりも、さらに青白い顔をしたエルミナの頭が載っていた。どうやら座席からずり落ちないよう、膝ひざ枕まくらをしていたらしい。意識がないらしく、腕うでは体の上で組まされ、足はダラリと放ほうり出されていた。


　──まさか……、アルバに後おくれをとったと言うのですか？


　契約者である自分が不意打ちで仕し掛かけていながら、あっさりと返り討ちにあったのだ。その相手が、昏こん倒とうしている姿すがたが信じられなかった。


　マルクが啞あ然ぜんとしている間に、ドミニクは馬車に乗り込こみ素す早ばやくエルミナを抱かかえ上げる。


「マルドゥーク君。早く扉を開けてくれないか」


　ドミニクの叱咤にようやく我われに返り、マルクは慌あわてて玄げん関かんを開けた。


「アイシャ。エルミナお嬢じよう様さまのベッドを整えて。マルドゥーク。君はお湯を沸わかして」


　さすが家令と言うべきか、ドミニクは的てき確かくに指し示じを飛ばしながら、素早い足取りでホールを横おう断だんしていく。


　マルクも指示に従したがい屋や敷しき内へ戻もどるが、アイシャは慣なれないドレス姿で走るのが難むずかしそうだった。スカートの裾すそを抱えながら必死で走っているが、マルクが歩いているのとあまり変わらない速度だ。その隣となりに並ならび、玄関ホールを渡わたりながら事情を聞き出す。


「一体、なにがあったのです？」


「それが……、あたしにもよく分からないんです。アドナイさんのお屋敷を案内してもらってたら、エルミナが突然倒たおれて……」


　アドナイというのは、確たしか鉱こう山ざん主ぬしの名前だ。街の外れに風変わりな屋敷を持っているという話を聞いたことがある。


「誰だれかに……、いえ、お嬢様は持病をお持ちだったのですか？」


　見たところ、エルミナに外がい傷しようはなさそうだった。誰かに襲おそわれたのかと聞くのは不自然だろう。幻まぼろしの中で見たエルミナが体が弱そうだったことを思い出し、そう尋たずねてみたのだがアイシャは首を横に振る。


「今まで、こんなことはなかったんです。ずっと元気にしてたし、昼間だっていっしょに……、どうしよう」


　アイシャにとってエルミナは心の支ささえに近い存そん在ざいらしい。半分泣き始めていた。


「急な外出で体調を崩くずすことはよくあることです。こんなときこそ、使用人の私たちがしっかりしなければいけないのではありませんか？」


　ついつい励はげましてしまうと、アイシャは目元を拭ぬぐって弱々しい笑え顔がおを浮うかべた。


「はい。マルクさんの言うとおりです。ああ……、もう行かなきゃ。マルクさんもお湯とかお願いします」


「任まかせてください」


　スカートの裾を持ち上げ、転びそうな危あぶなっかしい足取りで、階段をパタパタと上っていくアイシャを見送りつつ、マルクは地下の厨ちゆう房ぼうへと駆け下りた。


　かまどの火は、先ほどマルクが調理をしたときのまま燃えている。薬や缶かんもそのとき沸かした湯が残っている。その湯を鍋なべに移うつし、水を足してからかまどにかける。


　──アルバに襲しゆう撃げきされたわけではないのですか……。


　確かにマルクが流した情じよう報ほうは、週末に汽き車しやを使うだろうという話であり、今日出かけることは突とつ然ぜん決まったのだ。アルバがその情報をつかめたとは考えにくい。


　──やはりあの幻の通り、エルミナは持病を抱えていたのですか？


　しかし、アイシャはそんなことは知らない様子だった。アイシャがこの屋敷に勤つとめ始めてどの程てい度どかは分からないが、エルミナが持病を持っているのならその説明くらいはされていたはずだ。


　──では、それ以外のなにか？


　そこまで考えたところで、湯が沸いていることに気がついた。
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　ドミニクは屋敷に戻る前に医い師しへ連れん絡らくをしていたらしく、マルクが湯を運んだときにはつるりと頭とう髪はつをそり上げた医師がやってきていた。デップリとした体形で、いまいち年ねん齢れいが読めない。ひとまず若わかくはない。


　ドミニクと医師の手伝いでマルクはあちこち駆け回り続けた。もっともタオルなどの必要なものは、アイシャが用意してくれていた。おかげで、戸と棚だなをひっくり返すような真ま似ねはせずに済すんだ。彼女は見た目ほど、うっかりものというわけではないようだ。


　アイシャはその間に着き替がえをしていたようだが、着慣れないドレスは脱ぬぐのも難むずかしいらしく、ときおり部屋から唸うなるような声が漏もれていた。


　やがて医師の診しん察さつは終わり、ドミニクも医師を見送るため出ていってしまった。それを見送ると、ようやく使用人のお仕着せに着替え終えたアイシャが戻ってきた。


「エルミナ……良くなりそうですか？」


「熱が出ている以外に異い常じようはないそうです。きっと疲つかれが出たのでしょうと説明されました。薬に熱冷ましを処しよ方ほうされましたよ」


　そう説明すると、アイシャも少しホッとしたような表情を見せた。


「良かったぁ……」


「アイシャはお嬢様のことが大切なのですね」


「だ、だって、ずっと元気にしてたのに、いきなり倒れたんですよ？　あ、あたしだって驚おどろきます！」


　エルミナが元気かそうでないかなど、表情や態たい度どからでは窺うかがいようがない上に、アイシャがなにかに驚いているのはいつものことのように思える。その感想を口には出さないよう堪こらえていると、アイシャがなにか気まずそうな顔を向けてきた。


「あ、あの、マルクさん」


「なんです？」


「その、少し、変な話、聞いてもらえますか？」


　その表情は、いつものはつらつとした少女のものではなかった。瞳ひとみには暗い翳かげが揺ゆれており、契約者ではないかと思ってしまうほどのものだった。


　マルクはギョッとしながらも、笑顔を取り繕つくろって聞き返す。


「なにかあったのですか？」


「……エルミナが倒れたときなんですけど。あたし、変なものを見たんです」


「変なもの……ですか？」


　アイシャは暗い表情で頷うなずき、やがて小さな声で呟つぶやいた。


「──犬の〝影〟──」


　マルクは、目を見開いた。


「へ、変なことを言ってるのは分かってます。だけど、エルミナの影が、変な形に見えて、その、まるで犬とか狼おおかみみたいに見えたんです」


　──〈クフ・リーン〉……？


　それ以外に思いつかない。滅めつされたのではなかったのか？


「その影が笑ったように見えて、エルミナの影を食べちゃったみたいに……そうしたらいきなりエルミナが倒れたんです」


　マルクは、愕がく然ぜんとした。間ま違ちがいない。〈クフ・リーン〉だ。影の精せい霊れいは今いま頃ごろになってエルミナを攻こう撃げきしたのだ。


　──どうなっているのです？　今まで何度呼よびかけても応こたえなかったというのに……。


　それから、マルクは自分に契約の対たい価かが戻もどってきていることを思い出した。


　──まさか……！　〈クフ・リーン〉は私を離はなれて暴ぼう走そうしているのですか？


　エルミナを攻撃したとき〈クフ・リーン〉は直ちよく接せつ反撃を受けている。傷きずを負ったことで暴走しているというのは、考えられない話ではなかった。


　その結けつ論ろんに戦せん慄りつしていると、アイシャは沈しずんだ表情をしていた。


「ごめんなさい。変ですよね？」


　マルクはいつの間にかずり落ちていたメガネを押おし戻す。


「先クー住ラ民ンは、開拓者フロアテイナにはない力を持っていたと聞きます。そのアイシャが見たというのなら、私は本当のことだと思いますよ」


　それは噓うそだった。自分がやったことだと言いたくないから、もっともらしいことを言って誤ご魔ま化かしているだけだ。アイシャはそれでもホッとしたような顔をしてくれた。


「ありがとうマルクさん」


　マルクは自分の偽ぎ善ぜんに吐はき気を感じた。自分にはこんなふうに笑い返してもらう資し格かくなどないのだ。恐おそらくそれは自分がけしかけたものなのだから。


　自じ己こ嫌けん悪おに陥っていると、アイシャが上目遣づかいにマルクを見上げていた。


「マルクさん。あの……、エルミナの様子、見に行ってもいいですか？」


「ドミニクさんがお出かけになっているのですから、アイシャが様子を見なければいけないと思いますよ」


　そう答えると、アイシャの表ひよう情じようは少しだけ軽くなった。マルクとしては、励はげましたというよりは事実を告げたつもりだったのだが。


　ドミニクは医い師しの見送りの他ほかにも、鉱こう山ざん主ぬしに謝しや罪ざいなどで当分戻りそうにはなかった。それにエルミナは年とし頃ごろの娘むすめのなのだ。看かん病びようはともかく、それ以外の世話を男であるマルクがやっては問題があるだろう。


　パタパタと階かい段だんを駆かけ上る背せ中なかを見送っていると、アイシャは突とつ然ぜん足を止めた。


「マルクさん、なにやってるんですか。早く行きましょう！」


「私も……ですか？」


「当たり前じゃないですか」


　アイシャはパタパタと駆け戻ってくると、マルクの手を取る。


「マルクさんも、心配で堪たまらないって顔してますよ！」


　元気よくそう言われ、マルクは自分の顔が強こわ張ばるのを感じた。


　心配？　誰の？　エルミナの？


　──私はただ、私のせいでこうなったらしいから落ち込んでいるだけで、心配など……。


　それが心配をするということなのだと気づけないマルクは、アイシャにグイグイと引っ張ぱって行かれてしまった。





　エルミナは、青白い顔のまま、ベッドに横たわっていた。服ふく装そうはまだドレスのままのようだ。掛かけ布ふがはだけて肩かたが露ろ出しゆつしていたので、アイシャがそっと直していた。


「エルミナ……」


　心配そうにそう呟くと、アイシャはハッとしたように顔を上げた。


「お水、用意してませんね」


　エルミナの額ひたいには濡ぬらしたタオルが載のせられているが、それを冷やすべき水がなかった。


「ああ……、そうでした。診しん察さつで汚よごれたようでしたので片かた付づけたのでした。新しいのを持ってきますよ」


　そう言って部屋を出ようとすると、アイシャが止めてきた。


「マルクさん、ずっと動きずくめでしょう？　あたしがとってきますよ。マルクさんはエルミナの側そばにいてあげてください」


　──側にいるなら、私よりあなたの方がいいのでは？


　そう言おうとしたときには、アイシャはすでにパタパタと駆けていっていた。


　──やれやれ……。人の話を聞かない娘むすめですね。


　仕方がないので、ベッドの横の椅い子すに腰こしかける。エルミナは、血の気のない顔色で、息苦しそうな寝ね息いきを立てていた。


　──これが、本当に私を返り討うちにした契約者なのですか……？


〈アルス・マグナ〉──錬れん金きん術じゆつ師しが神になるため追い求め見いだした精霊。契約者としてそれなりの力を持っているはずのマルクが攻撃することすら叶かなわなかった契約者。


　それがこれは一体なんなのだ。どこにでもいるただの娘ではないか。


〈空白の契約書〉──呪のろいじみた服従の契約書。エルミナが死ねばその効こう力りよくも失われると考えられるが、あれを書かせたのは本当にこの娘なのか？


　その細い首は、手をかければ簡かん単たんに折れそうではないか。そうでなくとも、このまま放ほうっておいてやれば、勝手に死んでしまいそうではないか。


　チクリ──と、また責せめるような痛いたみを感じた。


　──いいえ。エルミナの能のう力りよくなら、こんな状じよう態たいでも障しよう害がいを迎げい撃げきするでしょう。


　そう、この娘は悪あく魔まのような契約者なのだ。精せい霊れいでも滅めつし、契約者であっても逆さからえないような契約書を持った鬼おにのような…………鬼のような………………。


「……ただの、娘ではありませんか」


　マルクはうな垂だれた。


　精霊を失い、契約者として面メン子ツを潰つぶされ、絶ぜつ対たい服従の契約書に署しよ名めいをさせられ、挙あげ句くの果てに隠かくれ家がを燃もやされ一文無し…………………………………………。


　──よくもまあ、短時間でこれほど立て続けに起こったものですね……。


　思い返すと、ため息が漏もれてしまった。


　ともかく、さんざんな目に遭あって、エルミナに恨うらみを向けてしまったが、よく考えると彼女が直ちよく接せつ手を下したのは契約書の件だけだ。それもマルクが刺し客かくとしてやってきたことを考えれば、むしろ手を差し伸のべられたようなものだ。


　──こんな姿すがたが見たかったわけではないのです……。


　これが自分でやったことなのだと考えると、どうしようもない気持ちになった。


「エミ……リ……オ…………」


　不意にエルミナの唇くちびるから溢あふれた言葉に、マルクは顔を上げた。聞いたことがない名前。女じよ性せいの名前だろうか、エルミナの名前と響ひびきが似にていた。


　どうやら悪い夢ゆめでも見ているらしく、青白い顔は苦く痛つうを感じたように歪ゆがんでいる。色が失われた唇は、凍こごえるように震ふるえていた。


　こんなとき、どうすればいいかは思いつかなかった。うなされてもがくうちに、掛布がはだけ腕うでが露ろ出しゆつした。出かけるとき身につけていた長い手て袋ぶくろは外されていて、真っ白の腕がさらけ出されていた。


　掛布をかけ直してやろうと、マルクは手を取り上げる。


「……………………」


　手を握にぎると、そのままギュッと握りかえされてしまった。折れそうなほど細い指は脅おびえるように震えていた。


　憎にくい敵てきであるなら、その手を振ふり払はらうのが普ふ通つうだろう。しかしマルクにはその選せん択たく肢しが思いつけなかった。


　その手があまりに心細そうで、マルクはただそっと握りかえしていた。


〈クフ・リーン〉は影かげを〝破は壊かい〟することもできる。エルミナの精霊は当然それを防ぼう御ぎよしたのだろうが、防ふせぎきれなかったのかも知れない。それならば、医者には原げん因いんが分からないだろう。


　契約者は異い能のうであって万ばん能のうではない。力が大きければ強いというわけではない。そんなことくらい分かっていたはずなのだ。そしてマルクは一いつ矢し報むくいたのだ。


　しかし、なにも嬉うれしくなかった。


　エルミナの寝ね顔がおを見つめていると、その枕まくら元もとに小さな額がくが飾かざられていることに気がついた。ホコリをかぶらせないためだろうか、伏ふせられた卓たく上じよう式しきで金属製の額だった。


　マルクは空あいている方の手でその額を起こしてみる。マルクの手の平より少し大きいくらいの額がく縁ぶちだ。どうやら写フオト真グラフではなく、絵画のようだ。


　そこに描えがかれているものを見て、マルクは全すべてを理り解かいした。


　額縁の中に収おさめられていたのは、親子らしい三人の男女を描いた肖しよう像ぞう画がだった。写フオト真グラフと見み間ま違ちがうほど精せい密みつに描かれたものだ。


　幻まぼろしの中で見た契約者の男。五十代に差しかかったくらいだろうか。顎あごの周りに整ったヒゲを生やしており、穏おん和わそうな笑えみを浮うかべている。その傍かたわらに、エルミナと同じ顔をした少女が描かれている。金色の髪かみを腰こしにかかるほど長く伸ばし、穏おだやかな微び笑しようを浮かべている。十二、三歳さいくらいで、ずいぶん歳としの離はなれた親子だったのだと分かる。そしてその反対側には、もう一人の少女……。


「双ふた子ご……だったのですか」


　翠すい玉ぎよくの瞳ひとみをしたもう一人の少女。活発そうな笑顔を浮かべており、そちらの顔もエルミナと同じものだった。そして、その髪は肩かたにも掛かからない長さで切りそろえられていた。


〈クフ・リーン〉はエルミナの影を喰くったのだろう。そしてその契約者であるマルクに記き憶おくの断だん片ぺんが流れ込こんだのではないか。


　マルクは髪の短い方の少女を見つめた。


　──つまり、私はエルミナの記憶を見ていたのですか……。


　人殺し──そう、罵ば倒とうされた少女。幻の中で響ひびいていた姿なき声の主。それが、エルミナだったのではないか。
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　翌よく朝あさ。エルミナは目を覚まさなかったが、熱はようやく下がった。


　明け方まで、マルクはエルミナの看かん病びようをしていた。アイシャも眠ねむれないからといって、隣となりにいたのだが、やはり慣なれない服を着て慣れない場所へ出かけた疲つかれがあったのだろう。途と中ちゆうで寝入ってしまった。ドミニクの方は明け方になってようやく戻もどってきた。エルミナの熱が下がったことを伝えると、安心したようでそのあと就しゆう眠みんした。


　熱が下がったし、そのまま置いておくと寝ぼけたアイシャがひっくり返しかねないので、洗面器と濡ぬれタオルを片かた付づける。


　そうして再ふたたびエルミナの寝しん室しつに戻ると、テラスから心ここ地ちよい朝日が差し込んでいた。


　──日の光が心地よい……ですか。


　契約者になってから、日の光は害毒以外のなにものでもなかった。それを清すが々すがしいと感じられるのが信じられなかった。


　病人がいるのに窓まどをあけるわけにはいかないので、マルクはカーテンだけ開ける。窓の向こうには青々とした草が茂しげる庭が広がっており、その向こうにはホコリと錆さびの立ちこめる街まち並なみが見えている。


　境きよう界かい線せんがあるような別世界に思えても、やはりここは街の隣にあるのだ。切って貼はり付けたようなちぐはぐな光景を眺ながめながら、マルクは大きな欠あく伸びをした。


　看病がどうしたというよりも、エルミナが倒たおれたのが自分のせいだと考えると、眠るに眠れない。それでも眠たいとは感じるもので、なんとももどかしいものだった。


　あまり光が差し込みすぎると眩まぶしいだろうから、マルクは薄うす手でのカーテンだけ戻してベッドの隣に戻る。アイシャがすやすやと寝息を立てているが、肩にかけていた掛布がずり落ちている。床に落ちてしまった掛布を拾い上げようとして、マルクは手を止めた。


　エルミナの翠玉の瞳がこちらを向いていた。


「起こしてしまいましたか？」


　上う手まく笑えたか自信はなかったが、そう問いかけるとエルミナはゆっくり首を振ふった。


「……少し前から、目は覚めていた」


「お着き替がえになりますか？」


「……いや、いい。アイシャを起こしたくない」


　そう言ってアイシャに向けた眼まな差ざしは、幻の中で見た髪の長い少女と同じものだった。それを見て、エルミナがアイシャに甘あまい理由が分かったような気がした。


　──自分と重なって見えるのですか……。


　アイシャは幻で見た記憶の持ち主──髪の短いエルミナによく似にている。他人に思えないというのは考えられる話だ。エルミナはアイシャからマルクに視し線せんを戻す。


「……私は、倒れたのか」


　精せい霊れいに攻こう撃げきされたことに気づいていないのか、エルミナはそう訊きいてきた。表ひよう情じように変化はなく、声も抑よく揚ようのないものだったが、どこか困こん惑わくしているように見えた。マルクはまたぎきになるがその後の経けい緯いをかいつまんで話した。


「──アドナイ氏からお大事にという言こと伝づてがあったそうです」


「……そうか」


　報ほう告こくを聞き終わると、エルミナはぼんやりと宙ちゆうを見つめていた。まだ熱が下がったばかりだ。疲れているのかも知れない。少し休ませた方がいいように思えるが、アイシャをどうしたものか。


　頭をひねっていると、エルミナはマルクに眼差しを向けていた。


「……君が、看病を？」


「アイシャも明け方までは起きていました」


　エルミナは何な故ぜか表情を曇くもらせた。心配をしているというよりは、以い前ぜんのように自じ己こ嫌けん悪おに陥っているように見えた。


「ずいぶん、うなされておいででした。アイシャも心配していましたよ」


「……私は、なにか言ったか？」


「うわ言でございますか？　私は特にお聞きしておりませんが」


　もちろんそれは噓うそだった。エルミナはうなされながら何度も〝エミリオ〟という名前を口にした。恐おそらくそれが髪かみの長いエルミナ──双ふた子ごの姉の名なのだろう。あの幻まぼろしと同じ夢ゆめを見ているのだろうと分かった。


　エルミナは疲れたように目を閉とじた。


「……酷ひどい、夢を見た」


「夢は、ただの夢でございますよ」


　エルミナは目は開けなかったがピクリと体を震ふるわせた。


「早く、お忘わすれになった方がよろしいかと思います」


「……それが、忘れられない夢なら？」


　そう言われると言葉に窮きゆうしてしまう。何な故ぜなら早く忘れたいのは、マルクの方なのだから……。


「……すまない。八つ当たりだった」


　エルミナの方からそう言われ、マルクは驚きよう愕がくした。マルクがやったことは謝あやまったくらいで済すまされることではない。エルミナはこうして高熱を出して倒れたのだから。それが逆ぎやくに謝られてしまうとは……。


　うろたえていると、エルミナは目を開いて静かに言った。


「……執バト事ラー。紅こう茶ちやを淹いれてもらえまいか。あの鬱デ金イー玉ナが浮ういたものが飲みたい」


　そう言ったエルミナはいつも通りの無表情で、心中を窺うかがうことはできなかった。


「エルミナ……？」


　マルクが紅茶を淹れようと立ち上がると、寝ねぼけたような声が上がった。見るとアイシャが目をこすりながら顔を上げていた。


「エルミナ？　起きたの？　よかったぁ。大だい丈じよう夫ぶ？　痛いたいところない？」


　アイシャは起きるなり質しつ問もん責ぜめにしていた。エルミナは困こまったように、しかし少し嬉うれしそうに、それでいてどんな表情を浮かべればいいのか分からないように、微び妙みような表情を浮かべた。


「……痛くはない」


「もう、心配したんだよ？」


「アイシャ。お嬢じよう様さまはまだ…………」


　飛びついたアイシャを止めようとして、マルクは口を噤つぐんだ。飛びつかれたエルミナの目に、涙なみだが浮かんでいるように見えたのだ。


　どれだけ大きな力を持っていても、人形のように無表情であっても、エルミナはマルクと変わらぬ歳としの少女なのだ。不安を感じることもあれば、喜ぶこともあり、そして泣くこともあるのだ。


　それは当たり前の話なのに、マルクはその当たり前のことを見落としていた。姉し妹まいのようにじゃれ合うエルミナとアイシャを眺ながめ、マルクはそっと厨ちゆう房ぼうへと下がっていった。





　厨房に降おりたマルクは、かまどに火を入れ、水を満たした薬や缶かんをかけた。


　人形のように感かん情じようを持たず、マルクを遥はるかに圧あつ倒とうする力を持ち、人に絶ぜつ対たい服ふく従じゆうの首輪をつける悪あく魔まのような契約者。そんなものは存そん在ざいしなかった。


　自分の前にいたのは、親しいものと居場所をむしり取られ、〝在るはずのないもの〟と共にさまようただの迷まい子ごだった。年とし相そう応おうに笑ったり泣いたり、脅おびえたりもする普ふ通つうの少女だった。


　──私は、どうすればいいのですか……。


　マルクはすでにアルバに情じよう報ほうを流してしまった。アルバは予定通りエルミナを襲おそうだろう。精せい霊れいを失ったマルクに、それを止める術すべはない。前回はただ場所が【渓キヤニ谷オンのズ・楽パラダ園イス】という安全地帯だったから、もめ事にならずに済んだだけだ。


　アルバは相手が契約者であるくらいで引き下がる男ではない。今さらマルクが契約者のふりをして止めたところで、その場で撃うち殺されるだけだろう。


　──いいえ。エルミナも倒たおれた翌よく日じつに、パーティに出るような真ま似ねはしないでしょう。


　パーティがある週末というのは明日のことだが、エルミナは投とう資しの仕事は全すべてドミニクに任まかせているようだった。ならば体調を崩くずしているというのに外出したがるわけはない。マルクは頃ころ合あいをみて、エルミナに狙ねらわれていると警けい告こくしてやればいいのだ。


　──ですが、それでいいのですか？


　それは、問題を先さき延のばしにしているだけではないのか？　自分が刺し客かくとしてここに来たのはどうしようもない事実ではないか。そのことはどうするつもりなのだ。


　──問題は、ありません。


　アルバとて、マルクとの接せつ点てんは残したがってはいなかった。あの男がマルクのことを告げ口するとは考えられない。


　気がつくと、湯が沸ふつ騰とうして薬缶から溢あふれ始めていた。マルクは慌あわてて薬缶を取り上げ、紅茶の用意を始める。考えにふけっていたため、まだなにも準じゆん備びをしていなかった。


　トレイの上にティーポットを載のせ、アイシャの分も考え二つのカップを載せる。鬱デ金イー玉ナを浮かべて欲ほしいと言われたことを思い出し、戸と棚だなの中から鬱デ金イー玉ナを探さがす。


　鬱デ金イー玉ナを丁てい寧ねいに水みず洗あらいしながら、マルクは奇き妙みようなことに気がついた。


　──何故、私は紅茶の準備をしていなかったのですか？


　エルミナが初めて紅茶を持ってくるよう命じたとき、マルクは自分の意い志しとは無関係に命令を実行させられていた。それがあの〈空白の契約書〉の支し配はい力りよくであることは疑うたがいようもない。しかしマルクは今、考え事をしていただけで手を止めてしまっていた。


　──まさか……力が弱まっているのですか？


　考えられない話ではなかった。〈クフ・リーン〉は直接攻こう撃げきを受けたことでマルクから離はなれてしまった。その〈クフ・リーン〉に攻撃されたということはエルミナの精霊も直接攻撃を受けたといえる。つまり、エルミナも精霊を失うまではいかなくとも、力が弱まっているのではないか？


　──今なら、あの契約書をどうにかすることができるのではありませんか？


　不意に浮うかんだその考えは、検けん討とうすることもなく霧む散さんした。


　──契約書の効こう果かは厄やつ介かいですが、あれもまた契約です。


　能のう力りよくを失おうとも契約者の制せい約やくは生きているようだ。マルクはエルミナに服従するという〝契約〟をした。理り屈くつでは好機と分かっていても、それをする気が起きなかった。


　──厄介なものですね。契約者というものも……。


　そう思いつつも、それは不ふ愉ゆ快かいなものではなかった。
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　熱が下がったエルミナは、意外なことにもう起きようとしていた。アイシャとドミニクに止やめてくれと懇こん願がんされ、おとなしく眠ねむることになったが……。


　その後、ドミニクから本日の指し示じがあるはずだったのだが、彼はなかなか姿すがたを現あらわさなかった。さすがに疲つかれが溜たまって、どこかでうたた寝ねをしているのかも知れない。捜さがしに行くべきだろうかとマルクは考え始めていた。


「遅おそいですね……。ドミニクさんらしくもない」


「そうですね。ドミニクさんあんなですけど、時間とか礼れい儀ぎ作法には厳きびしいのに……」


「お部屋にいらっしゃると思います。呼よんできましょう」


　寝ているのなら寝かせておきたいところだが、新米のマルクとアイシャだけで勝手に仕事を始めるわけにもいかない。


　マルクは地下へ降おり、ドミニクの寝しん室しつの扉とびらを叩たたいて呼びかける。


「ドミニクさん。お休みのところ申し訳わけありませんが、本日の指示をお願いできますか？」


　そのまま待ってみるが、ドミニクから返事はなかった。仕方がないのでもう一度呼びかけてみるが、やはり返事は返ってこない。やがて物音一つしないことから、中に人の気配がないということに気がついた。


　マルクがそっとドアノブに手をかけると、扉は驚おどろくほど簡かん単たんに開いてしまった。勝手に寝室を開けてしまったことにマルクは慌てたが、そこにはやはり誰だれもいなかった。マルクの寝室よりも少し広く、小さな棚たなに細々とした小物が並ならんでいるが、基き本ほん的な作りは同じだ。隠かくれるような場所はない。


　しかし部屋にいないのなら一体どこにいるのか。首をかしげていると、天てん井じよう付近に設せつ置ちされた窓まどに影かげが揺ゆれたのが見えた。足だ。黒い革かわ靴ぐつを履はいており、男なのが分かった。


　──ドミニクさん……？


　その足は止まることなく通り過すぎていく。マルクは即そく座ざに屋や敷しきの間取りを思い浮かべる。あの辺りは屋敷の裏うら手てに当たるはずだ。規き則そく正しく木々が整列し、庭園は広がっているものの、特に目を引くものはないはずだが……。


　とにかく、ドミニクは屋敷の裏にいるようだ。マルクは階かい段だんを上り再ふたたび玄げん関かんホールに出る。屋敷の外に出るにはここを通らねば仕方がないし、ドミニクのことをアイシャに伝えておくこともできる。


「おや、アイシャ……？」


　玄関ホールに抜ぬけると、今度はアイシャの姿が消えていた。彼女もドミニクを捜しに行ったのだろうか。マルクは街で流は行やりの推すい理り小説を思い出してしまった。古めかしい洋館でこのように一人、また一人と姿を消していくのだ。


　まあ、それはともかく仕方がないので、居い場ば所しよの見当がついているドミニクを捜しに行くことにした。


　屋敷を壁かべ伝づたいにグルリと迂う回かいし、ドミニクの寝室の辺りにたどり着く。しかしそこにはドミニクの姿もアイシャの姿もない。なんだか自分たちは互たがいを捜してグルグル回っているのではないかという妄もう想そうが浮かぶが、ひとまず一周してしまうことにした。


　そのまま足を進めていると──


「アイシャ？」


　突然、侍じ女じよの少女が姿を現していた。壁を抜けて出たように見えてギョッとするが、すぐにそこの壁が凹へこんでいることに気がついた。恐おそらく物置でもあるのだろう。平へい坦たんな壁の一角が小部屋のような空間でくりぬかれているのだ。


　声をかけると、向こうもマルクに驚いたらしく、飛び上がっていた。


（マ、マルクさん？　い、いい今は、だ、駄だ目めです！）


　アイシャは声を押し殺し、これでもかというくらいうろたえていた。それから、マルクはそこが玄関ホールの真裏に当たることに気がついた。


　──屋敷の中心……？　なにかあるというのですか？


　あるいは、それは知ってはならないことだったのかも知れない。見なかったふりをして、屋敷の中に戻もどるべきだったのかも知れない。


　しかしマルクは気づいてしまったのだ。この屋敷は〝在あるはずのないもの〟なのだと。


　慌てるアイシャを無む視しして、マルクはその向こうに足を進める。


（駄目です。マルクさん……！）


　アイシャはすがりつくように止めようとするが、マルクは止まらない。ここに一体なにが隠されているのか、それを知りたいと思うマルクを止めることなどできはしない。


　やがて、誰かの囁ささやくような声が聞こえてきた。


「ふふふ。だから、僕ぼくは駄目だって言ったんだよ。あのときの慌てようと来たら、そりゃあなかったよね」


　なにやら邪じや悪あくなことを呟つぶやいているのは、間ま違ちがいなくドミニクの声だった。マルクはギョッとしながら壁に身を寄よせ、恐る恐るその向こうをのぞき込む。


「でもさ、僕だって悪気はなかったんだ。それはちょっと大げさに言いすぎたとは思うけどさ。あの子が触さわっていいものと悪いものってあるだろう？　ましてや酒さか瓶びんなんて……」


　そこに広がっていたものは、マルクの想そう像ぞうとは少し違ちがうものだった。小部屋ほどの広さのその場所は、小さな花か壇だんになっており、色とりどりの花が咲さき乱みだれている。そしてそこに一人の男がしゃがみ込こんでおり、燕えん尾び服ふくの裾すそが地面の草と共に揺れていた。


「だってさ、アイシャが侍女を始めてから割われたお皿って何枚まいくらいだと思う？　もう三桁けたに突とつ入にゆうしちゃったんだ。だけど全部銀ぎん製せいに替かえるわけにもいかないし……」


　悲ひ痛つうな内ない容ようを訴うつたえるドミニクは、銅製の如じよ雨う露ろを遠えん慮りよがちに傾かたむけている。その正面に人影はなく、誰に話しかけているのか分からなかった。


「今度来たマルドゥーク君は器用そうだし、お皿割ったりしなさそうだし、厨ちゆう房ぼうも彼に任まかせられるといいな……。ごめんね。いつもこんなこと愚ぐ痴ちっちゃって」


　マルクは、自分の目を疑うたがった。メガネをかけ直し、もう一度それを確かく認にんするが、どうしても見間違いには思えなかった。


　ドミニクは、花壇に……正確にはそこに咲いている花に向かって話しかけていた。気でも触ふれたのかと思い、恐る恐る口を開くと──


「ドミ────にぐおっ？」


　突とつ然ぜん、地面から足が浮うくほどの衝しよう撃げきが、鳩みぞ尾おちに打ち込まれていた。


　マルクの前に揺ゆれたのは、真新しいヘッドドレス。くせっけの黒くろ髪かみ。狩かりゆ人うどのように鋭するどい光を灯ともした琥こ珀はく色いろの瞳ひとみだった。


　──な、何な故ぜ……アイシャ……？


　それまで後ろにいたはずのアイシャが、滑すべるように前に回り込み、その加速と腰こしの捻ひねりを完かん璧ぺきに乗せた肘ひじうちを撃うち込んできたのだ。契約者として幾いく多たの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けて来たはずのマルクが、まるで反はん応のうできないような一撃だった。
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　断だん末まつ魔まの声にドミニクは振ふり返るが、すでにマルクは壁の影へ引きずり込まれていた。


（だ、だだだ駄目ですマルクさん。あれはドミニクさんの秘ひ密みつなんです！　見ちゃいけないんです…………あれ？　マルクさん？）


　マルクはすでに返事どころか呼こ吸きゆうすら停止寸すん前ぜんだった。


「あ、あわわわ、マルクさん？　どうしたんですか？」


「どうかしたの？」


「あ、ああドミニクさん大変です！　マルクさんが急に動かなくなっちゃったんです！」


　さすがに騒さわぎに気づいてドミニクが顔を出していた。独ひとり言を聞かれたとは思っていないらしく、いつもののんびりした空気を発しつつ、マルクに肩かたを貸かしてくれる。


「そうか。マルドゥーク君もエルミナお嬢じよう様さまの看かん病びようで徹てつ夜やしてくれたんだっけ……」


　なにも気づいていないドミニクは労いたわるような言葉をかけてくれる。


　──ここでアイシャにやられたと言ったら、私は消されてしまうのですか？


　恐きよう怖ふに震ふるえながらマルクは地下の寝しん室しつまで運ばれた。


「うーん。僕は今日も外回りの仕事があるからね。アイシャ、しばらく看病をお願いしてもいいかい？」


「大だい丈じよう夫ぶです！」


　アイシャが元気よくそう答えると、ドミニクは安心したように表ひよう情じようをゆるめ……元々ゆるんでいるが、去っていった。


　──くっ……み、味方が、たった一人の助けが……！


　扉とびらが閉しまると、アイシャはホッとしたように胸むねをなで下ろした。


「駄だ目めですよ、マルクさん？　ドミニクさんだって人に見られたくない秘密くらいあるんですから」


　アイシャは腰に手を当て、いたずらっ子を注意するような口調で言う。脱だつ獄ごくに失敗した囚しゆう人じんが看守から注意を受けているような気分だ。恐おそろしくて、マルクはただカクカクと首を上下に振ふることしかできない。


「ドミニクさん、あんな感じで疲つかれたときとか、あそこでお花に悩なやみとか話しかけてるんです。あたしも初めて見たときはびっくりしましたけど……」


「そ……それは……分かりましたが、何故、私がこのような仕打ちに……？」


　そう言うと、アイシャは驚おどろいたように目を丸くした。


「ええっ？　そ、それってあたしがやったんですか？」


「すみませんでした。私はなにも見てませんし、なにも聞いてません」


　命の危き険けんを感じてそう言うと、アイシャは慌あわてて両手を振った。


「ご、ごめんなさい。そ、そんなに強くやったつもりはなかったんです！」


　──手て加か減げんをして……この威い力りよくだというのですか……！


　にわかに戦せん慄りつしていると、アイシャは申し訳わけなさそうにうな垂だれた。


「本当にごめんなさい。あたし、周りの子からいじめられることが多かったんで、その、つい手加減がよく分からなくて……。マルクさんなら、あれくらいかわしてくれると思ったんです」


　実はこの少女も裏うら稼か業ぎようの人間なのではないだろうか？


　マルクはようやくアイシャが先クー住ラ民ンの末まつ裔えいであることを実感した。先クー住ラ民ンは斧おのや弓といった原始的な武ぶ器きを手に、強力な銃じゆう器きを用いる開フロ拓アテ民イナと果敢に戦ったのだ。その身体能のう力りよくは開フロ拓アテ民イナの及およぶところではない。


　ひとまずそのことは置いておき、マルクはずっと気になっていることを聞いてみた。


「アイシャは、お嬢様にお仕えして長いのですか？」


　あの幻まぼろしを見てからずっと引っかかっている疑ぎ問もん。エルミナの過か去こに一体なにが起こったのか。アイシャは考え込むように人差し指を唇くちびるに当てていた。


「んー……侍女になってからは長くないです。まだ一か月くらいですね」


「侍女になってから？」


　確たしかに、使用人としてはまだまだ不ふ慣なれのように見える。聞き返すと、アイシャは困ったような苦く笑しようを漏もらした。


「あたし、半年くらい前に、行く当てもないところをエルミナに拾ってもらったんです」


　行く当てもない……。マルクは自分の浮ふ浪ろう児じ時代を思い出した。


「その前は孤こ児じ院いんにいたんですけど、いろいろあっていられなくなっちゃったんです」


「それは……、すみませんでした。余よ計けいなことをお聞きしました」


「もう、ずっと前のことですよ！」


　アイシャは明るく笑ってくれた。マルクは少なくとも両親と生活していた時期がある。思い返せば幸せだったと思えることもある。それすらも持たないのに、元気に笑えるアイシャがすごいと思えた。


「あたしからも聞いてもいいですか？」


「なんなりと」


　アイシャがいつもの笑え顔がおで問いかけてきたため、マルクもいつもの微び笑しようを浮うかべたまままるで無む防ぼう備びに受け答えてしまった。





「マルクさんの〝対たい価か〟って、なんだったんですか？」





　浮かべた笑みが、引きつったのを感じた。


　──どうして〝対価〟などという言葉を知っているのですか……？


　マルクが最初に思ったのは、なにかを聞き間ま違ちがえたのではないかということだった。次に、対価といっても契けい約やく以外にもあるだろうと考えた。自分は契約者だ。対価と聞けば契約の対価しか思いつけないが、きっとそれ以外のなにかだろう。


　マルクが首をひねっていると、アイシャは気まずそうな視し線せんを向けてきた。


「……聞いたらいけないことでした？」


「あ、いえ。対価と言ってもいろいろあると思いますので、どれのことを言っているのかよく分からなかったのです」


「ああ、そうですよね！　あたしが言ってるのは、契ヽ約ヽのヽ対ヽ価ヽのことです」


　今度こそ、マルクは笑顔のまま凍こおり付いた。


「……気づいて……いたのですか？」


　アイシャは先クー住ラ民ンだ。契約者について無知であるはずがなかった。アイシャはそんなことは当たり前だろうというように首を傾かしげた。


「だって、マルクさんも〝あの契約書〟に署しよ名めいしたんでしょ？」


「も、とは？」


　アイシャはおかしそうに噴ふき出した。


「マルクさん。あたしだって契約者なんですよ？」


　そう言うと、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみから色が消えていき、やがて白はく濁だくしたような灰はい色いろに染そまる。


「精せい霊れい〈バーラ・ルー〉。あたしの能力は世界を灰色に変える力です」


　アイシャは両手を重ねて自分の視界を塞ふさぐ。重ねた両手は少しずつずらされていき、やがて指と指の隙すき間まから灰色の瞳がかすかに覗のぞく。


　ボッ──マルクの布ふ団とんの上に、パラパラと塵ちりのようなものが舞まい落ちてくる。


　それは灰だった。見上げれば、壁かべに灰色のシミが円形に広がっている。アイシャが手を開き視界を広げるほどにその範はん囲いは拡かく大だいしていく。熱は感じられないが、アイシャの目に映うつるものが灰になっていくのだと、僅わずかに遅おくれて理り解かいできた。


　──視界にあるものを灰に変える能力ですか……！


　マルクは戦慄した。


　アイシャの能力はマルクとは最悪に相あい性しようが悪い。いかに〝影〟で動きを封ふうじようとも、視界に入っていたなら防ふせぎようがない。もしも初めてこの屋や敷しきにやってきたとき、マルクが仕し掛かけていたなら、エルミナの元へもたどり着けずアイシャに仕し留とめられていただろう。
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「──あたしの対価は〝色〟だったんです」


　そう言ったアイシャの瞳は、元の琥珀色に戻もどっていた。


「世界が灰色にしか見えないんです。灰色の肉って、どれくらい気持ち悪いか分かりますか？　灰色の水って泥どろ水みずと見分けがつかないんです。灰色の花はキレイだと思えないでしょう？　あたしが支し払はらったのはそんな対価だったんです」


　吐はき気を堪こらえるようにアイシャはうつむくが、再ふたたび顔を上げたときにはいつもの笑顔を浮かべていた。


「だけど、エルミナはそれを治してくれたんです。あの契約書で」


「治した……ですって？」


「気づかなかったんですか？　あれはそのための契約書なんですよ？」





〈それにより契約者は模も造ぞうした対価を給きゆう与よされるものである〉





　マルクは、そんな一文があったことをようやく思い出した。


「ご冗じよう談だん……でしょう……？」


「え……還かえってきてないんですか？」


　アイシャは驚おどろいたように目を丸くした。


　──対価が還ってきている──


　それは事実だった。マルクは日の光に蝕むしばまれることがなくなった。だからあの暑苦しいコートがなくとも日の下を歩くことができるようになった。


　──それは精霊を失ったからではないのですか？


〈クフ・リーン〉はいくら呼よびかけても応こたえない。能のう力りよくは失われたままなのだ。


　しかし確たしかに〈クフ・リーン〉は滅めつされたわけではない。エルミナを襲おそったのは〈クフ・リーン〉なのだから。契約精霊が存そん在ざいする以上、マルクに対価が還ってきているのはおかしい。となると、アイシャの言っていることはやはり正しいことになる。


　それでもどうしても信じられなかった。


「そんなことが可か能のうなのですか？　精霊に支払った対価を取り戻すなど……」


　契約書に署名しても、アイシャは能力を失ってはいない。対価を取り戻していながら、能力を失わないなどと、そんなことがあり得るのだろうか？


　アイシャは考え込むように唇くちびるに人差し指を当てる。


「うーんとですね……。対価が還ってくるって言っても、本当に還ってくるわけじゃないんです。これはエルミナが創つくった仮かり初そめのものなんです」


「仮初め？」


「ええ。あたしの場合、色は見えるようになりましたけど、ときどき配色が狂くるって見えます。白いはずの花が黒く見えたりとか、それもいつも同じじゃなくて、青と赤が入れ替かわってるときがあったりとか……」


　つまり精せい度どの高い義ぎ眼がんや義手を与あたえられるようなものだろうか。マルクも確かに日の光を痛いたいとは感じなくなったが、逆ぎやくに暖あたたかくてもどこか肌はだ寒ざむく感じるように思える。妙みようだとは思っていたが、仮初めゆえの欠陥だとすれば納なつ得とくがいく。


　そして、マルクは思い出した。


　──〈アルス・マグナ〉──錬れん金きん術じゆつ師しが見いだした、契約者を超ちよう越えつするための精霊──


　これがその力の片へん鱗りんだというのか？　しかし──


「あなたは、それでいいのですか？」


「ええ？　なにがですか？」


「あの契約書の効果は対価が還ってくるだけではありません。私も、あなたも、あの契約書に署名した以上、エルミナの言うことには逆さからえないのですよ？」


　エルミナの気まぐれ一つで命を消されるだけではない。自分の意い志しは完全に無む視しされ、どんな命令でも遂すい行こうしなければならないのだ。いかに対価が還ってくるとはいえ、それを許きよ容ようできるというか？


　アイシャは驚いたように目を丸くした。


「マルクさん……、エルミナになにか命令されたことあるんですか？」


　まるでそんなことはあり得ないとでもいうような口調だった。


　マルクは反はん論ろんしようと口を開いた……が、そこからはなんの言葉も出てこなかった。


　言いかけたのは『紅こう茶ちやを淹いれさせられた』ということだったが、それで批ひ難なんするのはいくらなんでも情なさけない。他の例を挙げようとしたら、なにも思いつかなかった。


　──命令……されたことが、ない？


　思えば、エルミナからなにかを言ってきたことはほとんどない。


　先ほども『紅茶が飲みたい』と言われたが、命令はされていなかった。だから無む意い識しきのうちに紅茶を淹れているようなことがなかったのだ。エルミナが外出したときでさえ、『頼たのむ』と言われたわけであり、命令はされなかった。


　マルクが愕がく然ぜんとしていると、アイシャは満足そうに微笑んだ。


「ないでしょう？　エルミナは命令とかできないんです」


「命令……できない？」


　オウム返しに聞き返すと、アイシャは契約者の暗い翳かげを浮うかべ、目を伏ふせてしまった。


「……それが、エルミナの対価なんです」


「命令できないことが？」


　アイシャは首を横に振ふる。


「ごめんなさい。これ以上は、あたしの口からは言えないです」


　──アイシャは、エルミナの対価がなにか知っているのですか。


　しかしそれを口にするわけにはいかないようだ。主あるじであるエルミナの身が危き険けんになるというより、口にすること自体が裏うら切ぎりに繫つながるようなことなのだろう。


「エルミナはあたしの対価を取り戻もどしてくれて、先クー住ラ民ンがどんな民たみか教えてくれたんです。だけど、エルミナには対価が還かえってこなかった」


「還ってこなかった？」


　マルクの質しつ問もんにアイシャは答えなかった。その代わりと言うように琥珀色の瞳ひとみにひときわ大きく翳が揺ゆれるが、それも不意にかき消えいつもの元気のいい笑え顔がおに戻る。


「だから、あたしは笑うことにしたんです。エルミナが笑えるようになるまで、あたしはいつだって隣となりで笑ってあげるって」


　アイシャがいつも元気に笑っているのは、なにも考えていないからではなかった。彼女は彼女にできる精せい一いつ杯ぱいのことをやっているのだ。それこそ契約者であることさえ見み抜ぬけなくなるほど精一杯に……。


　チクリ──その笑顔を見て、またマルクは責せめられるような痛いたみを感じた。


〈クフ・リーン〉はエルミナを攻こう撃げきしたのだ。にもかかわらずマルクの元へ戻っていない。つまり、まだエルミナを狙ねらっていることになる。〈クフ・リーン〉はまたエルミナを攻撃し、そしてその都度アイシャをこうして悲しませるのだ。


　──私は、まだ契約者なのでしょうか？


　マルクが失ったのは契約そのものなのか、それとも能のう力りよくだけなのか。


　対価は還ってきた。しかしそれは〈空白の契約書〉の力による模造されたものだ。だとしたら、精せい霊れいとの契約はまだ失われていない。契約が生きているのなら〈クフ・リーン〉を止められるかも知れない。


　マルクが沈ちん黙もくしていると、アイシャは申し訳わけなさそうに沈しずんだ表ひよう情じようをした。


「ごめんなさい。対価のことなんか話したくないですよね」


「いえ……、そういうわけではありませんよ」


　マルクが言い淀よどむと、アイシャは気き遣づかうように微ほほ笑えむ。


「契約者って不便ですよね。一番力が必要だったときには能力はもらえないんです。全部終わってから能力を押しつけられて、対価を取られちゃうんですから」


「どういうことです？」


「……契約者っていうのはなにか大事なものをなくして闇やみを抱かかえ込こんじゃった人がなるんです。あたしも、マルクさんもそうでしょう？」


　そう言ったアイシャの瞳には契約者の翳かげが揺れていた。


　マルクは混こん乱らんした。それは逆ぎやくではないのか？　対価を支し払はらうから闇を抱えるのではなかったのか？


「昔は精霊もいろんなところで祀まつられてたからそんなことはなかったらしいんです。だけど、祀る人たちがどんどんいなくなっちゃったから、居い場ば所しよを失った精霊たちは心に隙すき間まのある人を見つけて翳の中に住むようになっちゃったんです」


　マルクはすでに何度目になるか分からないが再ふたたび愕がく然ぜんとした。それでは開フロ拓アテ民イナが先クー住ラ民ンを虐ぎやく殺さつしたから契約者が現あらわれ始めたというのか。


　衝しよう撃げきを受けていると、アイシャは勢いきおいよく立ち上がった。


「それじゃあ、あたしはそろそろお仕事にもどりますね！　マルクさんも早く元気になってください」


　──だからあなたにやられたんですって！


　それを口に出すのが恐おそろしかったため、マルクは心の中で叱しかりつけ、顔では笑顔を──取り繕つくろおうとして、失敗した。


　ドサササササッ──ベッドの上に灰はい色いろのなにかが雪な崩だれ込んだ。


「…………………………………………」


「…………………………………………あ」


　アイシャの〈バーラ・ルー〉の一撃により灰かい燼じんと化した壁かべの一部が崩ほう壊かいしたのだった。もう一つ厄やつ介かいなのは、壁にぽっかりと新しい窓まどができてしまったことだった。
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　昼下がり。昼食を摂とり終えたあと。ドミニクはいつもより少し遅おそかったが相変わらず外に出かけていき、アイシャは洗せん濯たくやエルミナの看かん病びよう。マルクは昨日やり残した掃そう除じの続きを片かた付づけていた。


　──これから、どうなるのでしょうね……。


　部屋に開いた大おお穴あなは、あまっていた木材で塞ふさいでおいた。大量の灰も、ベッドから掃はき出すのは大変だったがなんとかゴミといっしょにまとめておいた。日常生活はなんとかなりそうだ。


　しかし、あれをドミニクやエルミナに見つかっては、ただでは済すまない…………。


　──……違ちがいました。このままここでエルミナに仕えるべきかということです。


　一体、誰だれに向かって訂てい正せいしているのか、マルクは一人で頭を振った。


　エルミナに復ふく讐しゆうすることは逆さか恨うらみだと理り解かいできたし、今さらそんなつもりもない。しかし〈空白の契約書〉がある以上、エルミナの側そばを離はなれることはできない。


　──あの契約書は仮かり初そめとはいえ、対価を還かえしてくれています。


　エルミナに絶ぜつ対たい服ふく従じゆうしなければならないが、エルミナが命令してくることはまずないらしい。それはこの数日接しただけでよく分かった。


　──それに〈クフ・リーン〉とアルバがまだいます。


　どちらもマルクが招まねいたものだ。アルバにエルミナの情じよう報ほうを流したのはマルクであり、暴ぼう走そうしている〈クフ・リーン〉も、止められるとしたらその契約者であるマルクだけだ。もっともどう止めればいいのか見当もつかないが。


　──それと、もう一つ分からないことがあります。


　マルクにあの幻まぼろしを見せた影の女──あれは、本当に〈クフ・リーン〉なのだろうか？　もしそうなら、どうしてあんな形を取っていたのだ？　マルクが見たのはエルミナの記き憶おくだったが、あの影の髪かみは長かった。あれではまるで…………。


　マルクは戸と惑まどいを振ふり払うように頭を振った。


　──エルミナの側を離れるわけにはいきません……。


　マルクにはそれが、〈空白の契約書〉の強きよう制せい力りよくなのか、それとも契約者ゆえの制約なのか、もしくはただエルミナへの罪ざい悪あく感からなのか、もう分からなくなってきていた。


　ただ、そのどれもが理由のようで、どれもが違うようにも思えた。





　屋や敷しき中の部屋からホコリを追い払い、ランタンやかまど、靴くつ置おき等の掃除を終えると、次は調度品の研けん磨まだった。さすがにこちらは壮そう絶ぜつな量が存そん在ざいする。どうやらドミニクが外回りから帰るたびに新しいものが増ふえていっているらしい。


　──まったく、これらを売り払うだけでも一生遊んで暮くらせる額がくになりますよ。


　それを考えてから、マルクは自分の賃ちん金ぎんのことを思い出してしまった。


　──２スピル13ゴース……！


　ここで働くならば、その賃金で働かねばならない。


　マルクは金かね遣づかいが荒あらいわけではない。用よう心じん棒ぼうという職しよく種しゆは、雇やとわれている間は寝ねていても周囲を警けい戒かいしなければならない。遊びに金を遣う暇ひまもなかった。


　そして契約者は銃じゆう器きを必要としない。銃は手入れと弾だん丸がん代だいだけで結けつ構こうな出しゆつ費ぴとなる。武ぶ器きに投げナイフしか使わないマルクはそこに予算を割さくこともなかった。出費らしい出費といえば、せいぜい投げナイフの補ほ充じゆうや手入れくらいのものだった。


　──ですが、２スピル13ゴース……！


　一度の契けい約やくで１００スピル紙し幣へいの札束が支し払はらわれていたのだ。およそ百分の一以下の賃金となれば、さすがに考えざるを得ない。どうしてあんな安あん価かで雇やとわれてしまったのか……。


　考え事をしつつもその手は淀よどみなく東とう洋よう製せいの磁じ器きの器うつわを磨みがき続ける。別に契約書に強制されているわけではなく、すでに二、三十個こ磨いているため体の方が磨き方を覚えてしまったのだ。


　いつのまにか、マルクがいる部屋の掃除が終わっていた。ほんの数日で無む意い識しきのうちに仕事をこなせる域いきに達してしまったあたり、マルクにはこの職は天職だと呼よべるのだろう。


　──しかし、２スピル13ゴース……！


　ため息を漏もらしつつも、マルクは次の部屋の掃除に取りかかってしまう。


　部屋の扉とびらを開けて──マルクは硬こう直ちよくした。


　その部屋には小さなテーブルが置いてあり、その上に数すう冊さつの本が重ねられていた。そしてそこに添そえられた小さな椅い子すには、金色の髪を揺ゆらした少女が腰こしかけていた。


　既き視し感──その金色の髪が、腰を覆おおうほど長く見えた。


「──君か。執バト事ラー」


　抑よく揚ようの欠かけ片らもない声で、マルクは我われに戻もどった。そこにいたのは表情を浮かべない無む機き質しつな少女で、髪の長さは肩にも掛かからぬ程てい度ど。マルクの知るエルミナだった。


「お嬢じよう様さま……って、どうして起きておられるのですか！」


　服ふく装そうは昨日のドレスでもなければ寝間着でもない。ドレス以外にも普ふ段だん着ぎを持っているらしく飾かざり気の少ない藍あい色いろのシャツとスカート姿すがただった。


　アイシャは寝間着を着せたはずだから、恐おそらく一人で着き替がえたのだろう。よく考えれば、上流階級の娘むすめだからといって、着替えも一人でできないとは限かぎらない。


　マルクが慌あわてると、エルミナは小さくため息を漏もらした。


「……眠ねむっているのは、あまり好きではないのだ」


「好き嫌きらいの問題ではありません。体調を崩くずされているのですからおとなしく寝ていてください」


「……もう治っている」


「熱が下がっただけでございます。ベッドにお戻りください」


　エルミナは瞬まばたきをすると、ぼんやりしたような眼まな差ざしを向けてきた。心なしか、いつもより大きく開かれているように見える。


「……意外」


「なにがです？」


「……口うるさいのだね」


「うぐっ──」


　マルクが絶ぜつ句くすると、エルミナは少し寂さびしそうに目を細めた。それは、本当に髪かみの長いエルミナと重なって見えた。それが愁うれいに満ちたものだったとしても……。


「……もう少し、ここにいたいのだ」


　そう言われて、マルクはようやくここがどこなのか気がついた。


　あの幻まぼろしでエルミナが覗のぞいていた部屋──髪の長いエルミナが本を読んでいた部屋なのだ。内側からだったのですぐには気づかなかった。


　エルミナは、その幻と同じようにテーブルに肘ひじをかけ、じっと窓まどの外を見つめていた。まるで誰かを待っているかのように……。


　そんなエルミナに部屋に帰れとは言えず、マルクもただ側で待つことにした。


　待ちながら見つめていたのは、エルミナの横顔だった。それはいつもの人形のような無機質なものではなかった。まだ色しき素その薄うすい唇くちびるはなにかを堪こらえるように閉とざされ、細められた翠すい玉ぎよくの瞳ひとみには愁いの色が濃のう厚こうに浮うかんでいる。


　マルクはようやく気がついた。


　──エルミナが笑えるようになるまで──


　そう言ったのはアイシャだったが、マルクも見てみたいのだ。エルミナが笑ったところを。あの幻の中で見たような、見ているだけで幸せと感じてしまうようなあの笑え顔がおを。


　幻ではなく、この目で見てみたいのだ。


「……君は、大切な友人などはいるのかね」


「え、はい？」


　唐とう突とつに投げかけられたその疑ぎ問もんに、マルクはかなり間の抜ぬけた声を上げた。


「……いや、いい」


　エルミナは何事もなかったように表ひよう情じようを動かさなかったが、それは彼女の内面を垣かい間ま見みせた質問だったのだろう。エルミナのことを知る上でも、マルクはその質問に答えなければならないと感じた………………のだが。


　──あれ？　友人？　友人って、どれくらい話すと友人になるのですか？


　友人と言われて、マルクにはすぐに思いつける人間がいなかった。


　ギャングたちは商売相手ではあるが、友人とは呼よばないだろう。食い逃にげに失敗した店にも、もちろん困こまった野や郎ろうだという視し線せんはあっても友好的な視線はなかった。サーカスにいたころもチンピラ達とは仲良くやれたが、親子ほど年の離はなれた彼らを友人と呼ぶのもどうかと思う。詐さ欺ぎ師しの相方は共きよう犯はん者しやであり友人とは呼ばない。というか呼びたくない。マルクとて友達くらいは選びたい。それ以前の浮ふ浪ろう児じ仲間は友人と呼べなくもないが、中でも年上だったマルクは引いん率そつ役のようなもので、どこか距きよ離りがあったように思う。


　──いない……のですか？


　マルクの顔色が見る見る蒼そう白はくになっていき、さすがにエルミナも幽かすかに目を大きく開いて振り返った。


「お嬢様……。一つ、お尋ねしてもよろしいでしょうか？」


「……なにかね」


「友人……いた例ためしがないのですが、どうすればいいですか？」


　エルミナは、ポカンとしたように瞬きを繰くり返していた。やがて、エルミナも呻うめくような重たい声を絞しぼり出した。


「……さあ。私にもいた例しがないから分からない」


　耳が痛いたくなるような沈ちん黙もく。


　一体どうしてこんな話になってしまったのか、ひたすら気まずい空気だった。やがて、沈黙に耐たえかねて口を開いたのはマルクだった。


「ええっと……、友人がいたとしたらなにを聞きたかったのですか？」


「……別に、友人でなくても良かったのだがね」


　沈黙に息苦しさを感じていたのはエルミナも同じだったらしい。返ってきた声はかすれたものだった。


「……大切な誰かを傷つけて、もう謝あやまれないとしたら、どうすればよいのだろうか」


　それが幻の中で見たエルミナの姉のことだとは考えるまでもなかった。そして、それは恐おそらくエルミナがときおり浮かべる自じ己こ嫌けん悪おの表情の正体なのだろう。


　しかしマルクは自分自身の問題のように感じた。何な故ぜならエルミナを攻こう撃げきした〈クフ・リーン〉はマルクがけしかけた精せい霊れいであり、それは謝りようがない話なのだから。


　マルクはしばしうなり込んだが、やがてエルミナの質しつ問もんの答えは、目の前に転がっていることに気がついた。


「相手の方は怒おこっていらっしゃったのですか？」


　エルミナは僅わずかに躊ちゆう躇ちよしたが、小さく頷うなずいた。


「でも、もう謝りようがないと？」


　それも肯こう定てい。


「あいにく、私はオルダー教は信しん仰こうしておりません。神父のように許ゆるしを与あたえることはできません」


　そう告げると、エルミナは表情を浮かべないまま、幽かにうつむいた。


「ですから、他に大切な方を作られた方がよろしいかと思います」


　エルミナは、驚おどろいたように瞬まばたきをした。それから批ひ難なんするように目を細める。


「……気軽に言うのだね」


「それはそうですとも。目の前にいるのですから」


　エルミナは怪け訝げんそうにさらに目を細める。珍めずらしく表情らしい表情だが、好意的なものでないのが悲しい。それに怯ひるまず、マルクは微び笑しようを以もつて迎むかえ撃うった。


「アイシャは、あなたのために笑っているのだと思いますよ」


「あ…………」


　それは言ったマルクですら驚くほど、無む防ぼう備びな反はん応のうだった。翠すい玉ぎよくの瞳ひとみが大きく揺ゆれ、淡あわい桃もも色いろの唇くちびるが震ふるえた。


　それから、マルクはもう一度息を呑のんだ。エルミナの表情が不意に和やわらいだのだ。


「……君は、容よう赦しやがないな」


　そう言ったエルミナの瞳から、翳かげが薄うすらいで見えたのは気のせいではないはずだ。思わず見み惚とれてしまい、うろたえたマルクはそれを誤ご魔ま化かすようにいつもの笑えみを浮かべる。


「それでは、お嬢様にもお部屋にお帰り願います」


　幽かに緩ゆるんでいた表情が、瞬またたく間に無表情へ硬こう化かする。


「……君も、頑かたくななのだね」


「執バト事ラーとしての義ぎ務むでございます」


　エルミナが唸うなるようなため息をつくと、外から元気のいい声が上がった。


「あーっ！　なんでエルミナが起きてるの？」


　見れば、小さなハサミと桶おけを持ったアイシャがそこにいた。花か壇だんの手入れでもしていたのだろう。


「……眠ねむるのは好きではないのだ」


「好き嫌きらいの問題じゃないでしょ！　今朝まですごい熱出してて、あたし、すっごく心配したんだからね！」


　マルクが注意したときと同じことを言っている。しかし、アイシャに言われると言い返せないらしい。エルミナはしぶしぶ本をまとめて、椅い子すから立ち上がる。


「ちゃんと部屋で寝ねるのよ」


「……分かっている」


「絶ぜつ対たいよ？」


「……分かったと言っている」


　その声は相変わらず抑よく揚ように乏とぼしいものだったが、表情はどこか軽くなったように見えた。エルミナにとってアイシャは紛まぎれもなく〝大切な誰だれか〟なのだ。


　その光景を見送っていると、エルミナがピタリと足を止めた。


「……執バト事ラー。部ヽ屋ヽにヽ紅ヽ茶ヽをヽ」


「かしこまりました」


　ちゃんと部屋に戻もどるという意思表ひよう示じだったのだろう。その言葉で、アイシャも安心したように表情を緩ませた。マルクがそれに続いて部屋を出ようとすると、アイシャが意外そうな声を漏もらしていた。


「ふーん……。マルクさんにはそう言えるんだ」


「はい？」


「なんでもないです」


　アイシャはそそくさと立ち去るが、その表ひよう情じようが少し嬉うれしそうに見えた。





　エルミナに紅こう茶ちやを頼たのまれたので、地下に降おり厨ちゆう房ぼうへ向かう。石いし造づくりの階かい段だんを降りたところで、マルクは不意に違い和わ感を覚えた。


「はて……？」


　天てん井じよう付近に並ならぶ窓まどから日光が差し込んでおり、一いち応おうは地下であるここにも光が届とどいている。夜ではランタンで照らしても見えないようなところまで、キレイに見み渡わたせる。そのせいだろうか。なにかとても不自然なものがあるように思えた。


　あの夜。影かげの女を見たときと同じような違和感だった。


　階段や窓から伸のびる影は普ふ通つうの影だ。女や犬の形ではない。壁かべも観察してみるが、特に異い常じようは見あたらない。異い形ぎようの影も破は損そんも見あたらない。


「む……。これは？」


　周囲を観察していると、マルクの足は勝手に進み始めていた。


　──そう言えば、さきほどエルミナは『紅ヽ茶ヽをヽ』とだけで「頼む」とは言いませんでしたね……。


　どうやら、それは命令に含ふくまれるらしく、マルクの意志とは無関係に厨房へと向かっていく。仕方がないので、先に紅茶を淹いれてしまうことにした。


　ここのかまどは金きん属ぞく製せいで、蓋ふたを閉とじると密みつ閉ぺいされて消火される仕組みになっている。かまどにはまだ熱がこもっており火付け石を打つとすぐに炎ほのおが燃もえ上がる。マルクは手て際ぎわよく薬や缶かんを設せつ置ちし、使いかけの鬱デ金イー玉ナを水みず洗あらいし、切断面を切り落とす。そうして鬱デ金イー玉ナの輪切りを作ると、マルクは折れたナイフを片かた付づけていないことに気がついた。


　──持ち手の方は処しよ分ぶんしましたが、切っ先は壁に刺ささったままでしたね。


　放ほうっておくと、アイシャあたりが怪け我がをするかも知れない。マルクはティーポットとカップを用意してから、壁を探さぐる。


　──はて？　見あたりませんね。


　ナイフに関しては、サーカス時代から使い込んでいる。どこから投げてどんな軌き跡せきを描えがき、どう突つき刺さったのか。一度投げたなら体がしっかり記き憶おくしている。どこに投げたか分からないなどということは、ありえなかった。


　──誰かが片付けたのでしょうか？


　そう訝いぶかっていると──チャリ──足あし下もとから詰つまったような金属音がした。なにかを踏ふみつけたらしい。足をどけてみると、そこには鋭するどい輝かがやきを持った金属の破は片へんが転がっていた。ナイフの切っ先だ。


　──自然に抜ぬけ落ちたのですか……？


　あのときナイフを抜こうと何度も揺ゆらしたりした。折れはしたが、抜けかかっていたのかも知れない。


　しかしやはりなにかおかしいような気がして、ナイフが突き刺さっていたはずの壁に手を当て──それからマルクは奇き妙みようなことに気がついた。


「傷きず跡あとが……ない？」


　マルクが投げたナイフは、そうそう抜けそうではなかった。つまり、それだけ深く突き刺さっていたのだ。抜いたなら当然壁に破損が残っているはずだ。しかし、目の前の壁にはなにも傷が残っていなかった。


　落ちている破片を拾い上げる。指の第二関かん節せつまでほどの長さがあり、この深さまで刺さっていたのだと分かる。そう簡かん単たんに抜けるものではなかったはずだ。


　それから、マルクはさきほど感じた違和感のことを思い出した。


　用意したティーセットを抱かかえ、階段へと駆かける。階段の登り口に到とう着ちやくし、マルクは先ほどの違和感の正体を確かく認にんした。


「穴あなが……ふさがっている……？」


　階段の壁の向こうはマルクの寝しん室しつになっている。つまり、今朝方アイシャの能のう力りよくで大穴を穿うがたれた壁なのだ。それが目の前には傷一つなかった。マルクは恐おそる恐る手を伸ばし、壁に触ふれてみるが、それはなんの変へん哲てつもない壁だった。


　均等に積み重ねられた石材にはこれといって不自然なつなぎ目もなく、また特別新しく感じることもない、なんら変哲のない壁。石のつなぎ目の溝みぞを指でなぞると指先が黒く汚よごれる。それは純じゆん粋すいに時間の経けい過かからくるホコリやカビのような付着物による汚れだ。


　カツンとなにかが足に当たった。見下ろして見ると、穴をふさいでいた木材だった。


　ナイフ程てい度どの傷ではない。壁をくぐり抜けられるほど巨きよ大だいな穴が穿たれていたのだ。それがつなぎ目も分からないほど完かん璧ぺきに修しゆう復ふくされている。いや、そもそもこれは修復などという次元の話ではない。


　そしてマルクは昨夜の幻まぼろしを思い出した。そもそもこの屋や敷しきは炎えん上じようしたはずなのだ。


　──これが、答えですか……。


　時間が戻もどったかのように全すべてが元に戻っている。しかし──


　──エルミナの対たい価かは還かえってこなかった──


　この広大にして美び麗れいな屋敷を元通りに戻せても、双ふた子ごの姉やそこに住んでいた人間は還ってはこなかったのだ。


　蜃しん気き楼ろうの屋敷──街ではそう噂うわさされているらしい。その名の通り、ここはエルミナが見る蜃気楼なのだ。しかし蜃気楼は所しよ詮せん蜃気楼だ。そこにあるように見えても、たどり着けることはない。エルミナが失くしたものはここにはないのだ。


　マルクは静かに立ち上がると階段へ足を向けた。


　エルミナは誰かに守られるような非ひ力りきな存そん在ざいではない。しかし助けが必要ないわけではない。そしてそこには契約者のような力は必要ないのだ。なぜならアイシャは笑え顔がおというとても単たん純じゆんなものでエルミナの支ささえになっているのだから。


　そしてマルクにできることは、一いつ杯ぱいの紅こう茶ちやを届けるというささやかなことなのだ。











　第五章　そして、山犬は吠ほえる










　アルバ＝ディーノはプラットホームに佇たたずんでいた。


　線路の向こうから吹ふき付ける風に、腕うでの通っていない右みぎ袖そでがバタバタとなびく。周囲にはセリアや部下の姿すがたもなく、ワイルドバーンの荒こう野やを駆かけ抜ぬけてきた風の声に耳を傾かたむけていた。


　そうして一人待っているのは、とある契けい約やく者しやの少女だ。


　アルバが生まれる前、開フロ拓アテ民イナが移い住じゆうしてくるより前、大ク陸ー先住ラ民ンの周りに先クー住ラ民ンしかいなかった古い時代、風は大陸に住まう精せい霊れいの声を運んでくれていたという。先クー住ラ民ンは精霊を祀まつり、精霊の声を聞いていたのだ。


　それがアルバの耳に届とどくのはくぐもった怨えん嗟さのようなうなり声だけだ。あるいは、これも精霊の声なのかも知れない。祀られる場所を失い、自らの名も忘わすれられた精霊達。彼らが苦く悶もんを叫さけんでいるのかも知れない。


　彼らは人の身に宿り、契約者と呼よばれるもの達にしか認にん知ちされなくなったのだから。


　アルバは口元を歪ゆがめた。苦く渋じゆうなのか笑えみなのかどちらともつかぬ表ひよう情じようだ。


「──大アいルなスる・マ叡グ智ナ……か」


　アルバはその名前を口に出して確たしかめた。


　──契約者を超越する存在──卑金属を貴金属に変え巨万の富を生み出す秘宝──〝在るはずのないもの〟を紡ぐ神の秘儀──


　多くの人間には魅力的なのだろう、そんな言葉を並べて誘いをかけてきたのはセリアだった。欲しくはないかと。正直、そう持ちかけられたときは彼女の正気を疑うたがったものだった。契約者という連中は、やはり頭がおかしいのかと。


　しかしそれがなにのことを言っているのかに気づいたとき、アルバは全すべてを理り解かいした。


　自ヽ分ヽはヽそヽれヽをヽ知ヽっヽてヽいヽるヽ。


　錬れん金きん術じゆつ師し達が血ち眼まなこになって追い求めた秘ひ儀ぎは、なんのことはない先クー住ラ民ンにとっては当たり前に知っているものだったのだ。恐おそらくセリアもそれを期待して話を持ちかけてきたのだろう。その本当の意味には気づいていなかったにしろ。


　アルバは懐ふところから握にぎり拳こぶしほどの大きさの石を取り出した。先クー住ラ民ン特有の菱ひし形がたと三角を組み合わせた模も様ようが彫ほり込まれている。偉い大だいな赫ヴアル鷲チヤスを称たたえるための紋様だ。アルバの氏族が古くから祀ってきたもので、手元に残った最後の遺い品ひんでもある。


　アルバは少年のときに氏族の集落を失った。そして開フロ拓アテ民イナと戦うには力が必要だと思い知った。拳けん銃じゆうを手に取り、がむしゃらに駆け回るうちに自分についてくる開フロ拓アテ民イナたちが現あらわれ、そして気がつけばギャングのファミリーとなっていた。


　しかし力は手に入れたが、自分は一体なにと戦っているのか。しだいに分からなくなり始めていた。セリアが現れたのはそんなときだった。


　集落が焼かれたとき、アルバには妹が生まれていた。まだ首が据すわったばかりで、しゃべることはおろか這はいもできない赤子だった。半人前の自分に与あたえられた初めての守らなければならないものだったのだ。


　なのに、それを守れなかった。


　アルバはもう一度口元を歪めた。今度は紛まぎれもなく笑みと呼べるものだった。


　──〈アルス・マグナ〉──それが、アルバが考えている通りのものならば、妹の命を取り返すことができるかも知れない。


　そのあとどうなるかは分からない。自分がただで済すむとも考えていない。セリアには自分の目的を果たしたあとは好きにしていいということで話がついている。彼女もそれでどうなるか確かめられるのだから異い論ろんはないらしかった。


　──不ふ確かく定てい要よう素そは、あのマルクとかいう契約者くらいのものか……。


　どうやら〝影かげ〟を扱あつかうらしいが、腹はらの底ではなにを考えているのかよく分からなかった。思し慮りよ深いように見えて、なにも考えていないようにも思える。いや、逆ぎやくか。なにも考えていないように見えて、思慮深い…………いや、やはり逆か？


　考え始めて、アルバは自分がなにか勘かん違ちがいをしているような気がしたが、それを否ひ定ていするように首を振ふった。あれは恐らく相手を惑まどわすためにそうしているのだろう。少年という外見も洞どう察さつ力りよくを鈍にぶらせているに違いない。


　実は一番初めの感想が正せい解かいだったのだが、アルバはそれに気づかなかった。


　──まあ、ともかく契約者を差し向けたおかげで確信が持てたのだ。


　恐らくマルクはまるで歯が立たなかったのだろう。それはそうだ。彼女は普ふ通つうの契約者とはルールが違うのだから。


　アルバはしばらく目を瞑つぶっていたが、やがてゆっくりと開いた。


　ホームに、従じゆう者しやを連れた一人の少女が姿を現していた。
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「……今、なんと仰おつしやいました？」


　翌よく朝あさ。マルクはドミニクの言葉に耳を疑った。


　とある〝郵便屋〟が拳銃二挺とナイフを届けに来たのが夜明けごろ。恐らく契約の切れたマルクを始末しに来たのだろう。それをあしらって朝食を摂とったあと、玄げん関かんホールにてドミニクが通例通りの本日の指し示じを出していたのだが、その内ない容ようがマルクには信じられなかった。


「前に話しただろう？　エルミナお嬢じよう様さまはクラークさんのパーティに出席するって」


　エルミナは今日、鉄道王ジョーゼフ＝クラークのパーティに招まねかれていた。しかし、エルミナが倒たおれたのは一いつ昨さく晩ばんの話なのだ。昨日熱が下がったばかりなのに、出かけるとは信じられなかった。


「ご冗じよう談だんでしょう？　お嬢様は先日倒れたばかりなのでございますよ？」


　ドミニクはなにか勘違いをしているに違いない。マルクはそう思って聞いてみるが、ドミニクはゆるんだ表ひよう情じようのまま首を振る。


「エルミナお嬢様が決めちゃったことだからね。僕ぼくからはなにも言えないよ」


「そんな……。また倒れたらどうなさるのですか」


「僕は、心配してないように見えるのかな」


　そう言われるとマルクにも言い返す言葉が思いつかなかった。あの日、倒れたエルミナを連れ帰ったとき誰だれよりも慌あわてていたのはドミニクだったのだから。救いを求めるようにアイシャに視し線せんを向けると、彼女も困こまったように首を振るだけだった。


「エルミナは一度決めちゃうとすごく頑がん固こなんです。具合が悪いくらいじゃ、取りやめたりしないと思いますよ」


　アイシャですらそう言うのだ。今さらマルクがどうこう言ったところで変えられはしないのだろう。うな垂だれると、ドミニクがのんびりしつつも気の毒そうな視線を向けていた。


「まあ、心配するのは悪いことじゃないと思うよ。だけどエルミナお嬢様にも考えはあるし都合だってあるんだよ」


「ですが……」


「なにをそんなに心配してるんだい？」


　食い下がるマルクをに不自然に感じたらしい。ドミニクは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。


「それは……」


　言えない。ギャングに今日の予定を流してしまったからエルミナが襲しゆう撃げきされるなど、言えるわけがない。それを言えば、予定は変えられるかも知れないが、マルクはここにはいられなくなる。


　──ここにいたい──


　いつの間にか、そんなふうに思うようになってしまっていた。そしてそれゆえマルクは事実を口にすることができない。


「大だい丈じよう夫ぶですよ。エルミナだって、一昨日倒れて心配かけたってことくらい分かってると思いますよ。だから無理してるわけじゃないと思いますよ！」


　うな垂れていると、アイシャが励はげますように言ってきた。マルクは、それに曖あい昧まいに笑い返した。





　エルミナの出発は昼になってからだった。それについて行くのはドミニクだけだ。


　マルクはなんとかエルミナと話せないかと機会を窺うかがっていたが、外出の支し度たくのためアイシャが常つねに側そばにいた。


　普ふ段だん通りに掃そう除じをしつつ何度も〈クフ・リーン〉に呼よびかけてみるがやはり応こたえはない。


　相手がアルバだけならエルミナが後れをとることはないだろう。しかしその最中に〈クフ・リーン〉からの横やりまであってはどうなるか分からない。一昨日は、その攻こう撃げきを凌しのぎきれず倒れたのだから……。


　時間とはこういうときほど早く過すぎるもので、マルクが手をこまねいているうちに、日は高らかに昇のぼっていく。


　そして昼に差しかかったとき、チャンスはやってきた。


　二階の掃除をしていたマルクの前をアイシャが通り過ぎる。


「あ、マルクさん！」


　マルクの姿すがたに気づくとアイシャは元気のいい声を上げた。その表情はこみ上げる笑いを堪こらえているようで、嬉うれしそう……というよりもおかしくて堪たまらないというように見えた。


「どうかなさったのですか？」


「あのですね。エルミナったら……えへへ。まだ秘ひ密みつです」


　どうやらエルミナからなにかをもらったようだ。手を慌てて後ろに隠かくしていた。


　しかし、アイシャがここにいるということは────


「そういえば、お嬢じよう様さまのご支度はもう終わったのですか？」


　極きよく力りよくさりげなくそう問いかけると、アイシャは頷うなずいた。


「はい。あ、そうだ。マルクさん紅こう茶ちやを持っていってもらえますか？　エルミナも朝からバタバタしてましたから、一休みすると思います」


「すぐにお持ちしましょう」


　マルクは心の中で拳こぶしを突つき上げた。まだ天はマルクを見放してはいなかった。マルクは手て際ぎわよく紅茶を用意すると、駆かけ込こむようにエルミナの寝しん室しつへと向かった。





　エルミナはジャケットを着ていた。下はズボンではなくスカートではあるが、普通の女じよ性せいはこんなものは着ない。マルクが見たことがあるのはせいぜい、先日会ったセリアくらいのものだ。


　マルクが呆あつ気けにとられていると、エルミナはいつも通りのなにを考えているのかよく分からない眼まな差ざしを向けてきた。


「……紅茶かね」


「あ……ええ。アイシャがお嬢様の支度が終わったと言っていたもので」


　テーブルにティーセットを並ならべつつ、マルクはエルミナの服ふく装そうをまじまじと観察してしまった。ドレスを着ているものと思っていたのでこれは意外だった。


「……なにか？」


　見み惚とれているとエルミナから怪け訝げんそうな声をかけられた。


「あ……いえ、珍めずらしい恰かつ好こうをなさっているので……」


　エルミナは自分の服装を確たしかめるように両手を広げる。


「……変だろうか」


「いいえ。よくお似に合あいです。ただ、パーティにご出席なさると聞いていたもので意外だっただけです」


　エルミナは小さく息をついた。


「……鉄道を使うのだ。ドレスでは動きにくい。あとで着き替がえるのだ」


　そう言って向けられた視し線せんを追うと、大きな手て鞄かばんがあった。どうやらその中にドレスが用意されているらしい。確かに人ひと混ごみの中に入るというのに、ドレスで行くわけにはいかないだろう。


　エルミナが紅茶を啜すするのを待って、マルクは話を切り出した。


「お嬢様。お嬢様はクラーク氏のパーティにご出席なさるのですね」


「……そうだが」


「今からお取りやめになるわけには行きませんか？」


　マルクがそう切り出すと、エルミナは怪訝そうに目を上げた。


「お嬢様は先日倒れたばかりでございます。鉄道を使わねばならないほどの長ちよう距きよ離りの移い動どうはお体に負ふ担たんがかかりすぎると思います」


「……不要な心配だ」


「そうは思えませんが」


　引き下がらないマルクに、エルミナは翠すい玉ぎよくの目を細める。


「……昨日は君の言うとおりおとなしくしておいた。これ以上は必要ない」


「あのときアイシャがどれだけ心配したとお思いなのですか？」


　ここでアイシャの名前をだすのは卑ひ怯きようだとは思いつつも、マルクは続けた。エルミナを行かせるわけにはいかないのだ。


　しかしそれでもエルミナの瞳ひとみに戸と惑まどいは生まれなかった。


「……私はヴァレンシュタインの当主として招まねかれている。簡かん単たんに無視することはできない」


「ですが……」


「……執バト事ラー。私は行くと決めたのだ。君に私の行動を邪魔する権けん利りはない」


　それはもう口を出すなという命令だった。マルクがうつむくと、エルミナは僅わずかに表ひよう情じようを曇くもらせたが、それでも止やめるとは言わなかった。


　──あなたの身が危き険けんなのですよ？


　アルバとて無む策さくで挑いどむわけではない。そして〈クフ・リーン〉は未いまだエルミナをつけ狙ねらっているのだ。いかにエルミナの能のう力りよくが強力であっても、無事でいられる保ほ証しようはない。


　マルクはもう一度顔を上げた。


「お嬢じよう様さま。私にお嬢様の意志を変える権利はございません。ですが頼たのむことはできます。どうか、今日だけはおやめください」


　苦く渋じゆうの滲にじんだ声に、エルミナは驚おどろいたように瞬まばたきをする。


「……何な故ぜ？」


　エルミナは翠玉の瞳を真まっ直すぐ向けてきた。マルクの懇こん願がんをまるで無視するつもりはないようだ。


「それは……申し上げられません」


　しかし、それゆえマルクには話すことができない。エルミナの予定をギャングに流し、襲われるように仕向けたなどと、言えるわけがない。


　エルミナはマルクが続きを話すのを待つようにじっと見つめてきたが、やがて小さく首を横に振ふった。


「……理由もなく、予定を変えることはできない」


　それでもこれで引き下がるわけにはいかない。なにか理由をつけられないだろうか。そう考えていると、エルミナは目を伏ふせ静かに言った。


「……紅こう茶ちやをご苦労だった。もヽうヽ下ヽがヽれヽ執バト事ラー」


　それは決別のひと言だった。契けい約やく書しよの制せい約やくに強制され、マルクはエルミナの部屋から追い出された。





「それじゃあ、気をつけてねエルミナ！」


　馬車に乗り込むエルミナをアイシャは元気よくそう言って見送った。


　ロックウォールは炭たん鉱こう街がいではあるが、ちょっとした市ほどの大きさがある。鉄道の駅までは、馬車を使わねばならないような距離だ。駅には乗客用の馬ば房ぼうがあり、馬車もそこに預あずけられるようになっている。


　マルクはエルミナを止められなかった。それを見送らねばならないのは苦く痛つうだった。


　自分で事じ態たいをややこしくしたというのに、結局なにもできなかった。情なさけないというか、不ふ甲が斐いないというか、だらしないというか……。


　契約者になってから、これほど無力というか、非ひ力りきというか、惨みじめというか、無様というか、悲ひ惨さんというか、とにかく自分に対してこれほど失望したのは初めてだった。


　──もういっそ川にでも飛び込んでしまいましょうか？


　あいにくこの街の近辺に、溺でき死しできるほど広く深い川は流れていない。子こ供どもでも歩いてわたれる浅い川が一ひと筋すじ流れているだけだ。この季節にはほとんど干ひ上あがっている。


　精せい霊れいもない。金もない。知ち恵えもない。勇気もない。友達もいない。意気地もない。なんにもない。これで生きててなんの意味があるのか？


　うな垂だれていると、アイシャから肘ひじでつつかれてしまい、なんとか顔を上げる。


「行ってらっしゃいませ……」


　これ見よがしに力ない見送りに、エルミナもさすがに眉まゆをひそめる。


「……明日には戻もどる」


　この期ごに及およんで励はげまされてしまい、マルクはさらに落ち込む。


　──あとはもう、信じるしかありません。


　不意打ちで仕し掛かけたマルクを返かえり討うちにしたのだ。そのエルミナが後おくれをとることなどあるはずがない。


「じゃあ、留る守すは頼むね」


　御ぎよ者しや台だいから身を乗り出したドミニクがそう告げると、馬車は車輪の音を響ひびかせ進み始めた。見送ることしかできない情けなさにため息を漏もらすと、アイシャが励ますように笑いかけてきた。


「マルクさん。ご飯にしましょう。お腹なかいっぱいになったら元気もでますよ！」


「そうですね……」


　マルクは気弱に笑い返し──


「──ですが食事は私が用意します」


　すかさずそう付け足した。


　アイシャは何故か不服そうな表情を見せたが、マルクは厨ちゆう房ぼうへと向かった。





　厨房で野菜を選んでいると、アイシャが隣となりにしゃがみ込み、満面の笑えみを向けてきた。


「マルクさん。エルミナは心配ないですから元気出してください！」


「……そうですね」


　やはり元気のない声しか返せないが、アイシャはびくともしなかった。


「元気ないですマルクさん！」


「……元気、出ませんね」


「そうだろうと思って、プレゼントがあります」


「プレゼント？」


　縄なわでもプレゼントしてくれたなら、マルクはそれで首をくくろうかと真しん剣けんに考えている。アイシャは前まえ掛かけのポケットを探さぐると、すぐに小さな箱を取り出した。


「はい！　これです」


「はあ……、私なんかがいただいてよろしいのですか？」


「よろしいのです！　あ、でもそれはエルミナからですから、お礼はエルミナに言ってくださいね！」


「お嬢じよう様さまから？」


　そう言われて、昼前にアイシャが嬉うれしそうになにかを隠かくしていたことを思い出した。


　なんだろうと、ふたを開けてみると、中には円えん盤ばん状じようの金きん属ぞくが収おさめられていた。表面には細かな装そう飾しよくが施ほどこされており、それは玄げん関かんにも刻きざまれている翼つばさのような紋もん章しよう──ヴァレンシュタインの紋章だった。


「時計……ですか？」


「はい。時計です」


「なんでまた？」


「マルクさん時計を持ってないんでしょう？」


　──時計を持っていないのかね──


　不意にエルミナがそんなことを聞いてきたことを思い出した。


「本当はもっと早く渡わたしたかったんですけど、マルクさんが荷物を取りに行ったときに渡しそびれちゃって、それで自分で渡すのが恥はずかしくなっちゃったみたいです」
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　アイシャはおかしそうにそう言ったが、マルクはそれどころではなかった。


　──どうして今さらこんなものを……！


　エルミナがこれを用意していただろうとき、マルクはアルバに情じよう報ほうを流していたのだ。エルミナが全すべて悪いのだと逆さか恨うらみして。そして、その結果は──


　──マルクの手を握にぎった心細そうな手──


　震ふるえていたあの手の感かん触しよくを思い出してしまった。


　それから、ようやくマルクは気がついた。


　サーカスにいたときも、詐さ欺ぎ師しの相あい棒ぼうをしていたときも、浮ふ浪ろう児じ仲間といたときも、父の会社で給きゆう仕じをしていたときも、厨房で皿さら洗あらいをしていたときでさえ、マルクは確たしかに居い心ごこ地ちがよいと感じていたのだ。


　不平を漏もらしながらも、笑い合える誰だれかがそこにいて、確かに楽しいと感じることができたのだ。それを、ことあるごとにマルクは逃にげてきたのだ。


　落ちぶれた父の背せ中なかから逃げ出し、いつのたれ死ぬか分からない浮浪児の生活から逃げ出し、警けい察さつに追われた詐欺師の相棒を見み捨すてて逃げ出し、サーカスの過か酷こくな生活に耐たえきれず逃げ出し、寒さに震える厨房から逃げ出し…………。


　──なにが間ま違ちがっているというのですか！


　確かに別になにも間違っていないかも知れないが、それでもそこでなんとかしようとは考えなかったのだ。もしかしたら変えることができたかも知れないのに。


　──ここからも逃げ出しますか？


　出会いは確かに間違いだったかも知れない。マルクは刺し客かくとしてやってきて、エルミナにはそれさえも気づいてもらえなかった。


　──だからなんだと言うのですか。


　日の光が心地よい。笑ってくれる誰かがそこにいる。フニャフニャとやる気があるのかないのか分からないが、つい気を許ゆるしたくなる仲間がいる。すぐになくなるものだと諦あきらめて、むしろそれを否ひ定ていしてさえきた〝楽しい〟という気持ち。


　蜃しん気き楼ろうのような在あるはずのない屋や敷しきで、マルクは見つけてしまったのだ。在るはずのないと思ってきた自分の居場所を。


　そして自分と同じ──いや、もっと悲ひ惨さんな目に遭あっていながら、誰かを憎にくむでもなく人形のようになってしまった少女。そしてその人形のような無表情のわりには、ふとしたときの態たい度どや仕草でなにを思っているのかなんとなく伝わってしまうそんな少女。


　エルミナの側を離はなれられないのは、契けい約やく者の制せい約やくでも、契約書の支し配はいでも、ましてや罪ざい悪あく感からですらなかったのだ。


　マルクはこう思ってしまったのだ。





　──エルミナの側にいたい──





　食器棚だなを開き、マルクは銀食器の中からナイフをつかめるだけつかみ取った。


「ど、どうしたんですか？」


　マルクの奇き怪かいな行動にアイシャは目を丸くする。


「アイシャ。ここから駅まで走ったとして、お嬢様に追いつけると思いますか？」


　アイシャは驚いたように瞬まばたきをし、それからプッと噴ふき出した。


「ええっとですね。馬車はもうすぐ駅に着いちゃいます……あー、でもドミニクさんも駅で馬車を預あずけるのは慣なれてないみたいです。ちょっと時間がかかりそうですよ」


　まるでその場を実じつ況きようするように語るアイシャはキュッと目を閉とじていた。


「見えるのですか？」


「見えるのですよ！」


　見えるものを灰はいに変える能のう力りよくは、視し界かいを閉ざせば〝視みえる〟能力に変へん異いするのかも知れない。マルクは銀時計を箱に戻もどし、アイシャの手の中に押おし返す。


「いらないんですか？」


　マルクは首を横に振ふる。


「今は受け取れません。でも必ず受け取りに戻ります。だから預かっていてください」


　さすがに身勝手な頼たのみに、アイシャは困こまったようにため息をついた。


「もう……、どうしてマルクさんまで同じこと頼むんですか？」


「まで？」


「……なんでもないです。行くんなら急いでください。あまり時間がなさそうですよ」


　そう言われて、マルクは慌あわててかけだし、それから一度だけ振り返った。


「ありがとう。アイシャ」


　それだけ言い残して駆かけ出したマルクは、アイシャの返事を聞き取れなかった。


「相手がエルミナじゃなくてあたしでも、それくらい必死になってくれるのかな？」


　銀時計の箱を手の中でくるくる回しつつ、アイシャはそう呟つぶやいていた。
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　線路は一本しか通っていないのだが、駅はとてつもなく豪ごう華かな造つくりだった。


　床ゆかは大理石の石いし畳だたみがしかれ、研けん磨まされた円柱は顔が映るほどピカピカだ。ところどころに成金趣しゆ味みの銅どう像ぞう彫ちよう像ぞうが設せつ置ちされている。瑠ドミ璃ニ猫トンや黒ケル野ビツ牛トといったワイルドバーン大陸特有の動物を象かたどったものが多い。


　壁かべもガラス張ばりの部分が多いが、この街の風景は眺ながめてなにか思うほど小こ綺ぎ麗れいでも珍めずらしいものがあるわけではない。恐おそらくは鉱こう山ざん主ぬしの趣味なのだろう。趣向を凝こらした駅内が外側からでも見られるようにガラス張りにしたのだろう。通つう常じようとは正反対の思想だ。


　呆あきれていると『ここからワイルドバーンの奥おく地ちを目指すものへ』という説明書きが目についた。これは趣味で飾かざっているわけではなく、狩かりゆ人うどや商人へ檄げきを飛ばすためのものだという主しゆ張ちようらしい。あまり説得力はない。収しゆう獲かくに失敗したものたちはこれらの彫像を見てさらに落ち込むことだろう。


　しかしそれだけ趣味に走った駅ゆえ、駅員の数が少なくて管理が行き届とどいていない。列車に乗り込むには切きつ符ぷが必要になるため乗車はできないが、ホームまでは誰でも行き来できるようになっていた。


　構こう内ないに利用客の姿すがたは見あたらない。ついでに言うと改札に駅員の姿もない。


　──もう少し仕事熱心になった方が良いですよ。


　マルクは息を整えながら改札を素す通どおりする。


　この暑い季き節せつに燕えん尾び服ふくのまま、屋や敷しきから全力で駆けてきたのだが、何な故ぜか汗あせはかいていなかった。黒コートで鍛きたえられたというわけではない。やはり温度に対する感覚が狂くるっているようだ。


　マルクは一つしかないホームに向かって足を進め──





　ガチャガチャガチャガチャガチャガチャガチャガチャガチャガチャ──





　いきなり十数個この銃じゆう口こうに取り囲まれた。


「今日の汽車は運休だ」


　周囲を取り囲んだのは、十数名のギャングたちだった。いちいち顔に見覚えはないがディーノ・ファミリーの構こう成せい員いんらしい。


　正面に立ちふさがる三人の男の手には、機関銃が握にぎられている。軍隊で使用するような代しろ物ものであり、ギャングが持っているのは初めて見た。弾だん倉そうを見た限かぎりでは五十発は連れん射しやできそうだ。


　その左右には拳けん銃じゆうを持った男たちが五人ずつ並ならんで壁を作っている。同士討うちを避さけるためギャングたちは横一列の編へん隊たいを組む。マルクをアルバが雇やとっていた契けい約やく者だとは気づいていないようだ。そしてマルクは能力を失ったままだ。能力がなければ契約者とてただの人となんら変わりがない。


　それでもマルクはいつも通り涼すずやかに微ほほ笑えんだ。


「お通し願いたいのですが、切符が必要でしょうか？」


「今日は運休だって言ってんだよ」


　中央に立っている男は中年に差しかかったくらいの男で、派は手でな赤い帽ぼう子しをかぶっている。この赤帽子がこの場のリーダーのようだ。機関銃を片かた手てに、ニヤニヤと不ふ快かいな笑みを浮うかべていた。


「困りました。私はこの先にいらっしゃる主あるじに、お伝えしなければならないことがあるのですが……」


　アルバの姿は見あたらない。セリアの姿もだ。この男たちはただの見張りらしい。


　──もうエルミナに接せつ触しよくされましたか……！


　にわかに焦しよう燥そうするマルク。アルバが現あらわれる前にたどり着きたかったのだが、それはさすがに無理な注文だったようだ。


　赤帽子はニヤニヤと笑いながら、マルクの頭の先から靴くつの先までジロジロと見回す。


「なんだお前。妙みような恰かつ好こうしてんな。召めし使つかいか？」


　マルクは微笑を崩くずさぬまま、ゆっくりと、そして大きく弧こを描えがいて腕うでを持ち上げる。人差し指と中指を伸のばし、メガネの接せつ合ごう部ぶにそっと添そえてメガネを押し戻もどす。


　スコ──


　銃身にかすかな衝しよう撃げきを感じたのだろう。赤帽子は握った機関銃に視線を落とし──そして呆ほうけたようにポカンと口を開いた。


　機関銃の銃口には、銀ぎん製せいのナイフが突つき刺ささっていた。


「申し遅おくれました。ヴァレンシュタイン家執バト事ラーマルク＝マルドゥーク。我わが主に伝えることがあって参りました」
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　マルクは大げさな仕草で気を引きつつ、もう片方の腕は指先でナイフを投とう擲てきしていた。赤帽子の表ひよう情じようが、見ていて心ここ地ちよいほど青ざめていく。





　──契約者は異い能のうであって万ばん能のうではない──


　人にはない能力を持ってはいるが、それも人知を超こえるようなものではない。今の時代には、爆ばく薬やくという便利な道具も存そん在ざいする。破は壊かい力りよくに特化しているアイシャの能力でさえ、壁一枚に穴あなを開けられる程度であり爆薬には遠く及およばない。


　加えて契約者は能力に対して対たい価かを支し払はらわねばならず、それは紛まぎれもなく欠点として存在する。つまり爆薬を持った普通の人間と、強い破壊力を持った契約者が並んだなら、相対的に見て契約者は普通の人間に劣おとる。


　にもかかわらず、契約者は人間より優すぐれていると考え、人間もまた契約者を恐おそろしいと考える。





「う……撃うて、撃てぇぇええっ！」


　赤帽子が悲鳴じみた声を上げ、ギャングたちはいっせいに引き金を引く。


　マルクはなんの不安も疑ぎ問もんも抱いだかず、真まっ直すぐ前に足を進めた。





　契約者は、恐きよう怖ふに対して鈍どん感かんである。


　それは人にはない力があるという欺ぎ瞞まんからではない。恐怖を感じないわけではなく、恐ろしいと感じることもあれば脅おびえることもある。しかしせいぜい二階のベランダから下を見下ろし、ちょっと怖こわいなと思う程度のものなのだ。


　それだけで悲鳴を上げるほど脅える人間は少ないだろう。何な故ぜなら、少し身を引けばいいと知っているからだ。つまり、実じつ際さいに危き険けんに晒さらされることはないと〝なんとなく〟分かっているからだ。


　契約者が恐怖に鈍感なのはそれと同じ理由だった。〝なんとなく〟なんとかなるような気がするのだ。


　契約者は恐怖に対して鈍感である代わりに、危険に対して敏びん感かんである。指を切る程度の些さ細さいな木の枝でさえ、そこに斧おのでも置いてあるかのように反はん応のうする。そして、それは危険ではない場所を求めるということでもある。


　だから、契約者は〝なんとなく〟危険を回かい避ひしてしまう。それは予見能力なのか、読どく心しん術じゆつの一種なのか、あるいは空気の流れのようなものから分かるのか、契約者自身にも〝なんとなく〟としか説明できない感覚だ。





　マルクは〝なんとなく〟赤あか帽ぼう子しの前なら安全そうな気がして迷ヽわヽずヽ足を進める。


　赤帽子は一番前に出ていたため、その前に銃じゆう口こうが伸のびることはない。その状じよう態たいで前進する標的を撃ってもまず当たらない。そして赤帽子の機関銃にはナイフが突き刺さっており、撃てば暴ぼう発はつすることになる。それが理り解かいできてしまうため、赤帽子は機関銃を構かまえたまま叫さけぶことしかできない。


　全すべての銃じゆう弾だんがマルクの進む道を逸それて通り過すぎる。


　安全に赤帽子の正面にたどり着くと、マルクはそのまま踵きびすを返す。赤帽子に背せ中なかを押しつけながら床ゆかを蹴けりつける。それにより、マルクは背中に極きわめて安全な盾たてを確かく保ほした。





　その〝なんとなく〟という感覚に従したがい〝なんとなく〟危険を回避し〝なんとなく〟なんとかしてしまう契約者は、対たい峙じしたものから見れば──





　──得たいが知れない──





　能力を失おうとも、マルクは紛れもなく契約者だった。


　マルクに背中を押しつけられ、赤帽子はたたらを踏ふみながら後こう退たいする。同時に周囲のギャングたちも一いつ瞬しゆんマルクの姿すがたを見失う。たったそれだけでギャングの壁かべを突き抜ぬけその後方へ回り込んでしまう。


　マルクは赤帽子を押しのけながら、右みぎ隣どなりにいるギャングの手首をナイフで振ふり払う。


　鮮せん血けつ──ギャングの手首から噴ふん水すいのように血けつ液えきが噴ふき出す。機関銃が床に転がり、暴発した銃弾がまき散らされる。


　血の雨──絶ぜつ叫きよう──豪ごう雨うのごとき銃声──見失った標的──


　ギャングたちは恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいる。その間も、マルクは安全にナイフを投とう擲てきする。


　赤帽子の左隣に立っていた男──つまり三挺ちよう目めの機関銃の持ち主──の背中に一本目が命中。機関銃が床に転がり男も転てん倒とう。まき散らされる銃弾が倍の数に増ふえる。


　その狙そ撃げきでギャングたちも後ろに回られたことに気づく。即そく座ざに銃を構え直すが、標的の背中に自分たちのリーダーの姿を見てしまい、発はつ砲ぽうを躊ちゆう躇ちよする。


　赤帽子という盾に安全を保ほ障しようされ、マルクは二本、三本、四本と落ち着いて正せい確かくにナイフを狙ねらい撃つ。肩かたに、銃に、足に、ナイフは次々と命中し、ギャングたちが倒たおれ伏ふす。


　五本目に手をかけようとしたとき、ようやく赤帽子が恐慌から脱だつ出しゆつ。発砲不ふ能のうになった機関銃を振り上げ、マルク目がけて振り下ろす。


　鈍重──先日、先クー住ラ民ンの契約者アイシャ＝クラン＝ウィードが撃ち込んできた一いち撃げきに比くらべれば、いっそ微ほほ笑えましいとさえ思えるささやかな反撃。


　マルクは冷静に手首を取り、もう片かた方ほうの手は肘ひじに添そえる。相手の体たい勢せいを崩くずしつつ、全身のバネを使って身をひねる。赤帽子はマルクの倍近い体重があったが、的確かつ適てき切せつに力を乗せればなんら問題はない。


　ゴリン──瞬発的に重ちよう複ふくした力により、気味の悪い感かん触しよくと共に、赤帽子の腕はマッチ棒ぼうのごとくたやすくへし折れる。それによりさらに体勢を崩した赤帽子は、仕し掛かけたマルク自身でさえ呆あつ気けにとられるほど軽々しく宙ちゆうを舞まった。





　赤帽子──本名ロナルド＝ペッシェ──ディーノ・ファミリー幹かん部ぶはこの瞬間、生しよう涯がい忘わすれられない恐きよう怖ふを刻きざみ込こまれた。


　以い降こう、契約者、あるいは執しつ事じと聞くたびにガタガタ震ふるえることとなりギャングとして再さい起き不能。ロックウォール唯ゆい一いつにして最大の安全圏けん【渓キヤニ谷オンのズ・楽パラダ園イス】に転がり込み店員として雇やとわれる。やがて強こわ面もてのわりには人のいい店員として人々から愛される存そん在ざいとなり、女じよ性せい店員メアリと結ばれ、ささやかにして温あたたかな家庭を築きずくこととなる。





　そんな未来を知るよしもなく、赤帽子ロナルドは絶叫を上げながら味方の銃口目がけてボールのように宙を滑かつ空くうした。


　ギャングの壁が赤帽子という投石により瓦が解かいしたのを見み届とどけ、マルクは次のナイフをスローイング。ギャングの肩に命中しまた一人倒れ伏すが、それ以上に暴ぼう発はつした機関銃の流れ弾だまに当たり倒れるものが続出していた。


　マルクはさらに次のナイフに手をかける──が〝なんとなく〟危あぶない気がして、迷まよわずその場から飛びのく。


　ガガガガガッガガガガガガガッガガガガガ──


　一瞬前までマルクがいた位置へ、雨のように弾だん丸がんが降ふり注ぐ。どうやら暴発し続ける機関銃を拾い上げる勇ゆう敢かんな男がいたらしい。


　マルクは着地と同時に床ゆかを転がり、近くの彫ちよう像ぞうの陰かげへと回り込む。


　機関銃の火線はもちろん追いかけ、罪つみなき彫像を容よう赦しやなく打ち付ける。ガラスの彫像だったならその場でマルクは絶命していただろうが、幸いなことに石像だった。だから〝なんとなく〟ここに逃にげ込んだのだ。


　激はげしい銃声の中に悲鳴が大量に混まじっている。跳ちよう弾だんのいくつかが味方のギャングたちに命中しているようだ。それでも躊躇する様子はない。ある意味では味方の犠ぎ牲せいを恐おそれぬ優ゆう秀しゆうな兵だ。


　隠かくれ込んだ彫像にさらなる鉛なまりの雨が降ふり注ぐ。マルクはまだ〝なんとなく〟大だい丈じよう夫ぶだと感じ、冷静に状じよう況きよう確かく認にん。右みぎ上じよう腕わん。左足首。右みぎ腹ふく部ぶに鋭するどくも鈍にぶい痛いたみが走っていた。全すべてはかわしきれなかったらしい。出血していた。


　──この程てい度ど、私がエルミナに味わわせた苦く痛つうに比べればとるに足りません。


　出血は少なくない。腹部からが酷ひどいが傷きずは深くはない。内ない臓ぞうを痛めるほどではない。右上腕も大したことはないが、ナイフを投げるのに狙いが狂くるいそうだ。しかし左足首は少々問題だ。感覚がまるでない。歩けないことはなさそうだが、走るのは無理そうだ。


　状況確認を済すませると、銃じゆう弾だんの雨がひととき止やむ。


　顔を上げると、辺りのガラス製せい品ひんは根こそぎ流れ弾で粉ふん砕さいされている。散らばった破は片へんの一つから背はい後ごを映うつし見ることができた。緑のつば広帽に顔には火やけ傷どのような痕あと。火傷顔の男が弾倉を新しいものに交こう換かんしていた。


　そして再ふたたび鉛の雨。どうやら石像もろとも打ち砕くだいてしまうつもりらしい。


　火傷顔の判はん断だんは悪くない。石像は繊せん細さいな造つくりであるがゆえ頑がん丈じようとは呼よべない。マルクはすでに動けないし、このまま撃ち続ければ間ま違ちがいなく標的を仕し留とめられる。


　ただ一つ、火傷顔が失敗だったのは、その方法ではマルクに時間を与あたえてしまうということだった。


　マルクは銀ナイフの重さを入念に確たしかめる。いつもの投げナイフよりもだいぶ重たい。長さも長い。回転の径も違う。投げるだけなら問題ではないが、精せい密みつな狙いをつけるなら誤ご差さが生じる。二、三度手の中でナイフを回し、大体の感覚を捕つかまえる。


　火傷顔の立っている位置を意い識しきすると、マルクは手の中のナイフを真上目がけてポーンと放ほうる。回転するナイフは頭上から後方へと飛び、石像を飛び越こえその向こうに消える。その間に次のナイフを取り出し、床を転がって石像の陰から飛び出す。


「──あがッ？」


　火傷顔の悲鳴。マルクが放ったナイフは火傷顔の顔面をかすめていた。


　乱らん射しやされる機関銃は天てん井じようを打ち付ける。そうして拓ひらけた安全圏に転がり込みながら、マルクは次のナイフを投擲する。火傷顔の肩かたを捉とらえ、機関銃が床へ転がる。





　火傷顔──本名イルッソ＝ビアンタはこの瞬しゆん間かん、銃は剣けんより強しという概がい念ねんを木こっ端ぱ微み塵じんに粉砕された。


　以降、玄プ人ロならナイフを扱あつかえと言い始め、熾し烈れつな修しゆう練れんを重ね始める。達人となった彼はあるサーカス団だんからスカウトを受け、投げナイフ芸人として人生をやり直す。奇くしくもそれはマルクが在ざい籍せきしていた一座であり、少年のマルクが果たせなかった夢ゆめを代わって果たすという数すう奇きな運命をたどることとなる。





　そんな未来を予見したのか、しなかったのか、火傷顔のイルッソはナイフの輝かがやきに魅みせられながら床へと転てん倒とうした。


　続けて次のナイフを取り出し、マルクの表ひよう情じようはにわかに硬こう直ちよくした。


　──ナイフがあと一本です。


　契けい約やく者しやといえど、これには焦しよう燥そうを感じずにはいられなった。ナイフは厨ちゆう房ぼうからつかめるだけつかんできたのだが、自分は一体、何本投げただろうか？


　──これは、やはり私が代金を支払わねばならないのですか？


　銀ナイフは屋や敷しきの備び品ひん──つまりエルミナの所有物であってマルクの私し物ぶつではない。それを紛ふん失しつ、あるいは破は損そんさせたのだ。装そう飾しよく細かな高級銀ナイフが一体いくらするものなのか、マルクは軽い目め眩まいを感じた。


　一瞬のうちにそれだけ逡しゆん巡じゆんし、立ち上がろうとしたところマルクは〝なんとなく〟危あぶない気がしてピタリと硬直した。


　ゆっくり顔を上げると、銃口が目の前に突きつけられていた。銃はカタカタと震ふるえており、下手に動くとそのまま撃うたれてしまいそうだった。


「化け物め……っ！」


　苦く悶もんの表情で呻うめいたギャングの肩は鮮せん血けつで染そめ上げられていた。マルクのナイフが命中したのか、あるいは流れ弾だまをもらったか、ともかく負ふ傷しようしつつも立ち向かってきたのだ。


　周りを見み渡わたしてみれば、立っているのはその男だけだった。他のギャングたちは床に転がり呻き声を上げるばかりだ。半分はマルクのナイフによるものだが、残り半分は跳ちよう弾だんと暴ぼう発はつによる自じ爆ばくだ。


　それでも銃を持ち横列編隊を組んだギャング十三名が瞬またたく間に撃げき沈ちんされたのだ。男は銃を突きつけ、優ゆう位いに立っているにもかかわらずガタガタと震えていた。


　そんなに恐おそろしいのなら引き金を引いてしまえばいいのだが、そうすることにより逆ぎやくに自分が殺されてしまうかのように硬直していた。


　そしてそのギャングの予感はおおむね正しかった。


　通路の向こう。マルクがやってきたのと同じ方向。つまり駅の外からゾロゾロとガンホルスターを下げた男たちがやってきていた。確かく認にんするまでもなくギャングたちだ。


　しかし銃を構かまえた男は同じギャングの姿すがたに、哀れなほど青ざめていく。


「よう。ドミー……じゃなくてジミーだったか？　派は手でにやってるな」


　新たに姿を現あらわしたギャング。その中央にいた男が親しげに声をかけてくる。


　しかしジミーだかドミーだかは悪あく魔まの姿でも見たかのように蒼そう白はくになり、秒間二十を超こえる振しん動どう数すうで震え始める。


「なんだ？　怪け我がをしてるじゃねえか。痛いたいだろ。はやく手当をした方がいいな？」


　労いたわるような言葉を投げかけられていながらも、ドミーだかジミーだかは怯おびえながら首を上下にガクガクと振ふる。ゆっくりと拳けん銃じゆうを床ゆかに置き、震えながら両手を上げると、新参のギャングは穏おん和わそうにニッコリと笑う。


「いやあ、悪いなジミー。今度一杯ぱいおごらせてもらうぜ」


　そう言って、親しい友人のように肩をポンポンと叩たたくギャング。マルクは少々呆あつ気けにとられながらも、ずり落ちたメガネをそっとかけ直した。


「お知り合いなのですか？」


「いや。初めて見る面つらだな」


「それにしては親しそうに見えましたが……」


「【渓キヤニ谷オンのズ・楽パラダ園イス】でなら誰だれでも親友になれるさ」


「はあ……、ところでどうしてあなたがここにいらっしゃるのです？　ロッジ」


　新たにやってきたギャングたちはロッジ率ひきいるノローデ・ファミリーの面々だった。ようやく勝機をつかめたと思った瞬間、別の敵てきが現れたのだ。ドミーだかジミーだかの絶ぜつ望ぼうははかり知れない。


「なんでってこたあねえだろ。俺おれたちはファミリーだって言ったろう？　ディーノ・ファミリーに殴なぐり込むなら声をかけてくれねえと困こまるな」


「殴り込みではありません。主あるじに伝えることがあって来ただけです」


「ああ、執しつ事じになったんだったな」


　話しながらも、ギドがかがみ込んできてマルクの怪我を手て際ぎわよく手当てしてくれていた。


「そんじゃあま、アルバの野や郎ろうでもとっちめにいくとしようぜ」


　マルクをファミリーと呼よんでくれた男は、そう言ってニヤリと笑ったが、マルクは首を横に振った。


「お気持ちは嬉うれしいですが、これは私が片かた付づけなければならない問題なのです」


　それから周りに転がるギャングたちに視し線せんを向ける。


「ですが、もし頼たのめるならそこの方々を手当てしておいていただけますか？　みなさん命に別べつ状じようはないかと思うので」


　ロッジは倒たおれたギャングを眺ながめ、それから僅わずかに青ざめた。


「殺さなかったのか？」


「はあ……、いつもの癖くせでして……」


　その言葉にロッジだけではなく、ギドや周りのギャングたちまで怯おびえたような表ひよう情じようを見せた。どうして怯えられているのか分からず、マルクは首を傾かしげた。てっきりアルバのように、殺せなかったことを嘲あざわらわれるのかと思ったのだが……。


　ロッジはマルクの頼みを聞き入れてくれたようで、追いかける素そ振ぶりは見せなかった。


「……他になにかできることはあるか？」


「はあ……、その、もし頼めるのでしたら、私が投げたナイフを回かい収しゆうしておいていただけますか？」


　それを下取りに出して新しいものを購こう入にゆうすればいくらかは負ふ担たんが軽くなるかも知れない。マルクは儚はかない期待を込こめてそう頼んだ。


　それからエルミナの元へ足を進めようとして、ふとマルクは立ち止まった。


「ところで、あなたのお名前はどちらなのですか？」


　なんとなく気になってしまい、すでに拘こう束そくされているドミーだかジミーだかに聞いてみると──


「……トニーです」


　情なさけなさそうにそう答えられた。
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　ただっ広い構こう内ないを進み、プラットホームを目指す。いくらなんでも誰もいないと思ったら、先ほどのギャングたちが全員追い出してしまったかららしい。駅員の姿さえなかった。


　ようやくプラットホームへの階かい段だんが見えてきて、マルクは足を止めた。


「そういえば、あなたがいたのでしたね……」


　階段の前には、ジャケット姿すがたの女じよ性せいが静かに佇たたずんでいた。


　アルバとともにいた契約者セリアだ。マルクの姿を見ると、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。自分の腕うでを指さし、それから片足をトントンと踏ふんで見せる。


　一体なんの仕草か分からず、しばらく考え込まなければならなかったが、やがてそれがマルクの負ふ傷しよう箇か所しよを指し摘てきしたのだと気がついた。


「もしかして、話せないのですか？」


　セリアは小さく頷うなずく。


「対たい価かですか？」


　再さい度ど肯こう定てい。


「なるほど。それで私が怪け我がをしているのが不思議だと？」


　さらに肯定。


　セリアは一度マルクの能のう力りよくを見ている。銃じゆう弾だんごときでは負傷しないと知っているのだ。ひとまずマルクを敵だとは考えていないらしい。先ほどの銃声が聞こえなかったはずはない。恐おそらく〝なんとなく〟敵ではないと思ったのだろう。


　マルクはいつも通りの微び笑しようを浮うかべる。


「実は、訳わけあって能力をなくしました」


　セリアは片目を大きく開き、それから首を傾げる。


「私だって信じられませんでしたよ。ですが、事実です」


　それから、真まっ直すぐセリアの顔を見み据すえる。深い翳かげを宿した藍らん玉ぎよくの瞳ひとみだ。


「そのことでエルミナに用があるのです。そこを通していただけませんか？」


　セリアはしばらく考え込んでいたが、やがてホームの方角を指さし、それから自分を指さす。


「アルバですか？」


　セリアはアルバに雇やとわれているのだろう。彼女も契約者である以上、アルバの命令は守らなければならない。


「アルバに用はありません。私はエルミナに用があるのです」


　セリアは逡しゆん巡じゆんするような素そ振ぶりを見せたが、ほどなくして小さく頷き階段を上る。ついて来いということらしい。


　契約者は人より優すぐれていると考える。能力を失ったマルクが、なにかの障しよう害がいになることはないと考えたのだろう。障害になるならそのとき排はい除じよすればいいと。そしてそれは思い上がりではなく事実だった。マルクも契約者であるがゆえそれが理り解かいできる。





　プラットホームに列車はまだ来ていなかった。


　その無人のホームに三つの人ひと影かげがあった。物もの怖おじ一つ見せぬ無む表ひよう情じようのエルミナと、その傍かたわらに控ひかえるドミニク。こちらもいつも通り落ち着きはらった様子だ。それと向かい合ってアルバの姿がある。交こう渉しようは上う手まくいっていないようで憤いきどおっているのが遠目にも分かる。


　エルミナは、マルクの姿にかすかに眉を動かした。あちこち血まみれになっているため、それも当然だ。ドミニクも驚おどろいたように目を見開いていた。


　一方アルバは眼がん光こうだけで人を射い殺ころせそうな視し線せんを向けてくる。


「セリア。なんのつもりだ？」


　セリアはマルクを指さしてから、エルミナを指さす。話をさせてやれと主しゆ張ちようしているようだ。アルバは不ふ快かいそうな顔を見せるが、エルミナの側そばから離はなれた。


「……執バト事ラー。なにごとかね」


　その表情は確たしかにいつもの無表情なのだが、心なしか声が震ふるえているように聞こえた。


「お嬢じよう様さまにお伝えしたいことがあって追いかけて参りました」


「……帰ってきてからでは遅おそいのかね」


「はい。今すぐお聞きいただきたいのです」


「……聞こう」


　エルミナは翠すい玉ぎよくの瞳を真っ直ぐ向けてくる。マルクはそれを真っ直ぐ見つめ返しながら、微笑を浮かべる。


「実は、お嬢様は一つ勘かん違ちがいをなさっておいでなのです」


「……勘違い？」





「──私は、旅芸人ではありません──」





　言ってから、少し言い方に問題があったと気づいた。


　エルミナはなにか聞き間違いをしたのではないかと確かく認にんするように瞬まばたきを繰くり返す。ドミニクも脱だつ力りよくしたようにいつもよりさらにゆるんだ表情を浮かべ、後ろではアルバがなにか衝しよう撃げきを受けたように目を見開き、セリアは言葉が分からないように首を傾かしげていた。


「……違う、のかね」


　何な故ぜかエルミナは傷きずついたかのように震える声で言う。


「あ、いえ、その、旅芸人ではなくてもっと別の仕事をしていたという話でして、つまり私は契約者なもので、裏うら稼か業ぎようなどに身を置いていたりしたのです」


　それを告白するのに、どれほど思い悩なやんだことだろう？　なのに初めのひと言を失敗してしまったせいか、あまり驚いてもらえなかった。


　マルクは咳せき払ばらいをし、気を取り直して傅かしずく。


「お嬢様。私は暗殺者としてここにまいりました。ここにギャングがいるのも、私がお嬢様の予定を漏もらしたからなのです」


　衝撃的な話を打ち明けたはずなのだが、エルミナもドミニクも何故かホッとしたように息を吐はいていた。


「お嬢様。私は刺し客かくでございます。お嬢様のお命を奪うばうべく雇われた刺客にございます」


　エルミナは、翠玉の瞳にかすかな翳を揺ゆらす。


「……何故、すぐに仕し掛かけなかったのかね」


「仕掛けたのですが、気づいてもらえませんでした」


　エルミナはなにか言いかけたが声が出てこなかった。見ようによってはショックで言葉をなくしているようにも見えるが、ショックの原げん因いんが微び妙みようだ。


「……そうか」


　ようやく返ってきた返事はそれだった。


　打ち明けるのにも勇気が必要だったが、打ち明けられた方もどう反はん応のうしたらいいか分からないのかも知れない。ドミニクはひたすら困こまったように眉をひそめ、アルバは呆あきれたように首を振り、その隣となりではセリアが何故か手帳にペンを走らせメモをとっていた。


「それを打ち明けた上で、あえてお願いしたいことがあります」


「……なにかね」


「執バト事ラーを続けさせていただけませんか？」


　ずっと目を逸そらしてきた問題。ここから目を逸らして逃にげることはもうできないのだ。


「あの屋や敷しきにいたいのです」


　居い心ごこ地ちがよいと思ってしまったのだ。ここでなら自然に笑えることに気づいてしまったのだ。縋すがるように手を握にぎってくれたエルミナの側にいたいと自覚してしまったのだ。


　──大切な誰かを傷つけて、もう謝あやまれないとしたら、どうすればよいのだろうか──


　そう言ったのはエルミナだった。マルクはまだ謝ることができる。それはどれほど幸運なことだろうか。そこからも逃げ出すのなら、マルクに居場所など永えい久きゆうに存そん在ざいしない。


　エルミナは翠玉の瞳ひとみを大きく揺らし、二度、三度瞬きをした。


「……それだけ、なのかね？」


　その声は憤りなのか、動どう揺ようなのか、感かん情じようが抑おさえきれないように震えていた。


「謝って許されることとは思っておりません。どんな償つぐないでもするつもりです。ただ、お嬢じよう様さまの隣となりにいたいのです」


　自分でも恥はじ知しらずなことを言っているのは分かっていた。エルミナの表情が見る見る歪ゆがんでいき──そして、抑えきれなくなったように弾はじけた。





「ぷっ──あっはははははははは、あははははははは、ははははははははっ！」





　マルクは、しばらくなにが起こったのか理り解かいできなかった。エルミナの唇くちびるから信じられないほど大きな音が吐き出されたのだ。


　エルミナは爆ばく笑しようしていた。もはや立っているのも困こん難なんらしく、うずくまって腹はらを押さえている。涙なみだすら浮うかべていて、濡ぬれた瞳がゆらゆら揺れていた。


　──こんなふうに笑えたのですか……。


　そんな場違いな感想を抱いだいていると、エルミナはようやく顔を上げた。


「……君は、そんなことを言うためにこんなところまで追いかけてきたのかね」


「そ、そんなことって……」


「先ほどの銃じゆう声せいは君の仕し業わざだろう？　そこまでしてここまでやってきて……私は、どんなとんでもないことを言われるのかと思って……」


　そして、またそれを思い出したようにエルミナは笑い始める。それは幻まぼろしの中で見た笑え顔がおと同じものだった。


　──くっ……笑われています！


　能のう力りよくを失っているというのに銃じゆう弾だんの雨をかいくぐり、必死で走ってここまでやってきたのに、笑い事だというのか？


　ひたすら複ふく雑ざつな気持ちのマルクに、エルミナはなんとか立ち上がってみせる。


「……私は君の商売に口を挟はさむつもりはないと言った」


　頭の中ではまだ笑い声がこだましていた。


「……君は私が雇やとったのだ。君があの屋敷を去っていいのは、私がそう言ったときだけだ」


　マルクは啞あ然ぜんとした。エルミナにとってはマルクの悩みなど、笑って済すませられるものだったらしい。そうして笑う姿すがたは歳とし相そう応おうの少女のものであり、備そなわっていた美び貌ぼうはまさに弾けんばかりに輝かがやいていた。


　その笑顔を向けられ、マルクもつられて笑ってしまった。
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「……話は済んだ、ということでいいな？」


　なにやらうんざりしたような声に振り返ろうとして、マルクは突とつ然ぜん体たい勢せいを崩くずした。身み構がまえる暇ひまもなかった。捕つかまれた感かん触しよくもなかったというのに、マルクの足は床ゆかから離はなれ、宙ちゆうを滑かつ空くうして後方へ運ばれた。


　続けて腕うでが本来曲がらないはずの方向へひねられ、痛いたみに呻うめいたところ──ゴリッと鉄でできた筒つつが頭に押しつけられた。


　なんとか顔を向けると、アルバが握にぎった拳けん銃じゆうがこめかみに押しつけられており、その後ろでセリアが腕を捻ひねり上げていた。どうやらセリアの能力で引き寄せられたらしい。なにかに触ふれられた感触はなかった。念力のようなもののようだ。


　ハラリ──と、足あし下もとに一枚まいの紙切れが舞まい落ちる。手帳を千切ったメモらしく、丸っこい文字が走り書きされていた。


〈契約者〉〈能力喪そう失しつ〉〈人ひと質じち〉


　意味が分からず首を捻ると──


「──こいつの命が惜おしかったら〈アルス・マグナ〉をよこせ」


　実に分かりやすい説明だった。


　──人質って私のことですか……！


　初めからセリアはそのつもりでマルクを案内したのだ。そして口が利きけない彼女は普ふ通つうにメモで意い志しを伝え、アルバもそれに乗ったのだ。マルクとエルミナは笑い転げていたのだから、堂々と安全にやりとりができたことだろう。


「あの……、これはどういうことでしょうか？」


　なんとか微び笑しようを取り繕つくろって問いかけるが、アルバの耳に届とどいている様子はなかった。


「こいつを撃うったら次はそっちの従じゆう者しやを撃つ」


　そんなことを言われても、ドミニクの表情は相変わらずゆるんで見えた。


　──ああ、私が撃たれることはもう決まっているのですね？


　エルミナはそんなことには無関心──と、思いきや珍めずらしいことになにかを堪こらえるような険けわしい表ひよう情じようをした。


「……それはできないと、何度も言っている」


「まあ、こんな契約者の命では釣り合いが取れんか」


　なにやら失礼なことを言われているような気がするが、どうやらマルクが来る前からの続きらしい。事情はよく分からないが、とりあえずマルクの権けん利りというものは認みとめられていないようだ。


　マルクは、小さくため息をついた。


「それで？　あなたはいつまで笑ってるつもりですか」


　それが誰だれに向けられた言葉なのか分からなかったらしい。アルバは怪け訝げんそうに視し線せんをマルクに向けた。


「笑ってるのはお前一人だ」


　律りち儀ぎに答えてくれるアルバに、マルクは噴ふき出しそうになった。そして、エルミナが表情を曇くもらせていることに気がつき、いつも通りの微笑を返した。


「お嬢様。本日の予定に変へん更こうはございませんか？」


　エルミナは驚おどろいたように少し目を大きくしたが、小さく頷うなずいた。


「……ない」


「それでは、こちらのお客様にはお引き取り願うということでよろしいでしょうか？」


　エルミナは、戸と惑まどうように瞬まばたきをしたが、それから少しだけ口元を緩ゆるめた。


「……失礼のないように丁てい重ちようにお送りしたまえ」


　アルバが不ふ快かいそうな表情を歪ゆがめるが、マルクはそれを気にせずに涼すずしげな微笑で答えた。


「お嬢様の、仰おおせのままに」


　とたんに、アルバが大きく目を見開いた。


　恐おそらくは引き金を引こうとしたのだろう。しかし引き金にかかった指がその意い志しに従したがうことはなかった。


「すみませんがお嬢さん。腕を放していただけますか？　この通り怪け我がをしておりまして、痛むのです」


　懇こん願がんするように言うと、セリアは自分の行動を疑うような表情を浮かべる。その手はマルクの腕から離れていった。


　腕をさすりながらマルクは足下──正せい確かくには床ゆかに落ちた〝影かげ〟に視線を向けた。マルクの足下には、蜘く蛛もの巣のように細分化した影が広がっていた。





　ヒュオォォォォォォォン──





　風が吹ふき抜ぬけ、獣けもののうなり声のような音が響ひびき渡わたった。精せい霊れいのいななきに、マルクは呆あきれたようなため息を漏もらした。


「まったく……あなたは今までなにをしていたのですか？」


　蜘蛛の巣のように広がった影の一部が寄り集まり、山プリン犬シツプの頭を象かたどる。


「……はい？　扱あつかいの荒あらさに対して職しよく務む放ほう棄きによる抗こう議ぎ活動を試みた…………ですって？」


　──契約精霊の分ぶん際ざいで、罷スト業ライキ……！


　ヒクヒク震ふるえるマルクを気にもかけず、精霊は文もん句くを続ける。


「……だけど、女の子を困こまらせるのはよくないから、手を貸かすことにした？　元々困らせていたのはあなたでしょう！」


　影に向かって怒ど鳴なりつけるマルクに、エルミナは小さく首を傾かしげる。ドミニクに至いたってはポカンと口を開き、完全に啞あ然ぜんとしている。セリアですら大きく目を開いて驚いた表情をしていた。もっとも彼女の場合は能のう力りよくが戻もどったことに対して驚いているようだが。


　そんな中、もっとも冷静に状じよう況きようを理り解かいしたのはアルバだったようだ。


「──セリア！」


　アルバの一いつ喝かつに、セリアはハッとしたように目を細め、唸うなるような鋭するどい息を吐はく。


　グンッ──目に見えない圧あつ力りよくがのしかかり、マルクは大きく吹き飛ばされた。


　──引き寄よせるだけでなく、突つき放すこともできますか！


　マルクは床を転がる。ようやく止まるとプラットホームの奥おくまで吹き飛ばされていた。エルミナとはずいぶん引き離はなされたことになる。


　マルクが立ち上がりメガネを直すと、セリアも貴き婦ふ人じんの微笑を浮うかべながら歩み寄って来ていた。影の束そく縛ばくが解けてしまったのだ。マルクもそれを微笑にて迎むかえ撃つ。


「──！」


　セリアは鋭く息を吐きながら、なにかをたぐり寄せるように腕うでを振ふるう。


　ゴリンッ──異い様ように鈍にぶい音を立て、背はい後ごでなにかが壊こわれた。


　背後から大理石の柱が倒たおれ込こんでくる。マルクはそれに気づきながらも動かない。


　キリリリリ──石材がスリ合わさるような音を立て、石柱の傾けい斜しやが停止する。


　マルクの影は山プリン犬シツプの形を象かたどっており、その顎あごは大きく開いて石柱の影と重なっていた。


　どうやらセリアの能力は引き寄せる力と突き放す力──引力と斥せき力りよくのようだ。因ルー学トによれば、二つの力はプラスかマイナスの違ちがいがあるだけで同じものだと言う。


　セリアは足を止めるも、微笑を崩くずさない。マルクも同じく微笑のまま、人差し指を立てて口を開く。


「いけませんね。淑しゆく女じよが力ちから比くらべのようなことをしては、はしたないかと思います」


　微笑を浮かべる二人の契約者。傍はたから見れば口数の少ない貴婦人に使用人がマナーについて説いているようにしか見えない。しかしその背後では二つの圧力を受けた石柱が断だん末まつ魔まのごとき軋きしり声を上げていた。


　やがて、力の均きん衡こうに変化が現あらわれる。マルクの影よりも、セリアの引力の方が強いらしい。しだいに石柱が傾かたむいていく。


「ところでお嬢さん。山プリン犬シツプは獲え物ものを取り押おさえるのに牙きばを使いますが、牙というのは本来かみ砕くだくためにあるのですよ」


　ベキッ──傾斜する石柱に大きな亀き裂れつが入る。


　その真下に広がる影にも、奇き妙みようなことだが亀裂が走っている。亀裂はみるみるうちに広がり──そして、砕けた。砕けた影に従したがい、巨きよ大だいな石柱も粉ふん砕さいされる。


　触ふれた影を束そく縛ばくし、そして力を込めれば打ち砕ける。それがマルクの──〈クフ・リーン〉の能力だった。


　砕かれた石柱がバラバラと落下する。貴婦人の微笑は揺ゆるぎもしない。セリアは再ふたたび息を吐きながら虚こ空くうを腕でたぐり寄せる。


　まき散らされた破は片へんの一つがセリアの手の中に引き寄せられていた。赤子の頭程てい度どの大きさ。当たりどころが悪ければ死ぬこともあるだろうが、契約者同士の闘とう争そうにはなんの意味もなさない。


　セリアはピンと指を立てる。石せつ塊かいは斥力に弾はじかれ天てん井じようを突つき抜ぬけ空へと消える。


　意図が読めず、マルクは首を傾げて──〝なんとなく〟いやな予感がしてとっさにその場を飛び退のいた。


　ドゴンッ──雷らい鳴めいのごとき轟ごう音おんと共に床ゆかが砕け散った。


　マルクが立っていたはずの場所で石ころがまき散らかされ、濛もう々もうと煙けむりが上がる。そちらへ視し線せんを向けると、子こ供どもが立ったまま中に入れそうな大おお穴あなが開いていた。ほどなくして、今しがたの石塊が落下した結果なのだと気がついた。


　斥力ではね上げた石塊を引力で加速させて降ふらせたのだ。その威い力りよくは大たい砲ほうどころか隕いん石せき落下に等しい。石ころ一つが震しん撼かんすべき兵器へ変へん貌ぼうしていた。


　マルクの微び笑しように汗あせが一ひと筋すじ流れる。


「……〈魔ま弾だんの射い手て〉……あなたのことでしたか」


　セリアは優ゆう雅がに頭こうべを垂たれる。


〈魔弾の射手〉──そう呼よばれる契約者の噂うわさを、マルクも聞いたことがあった。どんな場所へ隠かくれても、どれだけ遠くに逃にげても、必ず一いち撃げきで仕し留とめられてしまうらしい。空から落ちる隕石による精せい密みつ射しや撃げきならば当たり前だ。


　負ふ傷しようゆえ走り回れないマルクには逃げようがないが、微笑が淀よどむことはなかった。


「ですが──私の能力とは相あい性しようが悪いようですね」


〈魔弾〉は石塊という影かげを持った弾だん丸がんだ。いかに速かろうとも、影があるなら〈クフ・リーン〉に止められないものではない。


　セリアは微笑を崩さず次の〈魔弾〉を引き寄せる。


　それに合わせて、マルクも自分の周りに影を走らせる。影の大きさは日の光に左右される。形けい状じようはいくらでも変えられるのだが、日の光で作られる実じつ際さいの影以上の面積には広げられない。しかし全てを黒で塗ぬりつぶす必要はないのだ。


　影は細かく解ほどけて引き延のばされ、蜘く蛛もの巣のように細分化し広こう範はん囲いに広がる。セリアはかまわず〈魔弾〉を射出。


　──力押しで破やぶれるとお思いですか？


　マルクは身み構がまえ──そして己おのれの間ま違ちがいを思い知らされる。


　セリアはマルクに手を伸のばすと、ピンッ──と指を弾はじいた。


　ドン──と不ふ可か視しの圧あつ力りよくに襲おそわれ、マルクは大きく後ろへ吹き飛ぶ。


　同時に、せっかく張はり巡めぐらせた影が溶とけるようにかき消えマルクの足あし下もとへ収しゆう束そくする。


　──制約を見抜かれていた……！


　マルクの影は、他者の影を束そく縛ばくする。しかし影を操そう作さ持続させるには、マルクが止まっていることが前ぜん提ていだった。マルクが一歩足を踏ふみ出してしまうと、とたんに影の制せい御ぎよは失われる。無む敵てきの盾たては身構えてこそ効こう果かを発するのだ。


　吹き飛ばされたマルクはなんとか転ばずに着地するが、同時に足首および脇わき腹ばらに鈍どん痛つうが走る。傷きずが開いたらしい。


　苦く痛つうに呻うめきながらも、マルクは微笑を崩さない。セリアの微笑を崩すまでは自分も微ほほ笑えんでいなければならない気がした。


　微笑のまま〝なんとなく〟危あぶない気がして急速離り脱だつ。走るより転がる方が速いと瞬しゆん時じに判はん断だん。飛び込むように床ゆかに転がると──


　ドゴンッ──マルクが飛び退いた場所に大穴が穿うがたれていた。


　即そく座ざに立ち上がり、セリア目がけて影を走らせる。影を確たしかに搦からめ捕るが、貴き婦ふ人じんは惚ほれ惚れするような微笑を振ふりまく。


「──っ！」


　グイッ──不可視の引力に引き寄よせられ、マルクは前のめりに転てん倒とうする。


　契約者は恐怖に対して鈍感である。その契約者であるマルクは悪お寒かんとともに明確な恐怖を感じた。影を操作する暇ひまもなく、マルクは再び床を転がる。





　ドゴンッ──ドゴンッ──ドゴンッ──ドゴンッ──ドゴンッ──ドゴンッ──





　すでにセリアは無数の〈魔弾〉を撃ち出していたようだ。容よう赦しやない流星の雨あられ。それと共に落下する天井の破片。足を止めれば能力で体勢を崩される。マルクは逃げるので手一杯だった。


　しかしそれでもマルクは微笑とメガネを手放さない。メガネを押さえつつ、引きつった笑みを浮かべて床を転がるマルクは、もはや滑こつ稽けいを通り越して不気味でさえある。


　転がりながら、マルクは疑ぎ問もんを覚えた。──〈魔弾の射手〉──その呼び名は一ワン撃シヨツト必・ワン殺キルに由来するはずだ。にもかかわらず〈魔弾〉は一度も命中していない。


　セリアの〈魔弾〉は強力すぎる。本来は長ちよう距きよ離りで狙ねらいを定めて撃つのだろう。それがこの距離では自分に被ひ害がいが及およびかねないため、全力を出せないのだ。雇やとい主であるアルバが側にいるのでなおさらだ。


　ならば状じよう況きようが有利かと言えばそんなことはない。セリアの能力はどうやら一度に一つのものしか操れないようだが、引力という力は重力という力が肩代わりしてくれる。能のう力りよくは打ち上げるときにかかれば十分なのだ。


　狙そ撃げき銃じゆうが使えないなら機関銃を持てばいい。〈魔弾〉の機関銃という悪あく夢むの兵器をマルクは笑いながらかわし続ける。


　──見み境さかいなしですか──エルミナは？


　そこで、ようやくエルミナとドミニクの存そん在ざいを思い出した。


　見ればエルミナは流星雨の中、優ゆう雅がに肘ひじを抱いて佇たたずんでいた。まだあちらには降ふっていないようだが〈魔弾〉でさえ、自分の防ぼう壁へきは破れないという絶ぜつ対たいの自信があるのか。ドミニクに至いたっては、もう笑うしかないというようにゆるんだ笑みを浮うかべている。


　マルクは跳はね上がるように立ち上がる。エルミナの能力とて絶対ではない。事実一度は〈クフ・リーン〉の攻こう撃げきを防ふせげず倒たおれたのだから。焼け付く痛いたみが走るが、立ち止まることは許ゆるされない。マルクは立ち上がった勢いきおいのまま、まっすぐ突とつ進しんする。


「通して──いただきますよ！」


　それは当然、セリアに向かって走るわけであり、黙だまって進ませてくれるほど親切なはずもない。セリアがピンッ──と指を弾き、押し寄せる圧あつ迫ぱく感にマルクは突き飛ばされる。再び石でできたプラットホームを転がる。


　それを狙い澄すまして降り注ぐ〈魔ま弾だん〉。避ける暇はない。影で止めればまた妨ぼう害がいされる。


「咬かみ砕くだけ──〈クフ・リーン〉！」


　マルクは床に広がる影を、その場で干かん渉しようできただけ全すべて〝破は壊かい〟する。


　メシイッ──周囲の石たちが軋きしんだ悲鳴を上げる。


　続けて弾だん丸がんのごとき速度で飛来する石片がマルクの頰ほおを、背せ中なかを、腕うでを、足を引き裂さく。〈魔弾〉は撃げき墜ついできたようだが、その破片までは防げなかった。


　そしてそれは確かに〈魔弾〉も破壊したが、同時に頭上の天井まで巻まき込んでしまった。砕け散る天井。崩れ始めた天井がマルクとセリア、お互たがいの姿を一いつ瞬しゆんかき消す。


　──今です！


　崩落の雨の中──マルクはもう一度駆かけ出した。


　そしてセリアもそれを読んでいた。ひときわ大きな破片が落下の方向を変え地を滑かつ空くうする。影で止めれば能力で阻そ害がいされ、避よければ〈魔弾〉で狙い撃たれる。


　逃のがれようのない詰つみの一手──だったはずのそれは、マルクから大きく逸それて見当違いの方向へ飛んでいった。


「……ところでお嬢じよう様さま。影かげ踏ふみという遊びをご存ぞんじでしょうか？」


　その声に、セリアは微び笑しようのまま首を傾かしげて振ふり返った。セリアは自分に向かって走ってきたと思ったのだろう。しかしマルクはセリアではなく、エルミナの前に立っていた。


　エルミナは小さく首を横に振る。


「……知らない」


「まあ、淑しゆく女じよがする遊びではないかも知れません。影踏みというのは、影を踏まれたものが鬼おにになり、他の子こ供どもの影を踏むというイタチごっこのような遊びでございます」


　マルクの頭上ではヒビだらけの天井が崩くずれることなく静止していた。そしてその上ではドゴンッ──ドゴンッ──と凄すさまじい音が轟とどろいている。


　影の操そう作さは繊せん細さいであり、マルクが一歩移い動どうすれば解とかれてしまうような代しろ物ものだ。当然、瞬時に張はり巡めぐらせるような器用なこともできない。しかしマルク自身が直ちよく接せつ影を踏むのなら、それで束そく縛ばくすることができた。


　マルクの足は崩れかけの天井の影を踏んでいた。マルクが影を支し配はいしている限かぎり〈魔弾〉のような凶きよう悪あくな兵器だろうと、その領りよう域いきを侵おかすことはできない。セリアの能力のような妨ぼう害がいさえなければ、無む敵てきの盾たてだと呼よべた。


　やがて豪ごう雨うのような音が止やむ。セリアが打ち出した〈魔弾〉が弾切れになったのだ。


「影を踏まれた鬼は十数える間は動いてはいけないのですよ」


　その言葉を合図にマルクは影の束縛を解き放ち、とっくの昔に砕けていた天井がバラバラと崩れ始める。


　セリアが鋭するどく息を吐はいて腕を振るうが、崩ほう落らくする瓦が礫れきはセリアの能力を阻はばむ盾となる。マルクは影を操作して崩落を制御する。自分たちまで潰つぶされては笑い話にもならない。


「さて、しっかりと追いかけなさい〈クフ・リーン〉」


　そう呟つぶやくと、マルクは瓦礫の合間を縫ぬって最後の銀ナイフを投とう擲てきする。投擲されたナイフを追って、槍やりのような影が真まっ直すぐ伸のびる。マルクの影は天井の崩落を制御しつつ、範はん囲いを操作できるほど万ばん能のうではない。しかし投げたナイフに影を這はわせるくらいはできた。


　崩落が収おさまると、その向こうに微笑を崩さぬ貴き婦ふ人じんの姿すがたがあった。セリアは服にかかったホコリを払はらうと、再び〈魔弾〉を引き寄せる。マルクの頭上には、もう盾となるべく天井は存そん在ざいしない。


　マルクはその微笑を笑え顔がおで向かい撃うち、腕を持ち上げ人差し指を床ゆかに向け、トントンと叩たたくように床を指し示す。


　マルクの足あし下もとから、針はりのような真っ直ぐの影が伸びていた。その影の先はセリアをだいぶ外れた壁かべへと続いており、そこには銀ナイフが突つき刺ささっている。そしてそのナイフを中心に、影はひび割われていた。


　セリアの頭上は〈魔弾〉の発はつ射しや口こうのため、真っ先に天てん井じようがなくなっている。しかしその周囲の壁まで破は壊かいしたはずもなく。成金じみた装そう飾しよく品ひんを飾かざるため見上げるほど背せが高く造られた壁は健在だ。ナイフが突き刺さっているのは、その壁だった。


「そこは、危あぶないようですよ？　お嬢さん」


　セリアの投石を〈魔弾〉とするなら、マルクのナイフは槍だった。エルミナのときには不発に終わった切り札。ナイフの軌き跡せきにある全ての影を粉ふん砕さいする〈魔ま槍そう〉だ。


　セリアは目を見開いて硬こう直ちよくする。交戦と同時に浮うかべあった微笑。先に崩くずれたのはセリアの方だった。


　斥せき力りよくと引力。一つの物体にしか作用しないその能力では、倒れかかる壁を防ふせぎきることはできない。防いだ側そばから崩れ落ちるのだから。そして仮かりに逃れたところで、無む防ぼう備びなところへマルクの追い打ちを受けることとなる。


　そして、壁はあっけなく倒とう壊かいした。


「──アルバ……？」


　勝利を確信したマルクは眉まゆをひそめた。


　崩れ始めた石せき片へんの雨の中、セリアの隣となりに隻せき腕わんの先クー住ラ民ンアルバ＝ディーノが寄より添そっていた。その手には先クー住ラ民ン独どく特とくの幾き何か学がく模も様ようを刻きざみ込こんだ小さな石が掲かかげられていた。


「──輝かがやける赫ヴアル鷲チヤス〈ヌー・アッド〉よ。汝なんじが翼つばさを示せ──」


　アルバがなにを呟つぶやいたのか、マルクの耳にはよく聞こえなかった。


　掲げられた石から青白い光が広がった。光は翼のような形を象かたどり、アルバとセリアを包み込む。降ふり注ぐ石片をなぎ払い、羽ばたくように煌きらめく。そして──


「え──？」


　風が──弾はじけた。


　セリアの能力に勝まさるとも劣おとらぬ圧あつ力りよくが周囲の全すべてを飲み込む。


　荒あらぶる爆ばく風ふうは崩れかけの天井どころか、床まで破壊しながら押おし寄せる。なぎ倒たおされた石柱が、ぞうきんかなにかのように簡かん単たんに捻ねじれて砕くだけ散る。鋼こう鉄てつの線路が枕まくら板いたごと引きはがされ、針金のようにクシャクシャになる。


　冗じよう談だんのような破壊力。火薬が目め一いつ杯ぱい詰つまった武ぶ器き庫こを放火すると、こんな光景が見られるかも知れない。


　そんな現げん場ばに居い合あわせているはずのマルクは、他ひ人と事ごとのようにその光景を見つめていた。竜たつ巻まきのような暴ぼう風ふうは間ま違ちがいなく目の前で吹ふき荒れているのだが、マルクの元には涼すず風かぜひとつ届とどいていなかった。


　見れば、完かん膚ぷ無なきまでに粉砕された床はマルクの一歩手前までで、そこに境きよう界かい線せんでもあるかのように何事もないような空間が開けていた。


　振ふり返ると、エルミナがつまらなさそうな眼まな差ざしを正面にいるアルバへと向けていた。


　──防いで……いるのですか……？


　マルクが愕がく然ぜんとしていると、アルバは力が届いていないことを察したのか、セリアを立たせて背中を向けた。


「……今回は、引き下がっておく」


　声は届かなかったが、そう言われたような気がした。





　爆ばく風ふうが収おさまると、そこにはアルバの姿すがたもセリアの姿もなかった。どちらかの能のう力りよくで逃にげたのだろう。


　しかしマルクはアルバが使った石のことが忘わすれられなかった。


　──それを賢ヽ者ヽのヽ石ヽ。あるいは──大アいルなスる・マ叡グ智ナ──と呼んだらしい──


　錬れん金きん術じゆつ師し達が思想した契約者を超ちよう越えつする〝なにか〟。アルバはすでにその回答を手にしていたのだ。それはよほどの対たい価かを支し払はらった契約者よりも強力だったように思えた。それこそエルミナのそれに比ひ肩けんしうるほどに……。


　──エルミナと同種の力だと言うのですか……？


　契約者ではない能力の持ち主。契約者を超越した存在──〝超越者〟とでも呼べば妥だ当とうだろうか。そんなものが他にも存そん在ざいするというのか？


　にわかに戦せん慄りつしつつも、マルクはエルミナに向き直った。


「お嬢じよう様さま。お客様にお帰り願いました」


　誇ほこらしく微び笑しようを浮うかべると、エルミナは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。


「……丁てい重ちように、と言った」


「丁重にお怪け我がもなくお引き取り願いました」


「……丁重、だろうか？」


　エルミナはぼんやりした眼まな差ざしで周囲を見み渡わたす。プラットホームは完全に崩ほう壊かいしていた。


　微笑を浮かべる契約者二人が全力で暴あばれ回った上に、アルバの能力で根こそぎなぎ払われたのだ。オーナーのアドナイが見ていたなら、卒そつ倒とうどころか心しん臓ぞう麻ま痺ひを引き起こしていたに違ちがいない。


　さすがにそれに対しては反はん論ろんが思いつかず微笑を引きつらせていると、エルミナは翠すい玉ぎよくの瞳を向けてくる。


「……執バト事ラー」


「なんでございましょうか」


「……給金だが」


　マルクは本心からの笑えみを浮かべた。セリアは並なみの刺し客かくではなかった。名の通った契約者であり、それを撃げき退たいしたのだから昇しよう給きゆうの一つくらいあるのかも知れない。


　期待に胸むねを躍おどらせたマルクは、次のひと言で撲ぼく殺さつされた。





「……この修理代を引かせてもらう」





　空くう虚きよな風が吹ふいた。


　この正気を疑うたがうほど成金じみた駅に、一体どれほどの金がかかっただろうか？　隠かくれ家がを燃もやされていなくとも、マルクに支払える金きん額がくではない。これからの人生全すべてを費ついやしたところでその金額が稼かせげるとは思えなかった。


　魂たましいが抜ぬけていくマルクに、エルミナはピクリとも表ひよう情じようを変えず告げる。


「……冗じよう談だん、なのだがね」


　マルクはガックリと膝をついた。


　──冗談というものは、笑って言うものですよ……！


　ぐっしょりと冷や汗あせをかきながら、マルクはなんとか自分が生きていることを確たしかめた。


　そんなマルクの反はん応のうをどう思ったのか、エルミナは翠玉の瞳を細めた。


「……執バト事ラー。ナイフはまだ持っているか」


　さすがに屋や敷しきの銀ナイフを持ち出したのがばれたようだ。マルクは青ざめながら吹き飛ばされた瓦が礫れきの山を探さぐる。幸い日光を反はん射しやしてくれていたおかげで、すぐに見つけることができた。


「……これに」


　怖おず怖ずと差し出すと、エルミナはマルクにそれを握にぎらせた。直に手を握られ、マルクがうろたえていると、エルミナはナイフを握ったマルクの手を両手で包み込む。


「……よく、見ておくといい」


　エルミナはそのナイフを握った手を、自分の胸むねに押し当てる。切っ先が胸の膨ふくらみに触ふれる。エルミナはそれでも躊ちゆう躇ちよせずナイフを進ませる。


　ズズズズズッ──ナイフは、奇き妙みような音を立てて融ゆう解かいし始めていた。


　──分解、されている……？


　ナイフはエルミナの胸に接せつ触しよくするギリギリのところで融解していた。やがて刀身全すべてが融解すると、エルミナはようやくマルクの手を解かい放ほうした。


　マルクはナイフの断だん面めんを見た。折れたり溶けたようではなく、ヤスリで削けずったように細かな粒りゆう子し状じようの断面だった。


「……これが、私だ。私の意い志しとは無関係に障しよう害がいとなるもの全すべてを抹まつ消しようする。私を殺そうとするものがいたなら、恐おそらく命を奪うばうことになる」


　それからエルミナは揺ゆれる翠玉の瞳を向けてくる。


「……それでも、君は私の隣にいたいのか？」


　それは試ためしているというより、もはや縋すがられているようにしか聞こえなかった。


　マルクは微笑と共に丁てい寧ねいに腰こしを折った。


「私の主はここにいらっしゃいます」


　その答えに、エルミナは確かに微ほほ笑えんだように見えた。


「……帰るぞ」


「え？　あ、クラーク氏のパーティは？」


「……爆ばく発はつ事じ故こが起こったのだ。列車は動くまい」


　──この惨さん状じようを〝事故〟で済すませますか……。


　苦く笑しようしながら周囲の惨状を見み渡わたし、マルクは絶ぜつ句くした。


　そこにはマルクたち以外、誰だれもいないプラットホームが広がっていた。


　崩ほう落らくした天井もなく、粉ふん砕さいされた石柱もない。マルクがやってきたときとなんら変わらぬ無む傷きずのプラットホームだった。それから握ったままだった銀ナイフに目を落とすと、失われたはずの刀身がきちんとそこにあった。


　──一体、なにをしたと言うのですか。


　一体どうやっていつの間に修しゆう復ふくされたのか、マルクにはまるで知覚できなかった。


　呆ぼう然ぜんとしていると、エルミナが立ち止まって振り返っていた。


「……帰るぞ。……マルク」


　──おや？　名前で呼よばれたのは初めてですね。


　エルミナは側に仕えることを許ゆるしてくれた。そして自分の秘ひ密みつも少しずつではあるが打ち明けてくれた。


　急ぐ必要はない。これからゆっくりと知っていけばいい。エルミナが自分から話してくれるまで。それまで執しつ事じはただ影かげのように傅かしずいていよう。


　マルクは、いつもの微笑を浮かべて主を追いかけた。その足あし下もとでは山プリン犬シツプの形をした影が笑うように口を開いていた。











　エピローグ










　使用人の朝は早い。


　ほぼ夜明けと同時に目を覚まし、いつ主あるじと顔を合わせても失礼にならぬよう、まず顔を洗あらって身なりを整える。衣服は晩ばんに眠ねむる前、皺しわにならぬよう丁てい寧ねいに伸のばしておき、皺が寄よっていたなら水ノリを吹ふきかけた上でアイロンがけをして伸ばしておく。


　特に執事ともなれば身なりとともに品ひん性せいも求められる。常つねに完かん璧ぺきなる身だしなみと、紳しん士し的な身み振ぶり素振り。


　マルク＝マルドゥークは今日もまた、夜が明けるころには目を覚まし、身なりを整え、いつ主に呼ばれようとも完璧を以もつて応こたえるため、万ばん全ぜんたる準じゆん備びを始める。


　顔を洗い、シャツとズボン、ネクタイに燕えん尾び服ふく。それらに汚よごれや皺のないことを確たしかめてから着用し、愛用の丸メガネを丁寧に磨みがき上げる。衣服は先日ボロボロになってしまったため新たに支し給きゆうしてもらったものだ。


　それから厨ちゆう房ぼうへと赴おもむき、かまどに火を入れ、湯を沸わかす。湯が沸くまでの間に朝に使うだろう食器を磨いてしまう。


「ふあぁ……、おはようございます」


　そうしていると、侍じ女じよの少女アイシャが起きてくる。毎朝のことではあるが、今日も見事な寝ね癖ぐせである。


「おはようございますアイシャ」


「マルクさん。今日も早いです」


「アイシャは今日もすごい寝癖です」


　素す直なおな感想を返すと、アイシャはむくれたように頰ほおをふくらませた。


「……………………マルクさん。遠えん慮りよがないです」


「これは失礼しました」


　マルクがそう返すと、アイシャは苦笑した。


「寝癖直してきます」


　洗せん面めん所じよで格かく闘とうするアイシャを見送りながら、マルクは紅こう茶ちやを二人分注ぐ。さすがに今日はまだエルミナも起きていないだろう。いつも通り手て際ぎわよく紅茶の準備をしていると──


　チリンチリン──


　使用人を呼ぶ鈴の音が響ひびいた。


「おや、今日は早いですね」


「あ、ちょ、ちょっと待ってください。まだ、髪かみが……」


「大だい丈じよう夫ぶですよ。落ち着いて直していてください」


　苦く笑しようしながらそう言うと、マルクは淹いれかけていた紅茶を一人分追加して注いでしまう。


　用意したティーセットをトレイに載のせ、主の待つ二階へと上る。寝しん室しつの扉とびらを二度、静かに叩たたくと、入るように返事が返ってくる。


　マルクが扉を開けると、エルミナは薄うす手での上着を羽は織おり、ベッドから足を降おろしていた。


「……マルクか」


「はい。紅茶をお持ちしました」


「……用意がいい」


　それはエルミナなりの褒ほめ言葉らしい。しかし何な故ぜか褒め言葉を贈おくりながらも、ソワソワと落ち着かないように掛かけ布ふをいじくり回していた。


　首を傾かしげながらも、ティーセットをサイドテーブルに並ならべようとして──その理由に気がついた。


　サイドテーブルには小さな箱が置いてあった。先日、一度はアイシャが渡わたしてくれたのだが、あとで受け取るといってまだ受け取ってなかったものだ。


　マルクは苦笑した。


「お嬢じよう様さま。こちらの箱は？」


「……君のだ」


「いただいてもよろしいのですか？」


　エルミナは小さく頷うなずく。


　マルクは手際よくティーセットを並べると、その小さな箱を手に取った。中になにが入っているのかは知っているが、改めて中に収おさめられているものを確かく認にんし直した。


　ヴァレンシュタインの紋もん章しようを刻きざんだ銀時計。


「……アイシャから、自分で渡せと怒おこられた」


　唐とう突とつにかけられたその言葉に、マルクは噴ふき出しそうになった。マルクが今は受け取れないと言って返したとき、アイシャは他の誰かからも同じことを言われたようにぼやいた。恐おそらくそれはエルミナだったのだろう。


　そのとき自分で渡せなかったものが、今は自分で渡せるようになった。それをアイシャに叱しかられただけではないように思うのは、思い上がりだろうか？


「……君は、私の隣にいたいと言ってくれた。だから、できれば受け取ってほしい」


　──大切な方を作られた方がよろしいかと思います──


　そう言ったのはマルク自身だが、自分も大切な人間に数えてもらえるとは思っていなかった。思わず口元をゆるませると、エルミナは伏ふせ目がちに言葉を続ける。


「……君も、友人がいないらしいし」


　──そっちですか？


　その場で倒たおれ込こみそうになりながらも、マルクはなんとか堪こらえる。


　ともかく、この銀時計が〝隣にいてもいい〟というエルミナからの返事のように思えて、マルクは自然と微ほほ笑えむことができた。


「ありがたくちょうだいしておきます」


　そう答えて時計を改めて見直す。素そ材ざいは銀で、上等な造つくりだった。


　──銀ですか。高く売れそうですね……。


「……間ま違ちがっても、それを売り払はらうような真ま似ねは慎つつしんでもらいたい」


「う、売りませんよ。お嬢様からいただいたものを売るわけがないでしょう？」


「……なにをうろたえている」


　内心を見み透すかされたような気がしてうろたえると、エルミナは怪け訝げんそうに目を細めていた。呆あきれたように首を振ふり、紅茶を啜すするとエルミナは不意に顔を上げた。視し線せんは窓まどの向こうを見ていた。


「また来客ですか？」


「……そのようだ」


　昨日の朝をもう一度繰くり返しているような気がして、マルクが苦笑すると、エルミナも少しだけ口元を緩ゆるめた。


「……郵ゆう便びんのようだ」


「受け取って参りましょう」


　そう言って部屋から下がり、もらった銀時計を大切に燕えん尾び服ふくのポケットへしまい込んだ。





　玄げん関かんを開けると、そこには昨日と同じ郵便屋の顔があった。マルクは丁てい寧ねいに頭を下げる。


「毎朝ご苦労様です」


「いや、別に好きで来てるわけじゃないんだが……」


　さすがに今日は郵便屋も拳けん銃じゆうを取り出しはしなかった。


「マルク＝マルドゥークって人はいるかい？」


「はあ……、私ですが」


「ああ、あんたがそうなのか。意外とすみに置けねえな」


　郵便屋は意味深げにそう言うと、ニヤリと笑みを浮うかべた。


「送りもんだ。今日は受け取りのサインも頼たのむぜ」


　そう言って差し出されたのは、キレイな包ほう装そう紙しで丁てい寧ねいに梱こん包ぽうされた包みだった。ずいぶん重量があり、中に硬かたいものが入っているのが分かった。


　危き険けん物ぶつではないことは〝なんとなく〟分かるが、なにを贈おくられたのか、そして人から贈り物をされる心当たりがなくてマルクは首を傾かしげた。


「はあ……、差出人はどちら様で？」


「名前は名乗らなかったんだがな。すげえ美人だった。なんつうか、あんたのことしか見えてないって感じだったぜ」


「そ、そうですか？」


　美人から気持ちを寄よせられてると聞いて、悪い気がするはずもない。マルクは思わず顔を緩めながら受取証しように署しよ名めいをした。


　受取証を渡わたしても、郵便屋は帰ろうとしなかった。


「まだなにか？」


「いや、用はないけど、開けてみようぜ？」


「何な故ぜあなたに中身を見せねばならないのですか」


「それな、メチャクチャ重たかったんだよ。なにが入ってるのか気になるじゃねえか」


　そう言われると、なんだか追い返し辛づらくなった。どうしてこの郵便屋はこんなになれなれしいのかと、首を傾げつつもマルクは包みを開けてみた。


　開けてみて…………マルクは硬こう直ちよくした。


　郵便屋も正体が分からなかったらしく、顔をしかめていた。


「……一つ、お聞きしますが、これをお送り下さった美人というのは赤毛の方でしたか？」


「あ？　ああ、赤毛だったな。最後までひと言もしゃべってくれなかったが」


「瞳ひとみは青かったりしますか？」


「確たしかに青だったな。あとすげえ情じよう熱ねつ的てきな眼まな差ざしだったぜ」


「……なるほど、確かに情熱的です」


　郵便屋は意味が分からなかったらしく、首を傾げた。


「で、それはなんなんだい？」


「処ラ刑ブ予レ告ター…………でしょうか」


　包みの中に入っていたのは、一抱かかえほどもある大きな石だった。石と呼よぶには大きすぎる。もはや岩と呼べる大きさだ。マルクはこれに──いや、これと同じようなものに見覚えがあった。昨日、嫌いやというほど撃うち込まれたのだから。


　それは〈魔ま弾だんの射い手て〉の弾だん丸がんだった。そして何故かその岩は、赤いリボンで可か愛わいらしく結ばれていた。


〈魔弾の射手〉は標的を仕し留とめ損そこなったことがないのだという。マルクはその経けい歴れきに傷をつけてしまったわけで、つまり〝この〈魔弾〉がいつ落ちてくるか分かりませんよ？〟という警けい告こく状じようだった。


「はっはっは。秘ひ密みつの合い言葉みたいなもんか？」


　郵便屋は中を確かく認にんできたらそれで満足だったらしく、背せ中なかをばんばんと叩たたくとそのまま去っていった。


　ガックリとうな垂だれながら屋や敷しきに戻もどると、アイシャがホールに上ってきていた。


「マルクさん。郵便ですか？」


「はあ……、私宛あてでしたが」


「…………なんですか？　それ」


　確かにリボンのついた岩を抱えているのだから、アイシャの疑ぎ問もんはもっともである。


　マルクはどこか遠くに視し線せんを向けた。


「……きっと、庭石というものでしょう」


「お庭の石ですか？　邪じや魔まになるじゃないですか」


「キョクトという国をご存ぞんじですか？」


「あの東の方の島国の？」


「はい。あの国では、形のいい石を庭に飾かざるという風習があるらしいですよ」


「へええ。マルクさん物知りですね！」


「はあ、まあ……」


「でも、なんで庭石が送られてきたんですか？」


「さあ、なんででしょうね……」


「触さわってみてもいいですか？」


　アイシャは無む邪じや気きにそう言うと、マルクの手からそっと〝庭石〟を取り上げる。女の子の腕わん力りよくで持てるものには思えなかったが、アイシャは軽々持ち上げる。さすがに先クー住ラ民ンは馬ば鹿か力ぢからである。


　そのままクルクルと回して眺ながめてみるが、はやりただの石ころに真新しい発見があるはずもなく、アイシャは不思議そうに首を傾げた。


「ごめんなさい。やっぱり良くわかりませんでした──あっ！」


　元気よくそう言うと、アイシャの手からツルリと岩が落下した。落下先は狙ねらい澄すましたかのようにマルクのつま先である。


　バンッ──ヒヤリとした感覚に、マルクは靴くつを踏ふみならす。


　それに驚おどろいたアイシャがビクッと飛び上がり、それからポカンとした表情で停止した。


　岩は、マルクのつま先から指一本分ほど浮ういた状じよう態たいで静止していた。


「……浮いてます」


「ああ、そういえば言ってませんでしたね。私の能のう力りよくは〝影かげ〟なのですよ」


　そして、執しつ事じとは影のように主あるじの傍かたわらに傅かしずいているものなのだ。


　マルクは岩を拾い上げると、几き帳ちよう面めんに岩を庭に置いてもいいかエルミナに許きよ可かを求めに行った。













　あとがき







　大多数の初めましての方、そしてそうでもないお久しぶりの方、本書を手にとっていただきありがとうございます。手て島しま史ふみ詞のりと申します。


　この物語は、精霊と異能の力が存在する世界で、悪ギヤのング貴・公ス子ターを志して養ってきた品性を、ちょっとした手違いから執しつ事じとして買われてしまった少年マルクの話です。


　保シエ安リフ・官スターより悪ギヤング党・スターがものを言ういわゆる禁酒法時代。開かい拓たく時代の香りが残る片田舎に貴族のカントリーハウスが建っているというちぐはぐな舞台。曰いわくありげな無ポーカ表ーフ情エイスのお嬢様エルミナと出逢ったマルクが踊る悲劇で喜劇な物語。ご笑しよう覧らんいただければ幸いです。





　そんなわけで一年ぶりの新しん刊かんです。一年でいろんなことがあるものです。


　息子は自分で本を見て折り紙が折れるようになりましたし、娘も通行人を指さして「あの人好きー」「あの人嫌いー」などという恐ろしいことを連れん呼こし始め、奧さんに至いたってはこっそり作家デビュー？（亀山登美子著ちよエッセイ「ママの生活」）


　私自身のことで目新しいことといえば、ブログを始めたことでしょうか。


　アトリエ月の窓　http：//teshima.at.webry.info/


　ご興味のある方は覗いてみてください。





　そして今回も多大にお世話になりました各方面へ御おん礼れい。新作企画にあたり、「プロットってなんですか？」と真顔で聞いた私を見捨てず根気よく面倒見てくださいました担当Ｔ様。並びに今回も誤字脱字等で多大にご迷惑をおかけしました校正の皆様。可か憐れん美び麗れいなイラストを描き上げてくださいましたＣＯＭＴＡ様。それから「流行ってなんですか？」「執事ってなんでしょうね？」という正体不明の問いに真面目に答えてくれた会社の同どう僚りようの皆様。前作を何冊も購入して親しん戚せきに配ってくださったお義か母あ様。ありがとうございました。


　最後に、私が落ち込んでも愉ゆ快かいに笑わせて励ましてくれる奧さんに感謝と愛を込めて。


　それでは次巻での再会を願って。





　次回予告──今回ページの都合上まるっきり描けなかった街中を背はい景けいに「エルミナって結局何者なのさ？」とか「この二人ってお互いのことどう思ってんの？」とかにスポットを当てていきたいと思います。




２００８年９月　手島　史詞　　
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影かげ執しつ事じマルクの手て違ちがい





手て島しま史ふみ詞のり
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